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サステナビリティ

「サステナビリティ」WEBサイト編集方針

情報のすみわけと「サステナビリティ」WEBサイト編集方針

TDK の中期経営計画「Value Creation2023」では、Social Value（社会的価値）を高めることで会社の成長

（Commercial Value）につなげ、そこから得た利益や資産を効率よく利用（Asset Value）した結果、得られた資産を

活かしてさらに社会に貢献するというサイクルを回していくことを目指しています。

本「サステナビリティ」WEBサイト（Sustainability Report）では、「Social Value（社会的価値）」向上に紐づくESG

情報を掲載しています。

掲載内容は、GRI （Global Reporting Initiative）スタンダードの「中核」に準拠するほか、SASB等も参考に検討し

ています。

また、社会課題を背景に、経営戦略、当社グループの事業が社会に及ぼす影響度、ステークホルダーの関心度、現状の

対応を考慮し、ステークホルダーからの意見も踏まえて検討したマテリアリティに関する情報についても進捗が分かる

ように報告しています。

TDKホームページの株主・投資家情報では、IRニュースやIRカレンダー、最新資料等を通じてCommercial Value、

Asset Valueの最大化に関する方針や戦略を発信しています。

統合報告書には、TDKグループがこの3つのValueを創造しながら社会に貢献し、その結果として事業を成長させる

ストーリーを掲載しています。ぜひ併せてご覧ください。

株主・投資家情報 WEBサイト 統合報告書

報告対象期間

2022年度（2022年4月1日～2023年3月31日／2023年3月期）を中心に掲載

•	 期間以外の活動も含んでいます。

•	 進捗状況を分かりやすくお伝えするため、経年のデータを掲載しています（一部を除く）。

https://www.tdk.com/ja/ir/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/ir_library/annual/index.html
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報告対象組織

TDKグループ（TDK株式会社および国内・海外連結子会社140社／2023年3月末時点）。

•	 掲載情報が特定の報告範囲を示す場合は、個々に記載しています。

対象期間中に発生した組織の重要な変更

2022年4月に、TDK秋田株式会社は、TDK庄内株式会社及び TDK甲府株式会社を加えた3社間で、TDK秋田株式

会社を存続会社とする吸収合併を行いました。また、TDK秋田株式会社は、その商号をTDKエレクトロニクスファクト

リーズ株式会社に変更いたしました。

更新年月

2023年8月（前回：2022年8月、次回：2024年8月予定）

参照ガイドライン

GRI （Global Reporting Initiative）スタンダード（「中核」準拠）

SASB スタンダード（米国サステナビリティ会計基準審議会）

将来に関する記述についての注意事項

「サステナビリティ」WEBサイトには、TDKグループに関する計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価といった、

将来に関する記述があります。これらの将来に関する記述は、TDKグループが、現在入手している情報に基づく予測、

期待、想定、計画、認識、評価などの基礎として作成しているものであり、既知または未知のリスク、不確実性、その他

の要因を含んでいるものです。従って、これらのリスク、不確実性、その他の要因による影響を受けることがあるため、

TDKグループの将来の実績、経営成績、財務状態が、将来に関する記述に明示的または黙示的に示された内容と大幅

に異なったものとなる恐れもあることをご承知おきください。

開示情報の客観性・正確性の向上

環境パフォーマンスデータについて、SGSジャパン株式会社による第三者検証および第三者レビューを実施

第三者検証 環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

お問い合わせ先

GRI （Global Reporting Initiative）スタンダード（「中核」準拠）

お問い合わせフォーム（myTDK）

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
https://mytdk.tdk.com/ja/login?destination=/ja/member/inquiry/inquiry-form
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サステナビリティ

トップコミットメント

テクノロジーですべての人を幸福に
TDKは技術力を高めて製品を提供し、

お客様を通して社会課題に挑戦し続けます

代表取締役 社長執行役員    齋藤 昇

TDKは、磁性技術で世界をリードする総合電子部品メーカーですが、社是に掲げる「創造によって文化、産業に貢献す

る」を実践することで、これまで社会にとって価値のある数多くの製品を提供し続けてきました。

社会課題解決のために企業が取り組むことへの要請がますます高まっている現在、自動車、ICT、産業機器といった幅

広い分野のお客様とともに、私たちはサステナブルな社会の構築に最大限貢献したいと考えています。

激動の経営環境での舵取り

今日、私たちを取り巻く経営環境は「激動」の一言に尽きます。2022年度、世界ではコロナ禍の影響が残る中、ウクラ

イナ情勢の変化などにより地政学的リスクが急速に高まりました。また、サプライチェーンの混乱やエネルギー価格の

高騰、世界的な金融不安とそれに伴う金利上昇、景気停滞など、さまざまな問題が一挙に噴出し、国際社会の分断へ

の懸念も強まっています。

急速に変化する世界で、迅速かつ的確にオポチュニティをとらえ、リスクにしなやかに対応するため、TDKは日本・ヨー

ロッパ・アメリカ・中国それぞれの地域本社の機能強化を進めています。積極的なM&Aを通じて成長してきたTDKは、

多様な個性を持つ会社が集まる融合体“TDK United”です。各社の文化を尊重しながら、透明性を確保した上で権限

を委譲するという、「エンパワーメント&トランスペアレンシー」を基本スタンスとして、これまで各地域で経営管理的な

機能を主に担っていた地域本社が、地域の独自性を活かした成長戦略をダイナミックに立案していけるよう体制を整

えました。同時に、各地域での情報収集力を強め、地政学的リスクに備えながら新たな価値創造に挑んでいます。

また、このような激動の時代にあって複雑化するサステナビリティのテーマに、推進力をもって柔軟に取り組むことが

できるように、2023年4月には、CPSO（Chief People and Sustainability Officer） を新たに設置し、人財本部長

であるAndreas Keller常務執行役員が着任しました。サステナビリティはTDKの戦略において極めて重要な構成要

素です。社会課題の解決に向けて、物事を有機的につなげ、たゆまぬ努力を継続することで社会価値を創出する。それ

をドライブしていくのは、すべて「人財」です。だからこそ、人財の責任者が先頭に立つのは自然なことだと考えます。
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何よりも大切な「人財」のクオリティ

気候変動への取り組み

わたしが以前から強調しているのが「人財」の重要性です。テクノロジーの会社であるTDKですが、技術を開発するの

も、製品化するのも、マーケティングを行い、販売するのもすべてはTDKのチームメンバー。人財がすべてなのです。

その人財のクオリティを高めるために重要なのが、制度や設備などの外部環境の整備のほか、一人ひとりのマインドセ

ットだと考えています。わたしは社長就任以来、各地を回り、チームメンバーである従業員との対話を続けています。そ

こで感じたことは「自分の携わる仕事は、世の中でこのように役立っている」という従業員の理解が、一人ひとりのモチ

ベーションに大きく影響を与え、ひいては人財のクオリティ向上に大きく寄与するということです。高いクオリティを持

つ世界10万人超の従業員一人ひとりが生み出す価値の総和こそ、TDKの価値そのものなのです。

また、人財のクオリティを支えるためには、従業員の健康も極めて重要なテーマです。2023年4月に発表した「TDK健

康宣言」では、従業員の健康に対して積極的に関与していく姿勢を明確にし、日本においては健康経営の型づくりとソ

リューションの共創を目的とする「健康経営アライアンス」にも参画しました。従業員の心身の健康を重要な経営課題

の一つととらえ、真摯に取り組んでいきます。

同様に経営課題の一つとして掲げているのが、気候変動に対する取り組みです。TDKは「2050年CO2ネットゼロ実現」

を掲げており、LE（Lower Energy：エネルギー使用量低減）とRE（Renewable Energy：再生可能エネルギー）の両

面から取り組んでいます。この目標達成の一歩として、2023年7月からは、国内すべての製造拠点の電力の100%を

再生可能エネルギー由来に転換しました。これまで出遅れていた日本でのRE活用が進むことで、グループ全体での

RE化が速まり、「2025年度における再生可能エネルギー電力導入率50%達成」としていた目標を、2024年度中に達

成できる見込みとなりました。エネルギー使用量の低減（LE）についても、すでに国内外いくつかの生産拠点で太陽光

発電を活用して生産に必要な電力を補いつつ、発電・蓄電技術を集結したエネルギーマネジメントシステムによって

CO2排出量を削減しています。
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目指すのは「社会になくてはならないTDK」

創業100周年を迎える2035年に向けて私たちが目指すのは、「社会になくてはならないTDK」です。私たちの技術が

生み出す製品が直接一般消費者の皆様の目に触れることは少ないですが、これまで、幅広い分野の多様な製品のコア

となる電子部品を提供してきました。

世界で普及率が高まる電気自動車には、当社のコンデンサやマグネティクス製品が多数使われているほか、スマートフ

ォンやスマートウォッチ、ワイヤレスイヤホン、太陽光発電や風力発電など、例をあげればきりがないほど、当社の製品

は日々の生活の中や社会インフラに組み込まれ、世の中に広がっています。また、数年前は思いもつかなかった用途で

技術や製品が活かされるなど、無限の可能性を秘めているのです。TDKの技術や製品がなければお客様の製品が機

能しない、社会が成り立たない、TDKがあるからこそ楽しく充実した生活が送れる、そのような確固たる存在になりた

いと考えています。

今後はさまざまな先進技術によってより便利で効率化が進んだ社会となり、時間や距離による制約も少なくなるでしょ

う。一方で、そうした技術発展の恩恵が受けられない人々や、気候変動の影響が特に大きい地域など、経済的格差が

広がる可能性も否めません。そこに対して、TDKに何ができるかが問われています。サステナビリティビジョンで掲げる

「テクノロジーですべての人を幸福に」ですが、私にとって「幸福」とは、あらゆる人々が笑顔でイキイキと暮らし、前向

きなチャレンジを重ねられる状態のことです。そして一人ひとりが明るい将来を思い描いていくことが重要です。

論語に、『君子は義に喩（さと）り、小人は利に喩る』という言葉があります。徳のある人物はまず正義か否かを考えて

行動するのに対し、そうでない人物は損得を先に考えるという意味です。義を追い求めればその後に利もついてくるの

であって、その逆ではないということだと、私なりに解釈を深めています。TDKにあてはめると、まずサステナブルな社

会に貢献する技術力を磨き、製品を提供することに尽力する。その結果として、社会課題が解決に向かい、経済や社会

が発展するとともに、TDKの成長にもつながり、社会になくてはならない存在になり得るということです。これが TDK

として社会のすべての人々の幸福を追求していくということであり、そうした挑戦をTDK Unitedとして一丸となって

続けていきたいと考えています。



サステナビリティレポート 2023

9

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

サステナビリティ

CPSOメッセージ

常務執行役員

Chief People and Sustainability Officer

(兼)人財本部長

Andreas Keller

ステークホルダーの皆様へ

2023年4月、新たに設置されたChief People and Sustainability Officer（CPSO）に就任したAndreas Keller

です。

サステナビリティへの私たちのこれまでの歩みとこれからの挑戦に関心をお寄せいただきありがとうございます。急速

に変化する世界の課題に立ち向かうためのアプローチを皆さまと共有できることを心から嬉しく思います。

まず、人財部門のトップである私が、サステナビリティの役員に就任したことの意義は人財とサステナビリティの強い相

関関係にあると考えます。

人々の活動や選択はサステナビリティにポジティブにもネガティブにも影響を与えるため、サステナビリティの達成に

は人々の協力や関与が不可欠です。そして、サステナビリティへの取り組みは、将来世代の社会や環境をより確かなも

のとしますが、それに取り組むのは現在のチームメンバー、つまり私たちなのです。このように、「人」と「サステナビリ

ティ」は相互に関係しており、人財とサステナビリティのリーダーシップを統合することは理にかなっているのです。

私のCPSOとしての使命は大きく3つあると考えています。第一に、TDKの社内外を問わず、地域や組織の垣根を越え

て人々をつなぎ、団結させることです。私はTDKでの20年以上の経験を含め、営業、オペレーション、サプライチェー

ン、人事の分野で30年以上のキャリアを積んできました。そこで目にしたことは、人々が技術革新を起こし、新たなス

キルを活かしてビジネスを成長させ、進化させていく姿です。そこには人と人のつながりがありました。将来の社会の

変化はますます急速かつ予測困難なものとなるでしょう。その中で持続可能な変革を実現する鍵は「人財」にあり、人

と人がつながることで、新たな価値を生み出すことができるのです。この点において私は、これまでの経験と専門知識

を十分に発揮したいと考えています。

第二に、経営陣と連携して、より実効的なサステナビリティ戦略を策定することです。なぜなら、私たちはサステナビリ

ティビジョン「テクノロジーですべての人を幸福に」を実現するために、自社の利益の最大化だけでなく、持続可能な未

来を築くためのテクノロジーへの投資を行い、顧客や従業員、地域社会、地球といったステークホルダーにポジティブ

な影響を与えたいと考えているからです。そのためには、社会・環境・経済のバランスを取りながら、TDKの事業を持

続可能なものにしていかなければなりません。つまり、会社全体の目標に沿った気候変動への対応、持続可能なサプ

ライチェーン構築や製品・サービスの開発を含む戦略が必要なのです。
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第三に、社外の皆さまに対して、TDKのサステナビリティへの取り組みを広めるためのスポークスパーソンとしての役

割を果たしていきます。先に述べたような当社の戦略や取り組みを、透明性をもって積極的に発信することで、ステー

クホルダーとの信頼関係を構築し、TDKの活動をさらに前進させるような役割を担いたいと考えています。

また、サステナビリティを推進する上で不可欠なのが、サステナビリティが私たちや将来世代、地球全体にとってどのよ

うな意味を持つのか、目標を達成するために一人ひとりが果たすべき役割について、より多くの人々が認識し、関心を

持って実践を続けることです。

これを推進するため、現在、CDXO（Chief Digital Transformation Officer）を中心にさまざまな部署からチームメ

ンバーが集まり、「DX for Sustainability +（DXを駆使したサステナビリティとエンゲージメント）」という戦略的な

DX推進イニシアティブが始動しています。このプロジェクトの主な目的のひとつは、DXの一環として、TDKチームメ

ンバー全員がサステナビリティに対する意識を高め、社内外でのサステナビリティへの取り組みを推進することです。

そのほか、人財本部とサステナビリティ推進本部が連携し、サステナビリティに関する意識向上と実践に焦点を当てた

研修プログラムを開発していきます。このプログラムは、従業員がサステナビリティにつながる行動をとるよう促進する

ことを狙いとしており、ひいてはTDKだけでなく、私たちの住む世界にも良い影響を与えると考えています。

サステナビリティを実現するための私たちの挑戦はまだまだ続きます。私たち全員が団結し協力することで、より公平

で持続可能かつ強靭な世界を創り上げられるでしょう。

TDKのサステナビリティWEBではその様子を、ビジョン、取り組み、成果、およびデータとして、積極的かつ透明性をも

って共有しています。どうぞ私たちのWEBサイトを継続的にご覧いただき、ご意見をお寄せください。



サステナビリティレポート 2023

11

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

サステナビリティ

これでわかる!TDKのサステナビリティ

これでわかる！
TDKのサステナビリティ

TDKのサステナビリティについて、もっと多くの方に
知っていただくため、できるだけわかりやすくTDKの
サステナビリティを解説しています。
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TDKは
何を目指している？

サステナビリティビジョン

テクノロジーで
すべての人を幸福に
TDKグループは、地球環境の再生・保護に努め、人権を尊重し、
独自のコアテクノロジーとソリューションの提供により、
すべての人々にとって持続可能で幸福な社会を実現する

私たちは、創業以来培ってきたフェライト起源の素材技術や
プロセス技術などのコアテクノロジーを活かすことで、
サステナビリティビジョンに描いた社会の実現を目指しており、
その中でなくてはならない存在でありたいと考えています。
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TDKはどうやって
サステナビリティビジョンを実現する？

私たちは、製品を通じた貢献と事業活動を通じた貢献の両面で
社会課題の解決に貢献し、サステナビリティビジョンに描い
た社会の実現を目指しています。

製品を通じた貢献

TDK は、社会課題の解決に向けて、さまざまな製品・技術を通じて価値を提供しています。

気候変動への取り組み

電力の低消費化を実現する
最先端技術

再生可能エネルギーの活用促進や
e-モビリティの普及拡大に貢献する製品

人々の健康な暮らしの推進 安全で快適な生活の実現

自動車の安全運転機能の強化に貢献する製品

健康モニタリングシステムの普及に貢献する製品

高いセキュリティ性能で住宅を守る製品

安全で快適な交通システムを支える製品
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事業活動を通じた貢献

TDK は、事業を行ううえでのあらゆる活動を通じて社会課題の解決に貢献し、
持続可能な社会の実現を目指しています。

環境活動 製造拠点における社会・環境配慮

人材の育成 サプライチェーンにおける社会・環境配慮

再生可能エネルギーの使用比率

（2022年度）

TDKは2035年度までにライフサイクル的視点でのCO2
排出量原単位半減を目指すことを掲げた「TDK環境ビ
ジョン2035」のもと、さまざまな環境負荷削減の取り組
みを行っています。

39.9%

一人あたり年間研修時間

（2022年度）

TDKが持続可能に成長し続けるためには、社内の人材
を育成し最大限活用することが重要です。従業員が職
場や社会の変化への適応に不可欠なスキルを強化する
ための研修や育成プログラムを提供しています。

23.4時間

CSRセルフチェックの実施率

（2022年度）

TDKは自己評価、監査、トレーニングと対話の3段階で
のフレームワークで、自社グループ製造拠点での社会・
環境配慮に努めています。

100%

CSR適合サプライヤー比率

（2022年度）

TDKはサプライチェーンが世界に広がるグローバル企
業として、自社拠点だけでなく、取引先においても社会・
環境に配慮した取り組みを推進することに努めています。

100%
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TDKは
どこで活躍している？

TDK は世界中の30以上の国や地域に、工場や研究所、営業所などの拠点を設置し、
その数は250カ所以上にのぼります。
約10.3万人の従業員が、TDKの目指す姿に向かって活動しています。（2022年度）

EMEA アジア 米州
地域別売上高

地域別従業員数

※ EMEA：Europe, the Middle East and Africa

地域別従業員数 地域別従業員数

地域別売上高 地域別売上高

2,103億円 （9.6%）

8,218人 （8.0%） 90,526人 （88.0%） 4,164人 （4.0%）

17,977億円 （82.4%） 1,727億円 （7.9%）
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

経営理念体系とサステナビリティビジョン

TDK Value Structure 経営理念

長期ビジョン 中期計画

グループガバナンス

TDK Value Structure

TDKは1935年の設立以来、社会課題の解決を目指して事業に取り組んできました。そして、2023年3月現在、グル

ープ総売上約21,808億円、全世界で約10.3万人が活躍するグローバル企業へと成長し、電子部品業界のリーディン

グカンパニーとして、独創的かつ最先端の技術や製品を生み出し続けています。創業100年を超えても新たな価値を

創造し続けるために、私たちは、10年先を見据えて長期ビジョンと戦略を描き、中期経営計画とTDKグループのマテ

リアリティを策定。そして、その実現を支えるためのガバナンス体制を構築しました。これを私たちは「TDK Value 

Structure」と称して社員すべての活動の柱として再確認し、未来のTDKを担う世代へと継承していきます。

関連情報

統合報告書

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/ir/ir_library/annual/index.html
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経営理念

1930年、東京工業大学の加藤与五郎博士と武井武博士は、鉄等の酸化物からなる一つの磁性セラミック化合物、「フ

ェライト」を発明しました。「独創性のある工業こそが真の工業だ」という加藤博士の言葉に強い印象を受けた初代社

長齋藤憲三は「フェライト」を事業化するため、1935年12月7日に東京電気化学工業株式会社（現在のTDK）を設立

しました。当時は「フェライト」の応用は未知数で、創業は「夢」を追った「勇気」ある出発でした。そして、東京工業大

学とTDKが研究開発を進めた結果、「フェライトコア」という部品として製品化され、1937年に世界に先駆けて日本の

無線通信機やラジオなどに応用され、終戦までにのべ500万個が出荷される「信頼」を獲得したのです。「世の中にま

だ存在しない価値を素材のレベルから創り上げる」という創業時からの独創の精神は、TDKのDNAとして受け継がれ

ています。1967年6月に制定された社是は、この創業の精神を反映したものです。

夢：常に夢をもって前進しよう。夢のないところに、創造と建設は生まれない。

勇気：常に勇気をもって実行しよう。実行力は矛盾と対決し、それを克服するところから生まれる。

信頼：常に信頼を得るよう心掛けよう。信頼は誠実と奉仕の精神から生まれる。
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長期ビジョン

サステナビリティビジョン

TDKグループを取り巻く社会には、気候変動をはじめエネルギーや資源の枯渇などの環境問題、高齢化社会や情報格

差などの社会問題などさまざまな課題が存在します。TDKはこれらの課題解決、つまり将来世代における持続可能な

社会構築に貢献していきます。

TDKグループは、経営理念に基づき事業を通じた社会課題解決を目指すことを基本とするとともに、TDKグループ「サ

ステナビリティビジョン」を策定しています。これは、TDK独自のコアテクノロジーとソリューションを最大限活かし、「す

べての人々にとって持続可能で幸福な社会を実現する」ことを描いたものです。策定においては、長期的な視点に立

ち、改めて取り巻く社会環境を整理するとともに、TDKグループが持つ強みや資源にはどのような可能性があるのか

を検討しました。その過程では、経営層はもとより社外有識者等へのヒアリングも実施しました。

今後も、このビジョンをグループ全体で共有しながら事業への落とし込みを図り、幸福な社会の実現に向けた具体的

施策を検討・実践していきます。

また、TDKグループはサステナビリティビジョンを実現するため、サステナビリティ方針を掲げています。

Value Creationの考え方に基づいて「サステナブルな社会」と「企業の成長」の両立に努めます。

•	 製品・ソリューション、サプライチェーン全体での活動を通じて、SDGsにも掲げられている気候変動や人権などの

地球規模の課題解決に取り組みます。

•	 ステークホルダーエンゲージメントを通じて、社会と信頼関係を築きます。

•	 エンパワーメント＆トランスペアレンシー（権限委譲と透明性の向上）を全グループ会社で推進します。

関連情報

Seven Seas

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/seven-seas/index.html
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中期計画

こちらをご覧ください。

関連情報

中期経営計画

グループガバナンス

こちらをご覧ください。

関連情報

コーポレート・ガバナンス

TDKグループのマテリアリティ

こちらをご覧ください。

関連情報

TDKグループのマテリアリティ

https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/policy/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

TDKグループのマテリアリティ

マテリアリティ・推進体制・特定プロセス・進捗報告一覧

マテリアリティと推進体制 マテリアリティの特定プロセス

マテリアリティ進捗報告一覧

各領域の目指す姿・意義・部門長メッセージ

EX DX

品質管理 人材マネジメント

サプライチェーンマネジメント

権限委譲と内部統制の追求

オポチュニティ＆リスクマネジメント

資産効率の向上

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/promotion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/definition
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/updates
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/delegation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/efficiency
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

マテリアリティと推進体制

TDKグループのマテリアリティ

TDKグループは2020年度、中期経営計画作成のタイミングにあわせて「中期経営計画の達成」と「社会のサステナビ

リティと企業の持続的な成長の両立」のために、組織の経営資源を最優先で投資し対処するべき重要課題と定義づけ

てマテリアリティを特定しました。

中期経営計画（Value Creation 2023）では、企業価値を作り上げる「Commercial Value( 成長戦略の実現 )」、

「Asset Value(資産効率の向上)」、そして「Social Value(企業の社会的価値の向上)」の3つの「Value」を創造し

ながら社会に貢献し、その結果として事業を成長させることを目指しています。中でも「Social Value」、つまりサステ

ナブルな社会と企業を目指していくことが、その他のValue創造に向けたサイクルの起点となると考えています。

マテリアリティで掲げている「EX」「DX」は社会価値創造と自社の成長のためにTDKが注力する事業領域であり、当

社グループの技術や製品が社会に対して価値を創出できる分野です。主にこの2つの領域について、SDGsで掲げられ

た課題から製品を生み出す仕組みを社内で整備し、Social Valueの最大化に努めています。

「品質管理」「人材マネジメント」「サプライチェーンマネジメント」「オポチュニティ＆リスクマネジメント」「権限委譲と内

部統制の追求」「資産効率の向上」については、「EX」「DX」分野でTDKが価値を創造するための基盤となる領域と位

置付けています。

マテリアリティの図では、これらが交差しており、両者に相関関係があることを示しています。



サステナビリティレポート 2023

22

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

マテリアリティ推進体制

マテリアリティについて継続的に改善を図るため、マテリアリティのテーマごとに主管部門を割り当て、3年間で目指す

姿、実施項目と実施部門、KPIを設定して、PDCAサイクルを回しています。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

マテリアリティの特定プロセス

マテリアリティ特定プロセス

TDKグループのマテリアリティは、次のステップで特定しました。

▼ STEP1

課題の把握・整理

SDGsやGRI、RBA（Responsible Business Alliance）、主要ESG評価機関の調査項目および、当社グループ長期

戦略検討資料に掲げられている課題と、有価証券報告書にて報告しているリスク、CSR重要課題などから社内案を作

成しました。

▼ STEP2

社外からの意見のヒアリング

ダイアログおよび意見書にて、マテリアリティ草案に対するご意見を頂戴しました。

いただいたご意見はこちらをご覧ください。

ダイアログ：社会課題の解決を経営の中核に据えたマテリアリティ特定へ

マテリアリティ（初版社内案）に対する意見書

▼ STEP3

社内での協議

社外からいただいたご意見をもとに再度社内案を作成しました。完成した案を経営会議にて再協議後、承認を得て、

取締役会へ報告。2021-2023年度中期経営計画を実現するために、組織の経営資源を最優先で投資し対処するべき

経営課題としてとらえ、本格的に取り組むことを決定しました。

▼ STEP4

社内への展開

マテリアリティに掲げられたテーマごとに主管部門を割り当て、主管部門主導のもと「3年後の目指す姿」「目指す姿

を実現するために実施する項目」「実施部門」「KPI」「目標値」を作成し、経営との協議のもと内容を決定しました。主

管部門は決定した内容について、毎月経営へ進捗報告を行い、PDCAサイクルを回すことで継続的に改善を図ってい

ます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dialogue
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opinion
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

マテリアリティ進捗報告一覧

EX：電子デバイスでムダ熱とノイズを最小化し、エネルギー・環境問題に貢献

2050年CO2ネットゼロ実現に向けたエネルギーの有効利用と再生可能エネルギーの利用拡大

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

エネルギー起源CO2排出量原単位 2014年度比12%削減 32%削減 30.7%削減

2050年CO2ネットゼロ実現に向けたエネルギーの有効利用と再生可能エネルギーの利用拡大

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

関連市場の調査及び社内向け調査レポートの発行 1レポート／年

xEVに関する技術動向、市場調査を実
施。社内向けレポートを発行し、TDK内
部関係者に共有。
さらに再生可能エネルギーに貢献でき
る可能性のあるTDKの技術を調査。今
後も調査を継続し、2022年度に包括
的な内部レポートを発行予定。

再生可能エネルギー、代替燃料、xEV
などのエナジートランスフォーメーショ
ンに関する技術動向と市場動向を調査
し内部レポートを発行した。

再生可能エネルギー市場での潜在的ビジネス機会
の発掘、及び新規ビジネス、製品、ソリューションの
創出

2023年度までに実施
再生可能エネルギー分野での潜在的な
ビジネス機会を調査。
2022年度に継続実施。

再生可能エネルギー分野に寄与する
TDKセンサーの潜在的ビジネス機会を
発掘した。市場規模を調査した上で、フ
ィージビリティー検証に進む。また、xEV
の新技術に寄与するTDK 技術を発掘
し市場調査を開始した。

エネルギーの蓄電、変換、制御によって効率的なエネルギー社会を実現する製品·ソリューションの提供

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

関連市場の調査及び社内向け調査レポートの発行 1レポート／年

潜在的市場の技術動向、市場調査を実
施。
2022年度もその他アプリケーションの
調査を継続。

エネルギーの蓄電などのエナジートラ
ンスフォーメーションに関する技術動向
と市場動向を調査し内部レポートを発
行した。

再生可能エネルギー市場での潜在的ビジネス機会
の発掘、及び新規ビジネス、製品、ソリューションの
創出

2023年度までに実施 2022年度に継続実施
エネルギー制御に関する市場調査及
び、TDK製品のTAM分析を実施し、事
業部門の事業判断をサポート。
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DX：マテリアルサイエンスとプロセス技術にソフトウェア技術を加え、社会のデジタル化を促進

強靭なコミュニケーションネットワークインフラ構築を支える製品·ソリューションの提供

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

関連市場の調査及び社内向け調査レポートの発行 1レポート／年
AR/VRの技術動向、市場調査を実施。
社内向けレポートを発行し、TDK 内部
関係者に共有。

AR/VR/MR に関する技術動向と市場
を調査し内部レポートを発行した。社内
向けウェビナーやAR/VR体験会を実施
し、TDK内部関係者にメタバースとUX
の重要性を共有した。
また、6G 通信技術の技術動向を調査
し内部レポートを発行した。

強靭なコミュニケーションネットワークインフラを
支える新規ビジネス、製品、ソリューションの発掘 2023年度までに実施

AR/VR 分野の製品開発支援を開始。
2022年度も継続し、他の分野にも調
査を拡大させる。

6G通信にてTDKが寄与できる技術を
発掘し、フィージビリティー検証の為の
開発を開始した。その他複数の案件が
進行している。

人の能力増強と補完を促進するための、ロボット化·モビリティ化を支える製品·ソリューションの提供

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

関連市場の調査及び社内向け調査レポートの発行 1レポート／年
HPC、ロボットに関する技術動向、市場
調査を実施。社内向けレポートを発行
し、TDK内部関係者に共有。

自動運転を含む、ロボティクス関連の技
術動向と市場を調査し内部レポートを
発行した。

ロボット、モビリティ市場での新規ビジネス、製品、
ソリューションの発掘 2023年度までに実施

潜在的な新規ビジネス創出のプロジェ
クトを開始。2022年度も継続サポー
ト。

自動運転や産業用ロボティクスに応用
可能なデータ解析アルゴリズムを含め
たセンサーソリューションビジネスの検
討を開始した。

TDKのデジタル化推進

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

2CX の向上とESG/SDGs の実践加速のために、
購買から納入までの一気通貫した事業運営プロセ
ス、及びそれを支えるシームレスなサプライチェー
ン状況の可視化基盤の強化を図る。

2023年度中にパイロット製品事業にお
いて実現

第一ステップとして、グループ会社間の
取引に関する業務改革を実行

グローバルベースでのバリューチェーン
活動の効率化を図るために、材料購買
から販売までの状態を一気通貫で可視
化実現

グローバル共通の ITプラットフォームの導入とそ
れを利活用する人材育成強化による業務のスピー
ドアップ

·グローバルコラボレーションプラットフ
ォームの展開完了
·データ分析人材の育成

·グローバルコラボレーションプラットフ
ォームの主要会社への展開完了
·データ分析人材育成のためのトレーニ
ングプログラムを導入

グローバルコラボレーションプラットフ
ォームおよびデータ分析基盤利用の拡
大による事業への貢献を市民開発の推
進によって実現
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品質管理

ゼロディフェクトの追求

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

全対象部門での品質教育実施 DXを活用した品質教育のグローバル
化推進 DX化した教育コンテンツの学習開始

グローバル人事機能および海外拠点と
協同で、品質教育のオンラインコンテン
ツの作成と展開

全対象拠点における認証維持管理（ISO9001） 認証維持率 100% 100% 100%

AI活用によるシステムの開発検討 ·装置故障予兆検知システムの開発
·AI検索による設計審査の開発検討

·予兆検知の要素技術の検討
·Deep Learningによる自動監視ツー
ルの導入

· 予兆検知の要素技術の開発として自
動不良モード分類システムの開発
·設計審査へのAI導入の検討と試作の
開発

品質コストの削減

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

各要因に対する品質改善活動 要因ごとに施策を実施

· 工程内異物低減活動による異物の見
える化（可視化）推進
·製品に実装するソフトウェアの脆弱性
に対応するための解析ツール導入
·本社機能による新規の品質診断（工程
·設備）の実施
·小集団活動のマニュアル発行と活動の
推進

· 異物起因の不良に対する改善活動の
実施
·IoT製品における製品セキュリティ対策
の仕組み構築（設計審査での確認）
·本社機能による新規の品質診断（工程
·設備）の中国地区への展開
·小集団活動のベストプラクティスの水
平展開

製品とサービスの品質向上による顧客満足度の最大化

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

満足度 「Aランク」率
※お客様から入手したサプライヤー評価を集計し、
そのうち満足度「Aランク」（満足している）と評価
いただいたお客様の割合

95%以上 96.8% 95.0%

１．連結視点によるSCM（サプライチェーンマネジ
メント）情報の可視化
·各階層別PSI（生産・販売・在庫）情報
·ビジネスリードタイム

２．供給方針に基づく在庫保有基準つくりとその
管理機能の強化

対象製品群における新たな連結需給管
理の業務基盤構築し、モノと情報の流
れの可視性を強化していく。
さらに業務ルールを再定義し、迅速な
意思決定ができる納期／在庫管理基盤
の定着を図っていく

１．現行インフラにおけるPSI（生産・販
売・在庫）情報の精度アップ

２．連結需給管理基盤の構築に向けた
構想策定を完了

１．現行インフラにおけるPSI（生産・販
売・在庫）情報の精度アップを継続

２．連結需給管理基盤の構築に向けた
新 業 務 デ ザ イン と PoC（Proof of 
Concept）を完了
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人材マネジメント

TDKをリードする人材の育成

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

GEMP参加者数（執行役員クラス） 10~15人 /3カ年中期経営計画に紐づ
いた対象集団ごと 13人 次回の参加者10人を選定

GAMP参加者数（ビジネスグループGMクラス） 20〜25人/年
0人（対面での活動が難しかったため26
人の候補者のプログラム参加は2022
年度に延期）

19人

GMP参加者数（部門長クラス） 40〜50人/年 44人 44人

TCDP参加者数（チームリーダークラス） 80〜100人/年 89人 100人

ダイバーシティ＆インクルージョン

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

管理職のワークショップ参加率（日本） 70%/年 98%/年 97%/年

管理職候補者に占める女性の割合 4%/年 10.3%/年 8.9%/年。

女性管理職比率（日本） 3% 3.7% 4.3%

才能ある人材を惹きつけ、確保するための従業員エンゲージメントおよび従業員満足度向上

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

·コンセプトの準備（2021年度）
·適用する全TDKグループへの展開（2022年度） 2021年度にコンセプトを準備 実施のための準備完了 該当するTDKグループ各社に展開
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サプライチェーンマネジメント

グローバルでの調達力と仕組みの強化

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

サプライヤー情報及び購入データの可視化と活用

TDKグループのサプライヤー情報及び
購入データを一元的に可視化するため
のプラットフォームの構築と調達戦略策
定への活用

主要子会社のサプライヤーデータを可
視化

グループ内子会社の調達データ連結化
実施

高リスク部材の調達リスク低減 サプライチェーン上のリスク分析と対策
実施 高リスク部材を抽出 高リスク部材のリスク低減を推進

グローバル共通規定への適合 100% モニタリングの仕組みの構築と個別規
定の制定状況の確認開始 子会社の個別規定の確認と是正を実施

責任ある資材調達

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

3TGに関してRMAP適合製錬所からの調達が確
認されたサプライヤー比率

92%以上
サプライヤーへの責任ある鉱物調達の
周知と定着

92％ 86.5％

サプライチェーンにおける社会·環境配慮

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

CSR適合サプライヤー率 100% 99% 100%

製造拠点におけるCSRセルフチェック実施率 100% 100% 100%

製造拠点における労働／企業倫理リスクアセスメ
ント実施率 100% 100% 100%

製造拠点におけるRBA公認監査の実施率 25% 10% 34%

製造拠点におけるRBA 公認監査、お客様による
CSR 監 査 ま た は RBA VAP Operations 
Manualに基づいた簡易CSRアセスメントのいず
れかを3年間で1回以上実施した製造拠点の割合

100% 24% 65%

E-Learningまたはダイアログを含むオンサイトト
レーニングによる研修機会の提供 毎年実施 必要な研修機会の提供をグローバルに

実施
必要な研修機会の提供をグローバルに
実施
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オポチュニティ＆リスクマネジメント

デジタル技術を駆使したマーケティングの強化による効果的な事業機会の特定と取り込み

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

インバウンドマーケティングに適した付加価値のあ
るコンテンツ数とランディングページ数

テクニカルライティング力を強化し(リ
ソース／チーム／プロセス)、TDKグル
ープの製品、ソリューション、技術に関
するインバウンドマーケティングのコン
テンツおよびランディングページを作成
する。

戦略的な採用活動によりコンテンツ作
成リソースを強化。
ステークホルダーに対して付加価値の
あるコンテンツを提供。

新規コンテンツ数の増加、及び品質の
向上を達成。

アカウントや連絡先のリード情報獲得
リードの獲得、分析、ナーチャリング方
法、能力、プロセスの確立。一方で個人
情報に関する法律を厳格に遵守。

グローバルとローカルなプラットフォー
ムでリードの獲得、ナーチャリングを実
施。
社内関係者と安全にリード情報を共有
するためのプライバシー保護プラットフ
ォームの評価を開始。

グローバルとローカルなプラットフォー
ムでリードの獲得、ナーチャリングを実
施。
社内関係者と安全にリード情報を共有
するためのプライバシー保護プラットフ
ォームの評価を実施。

ビジネスインテリジェンスを得るためのデータの種
類·質·量

複数のデータ分析を活用してビジネス
インテリジェンスを獲得。顧客情報を厳
格に保護するため、特にプライバシー保
護データ分析に力を入れる。データドリ
ブンによる市場分析やレコメンデーショ
ンを提供する。

現在のプライバシー保護プラットフォー
ムの要求についての評価を開始。また、
顧客データプラットフォームのさらなる
開発も継続実施。

現在のプライバシー保護プラットフォー
ムの要求についての評価を実施。また、
顧客データプラットフォームのさらなる
開発も継続実施。

グループ全体のリスク管理力の強化

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

リスク特定·評価およびリスク主管部門のアサイン
メントとレビューの実施 毎年実施

事業に関連するリスクの抽出と対応担
当部門の割り当て、リスク発生頻度と影
響度を確認。
各リスクオーナーのリスク対応の脆弱性
を検証。

組織変更等に応じてリスク対応部門の
割当の見直しを実施、外部環境変化や
当社のリスク対応状況を踏まえ、残余リ
スクの評価を実施。
各リスクオーナーにおけるリスク対応状
況を検証。

気候変動リスクシナリオの明確化 2021年度中に実施

リスクシナリオの完成。有価証券報告書
に て 開 示、お よ び CDP(https://
www.cdp.net/) の質問票への回答
を通じ詳細なリスクシナリオを開示。

気候変動リスクシナリオを有価証券報
告 書 に て開 示、および そ の 詳 細 を
CDP(https://www.cdp.net/) の
質問票への回答を通じ開示。
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権限委譲と内部統制の追求

各組織の明確な役割と権限、責任に基づいた業務のスピードと透明性の確保

グループ統一の方針に沿った、より有効かつ効率的な各グループ会社のマネジメントシステム構築

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

子会社役員の選考基準の明確化と基準に基づい
た役員選考の実施

所管部門から推薦されるすべての子会
社役員候補が、選考基準に沿っている
こと

コンプライアンスチェックの上、子会社
役員を選考した。

子会社役員を含むグループ役員に求め
られるコンピテンシーを定義した。
コンプライアンスチェックを経て、子会
社役員を選定。

買収会社に対する適切なPMI

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

各機能による買収前デューディリジェン
スの実施。
新しくグループ会社に加わった会社が
遵守する事項とその遵守までの猶予期
間をまとめたリストに基づき、2月に買
収した米国子会社のPMI活動を実施。

資産効率の向上

事業ポートフォリオの再構築

設備や生産拠点の最適化

KPI 中期目標 2021年度実績 2022年度実績

営業利益率 12%以上 8.8% 7.7%

ROE 14%以上 11.6% 8.3%

設備投資額（3年間） 7,500億円 2,913億円 2,757億円
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

Energy Transformation（EX）：
電子デバイスでムダ熱とノイズを最小化し、

エネルギー・環境問題に貢献

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

TDKが掲げるEXは世界的に喫緊の課題である気候変動問題を見据えており、TDKグループがサステナブルな社会と

企業の成長を両立するために、全社一丸となって取り組んでいくべき課題の一つです。気候変動対策は、顧客、投資家

など多くのステークホルダーが注視し、取引先や投資先を選定する際の基準の一つとなっているため、TDKグループ

がEXをマテリアリティに特定し、着実に実行することは、ビジネス面、資金調達面において大きな効果があると考えて

います。

社会にとっての意義

TDKのEXへの取り組みは、かけがえのない地球環境の再生・保護と、豊かで安心できる暮らしの実現に向けた活動で

あり、TDK環境ビジョンで掲げている自然の循環を乱さない環境負荷で操業することにつながります。サプライチェー

ン川中の電子部品メーカーであるTDKが EXを経営の重要課題としてとらえ取り組むことは、社会全体の気候変動対

策を加速する上でも重要だと考えています。 

また、TDKの製品・ソリューションはクリーンエネルギーの創出や効率的なエネルギー社会を実現することにも貢献で

きることができると考えており、製品の製造段階だけでなく使用段階においても、社会に対して正の影響を与えること

ができると考えています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex#anchor_03
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概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

テーマ 主管部門 3年間で目指す姿 主な活動項目 KPI 中期目標
（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

2050年CO2ネット
ゼロ実現に向けた
エネルギーの有効
利用と再生可能エ
ネルギーの利用拡
大

安全環境グループ

エネルギー起源の
CO2排出量を基準
年（2014 年 度）と
比 較 し て 原 単 位
12% 削 減（スコー
プ1、2）している

以下2点の活動項
目 により、TDK 環
境ビジョン2035で
掲げた CO2排出原
単位の半減を目指
す
•	製造拠点の生産

性改善によるエ
ネルギー効率の
強化

•	再生可能エネル
ギー利用の拡大

エ ネ ル ギ ー 起 源
CO2排出量原単位

2014年度比12%
削減 32%削減 30.7%削減

脱炭素社会を実現
するために、クリー
ンエネルギーを創
出する製品・ソリュ
ーションの提供

コーポレートマーケ
ティング&インキュ
ベーション本部

事業において、太
陽光、風力、水力、
地熱など、クリーン
エネルギーに貢献
するため、関連技
術・製品のポートフ
ォリオを定期的に更
新している

再生可能エネルギ
ー、代替エネルギー
の市場、技術動向
調査、及び新規ビ
ジネス機会の発掘

関連市場の調査及
び社内向け調査レ
ポートの発行

1レポート／年

xEV に関する技術
動向、市場調査を
実施。社内向けレ
ポ ートを 発 行し、
TDK内部関係者に
共有。
さらに再生可能エ
ネルギーに貢献で
きる可能性のある
TDK の 技 術 を 調
査。今後も調査を
継続し、2022年度
に包括的な内部レ
ポートを発行予定。

再生可能エネルギ
ー、代替燃料、xEV
などのエナジートラ
ンスフォーメーショ
ンに関する技術動
向と市場動向を調
査し内部レポートを
発行した。

再生可能エネルギ
ー市場での潜在的
ビジネス機会の発
掘、及び新規ビジネ
ス、製品、ソリューシ
ョンの創出

2023 年 度までに
実施

再生可能エネルギ
ー分野での潜在的
なビジネス機会を
調 査。2022 年 度
に継続実施。

再生可能エネルギ
ー分野に寄与する
TDK センサーの潜
在的ビジネス機会
を発掘した。市場
規模を調査した上
で、フィージビリティ
ー検証に進む。ま
た、xEV の新技術
に寄与するTDK 技
術を発掘し市場調
査を開始した。

エネルギーの蓄電、
変換、制御によって
効率的なエネルギ
ー社会を実現する
製品・ソリューション
の提供

コーポレートマーケ
ティング&インキュ
ベーション本部

TDK の EX が社会
に認知されるため、
エネルギー効率向
上に寄与する関連
技術・製品につい
て、ポートフォリオを
定期的に更新して
いる

エネルギー変 換、
蓄積に関する市場、
技術動向調査、及
び新規ビジネス機
会の発掘

関連市場の調査及
び社内向け調査レ
ポートの発行

1レポート／年

潜在的市場の技術
動向、市場調査を
実施。
2022年度もその
他アプリケーション
の調査を継続。

エネルギーの蓄電
などのエナジートラ
ンスフォーメーショ
ンに関する技術動
向と市場動向を調
査し内部レポートを
発行した

再生可能エネルギ
ー市場での潜在的
ビジネス機会の発
掘、及び新規ビジネ
ス、製品、ソリューシ
ョンの創出

2023 年 度までに
実施

2022年度に継続
実施

エネルギー制御に
関する市場調査及
び、TDK 製 品 の
TAM 分 析 を 実 施
し、事業部門の事
業判断をサポート。
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サステナビリティ推進本部 安全環境グループ

Jason Mizell

【主管テーマ】

•	 2050年CO2ネットゼロ実現に向けたエネルギーの有効利用と再生可能エネルギーの利用拡大

TDKがコーポレートマテリアリティを特定しコミットしたことは、TDKと社会双方にとって、非常に価値のあることだと考えていま

す。これを実態として定着させ、ステークホルダーに成果を示していくためには、サステナブルな社会に向けた課題の発見と社内

への展開が必要と考えています。そのためには、TDKのポリシーであるEmpowerment & Transparency（権限委譲と透明性

の向上）に沿って適切に方向性を設定し、有用な情報の共有・展開による社内全体への動機付けが重要となります。 

再生可能エネルギーの導入を推進する上での課題は、地域によって異なるインフラや法制度などや調達コストだと考えています。

課題を克服するために、各国・各エリアの状況に合わせて、全体最適とコストの抑制の両方を念頭に置きながら推進してまいりま

す。 

また、2050年CO2排出ネットゼロ達成の中間目標として、2025年度までにグローバルでの再生可能エネルギー導入率を50％

（スコープ2）にすることを全社目標とし、具体的な取り組みを推進していきます。

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部

Michael Pocsatko

【主管テーマ】

•	 脱炭素社会を実現するために、クリーンエネルギーを創出する製品・ソリューションの提供
•	 エネルギーの蓄電、変換、制御によって効率的なエネルギー社会を実現する製品・ソリューションの提供

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部は、お客様のニーズを受信し、TDKの技術を発信する「アンテナ」の役割

を担っています。データを情報とインテリジェンスに変換し、そのインテリジェンスをもとにTDKには存在しない新しい製品やソリ

ューションを創造して、インキュベートすることをミッションとしており、社内外のイノベーターとのコミュニケーションやコラボレー

ションによって「Value Creation」を加速させることを目指しています。これにより、強固なアウトサイド・インの視点、より顧客志

向のアプローチ及び言語が生まれます。また、組織を超えて社内外のあらゆる部門とコラボレーションしながら、TDKのテクノロ

ジーを組み合わせ、新たな価値の創造を目指します。

 TDKのEX、DXへの取り組みは社会からの要請に応える大切な活動であり、TDKが開発する技術は、本質的に人々の幸福に貢

献できる素晴らしいものです。同時にこれらの注力分野はTDKの長期戦略の中核、かつ事業計画Value Creationを推進する

重要な要素です。 

今後も、より顧客志向でイノベーションを起こし、アウトサイド・インの考え方を組織に根付かせて、お客様の期待を超える体験を

提供する２CX（Customer Experience, Consumer Experience）を実現してまいります。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

Digital Transformation（DX）：
マテリアルサイエンスとプロセス技術にソフトウェア技術を加え、

社会のデジタル化を促進

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

5G、AR/VR/MR、ウエアラブル、ロボティクス/ドローン、データストレージなど、マテリアルサイエンスとプロセス技

術にソフトウェア技術を加え、社会のデジタル化を推進するDXは、TDKが価値を社会で最大限発揮できる分野である

と考えています。

また、TDK自身がDXに取り組み、デジタル基盤を最大限に活用することは、最小のインプット（材料、エネルギーをは

じめとする経営資源）で最大のアウトプット（お客様が必要とする製品、ボリュームをタイムリーに）を創出し続けること

につながります。

お客様の潜在ニーズをいち早く適格に把握できれば、それにタイムリーに応えるための十分な準備ができます。生産

ラインや個々の設備稼働状況をリアルタイムでモニタリングし、いち早く状態の変化を検知できれば、事前に保全策を

講じることができ、生産計画通りの生産が担保できます（＝予知保全）。あるいは市場やお客様の需要の変化やサプラ

イヤーからの納入に支障が生じた場合も、支障要因の速やかな特定と状況変化の可視化ができれば、迅速かつ最良の

意思決定が可能になり、アクションへ素早く移行できます。

このようにデジタルの力を最大限活用した強固な業務基盤を確立することで、「早く・タイムリーに・自律的に」全ての

バリューチェーンが連携して機能することが可能となり、TDKの持続的成長と企業価値の拡大につながります。

社会にとっての意義

「テクノロジーですべての人を幸福に」という長期ビジョンを掲げるＴＤＫグループにとって、社会のデジタル化を促進

するＤＸは重要な要素です。TDKは製品やソリューションの開発・製造・提供を通じて、レジリエントな通信ネットワー

クインフラを構築すること、社会のデジタル化を促進することに貢献できると考えています。社会のデジタル化を進める

ことは、新しい柔軟な働き方の実現や、労働力不足の解消につながります。

また、ＴＤＫグループのデジタル基盤をお客様やサプライヤーとつなぐことで、活動の可視化・最適化を図り、さまざま

なロスの極小化や、人権を含む社会課題・地球環境に配慮した事業活動を実現することが可能になります。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx#anchor_03
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（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

強靭なコミュニケー
ションネットワーク
インフラ構築を支え
る製品・ソリューショ
ンの提供

コーポレートマーケ
ティング&インキュ
ベーション本部

ユビキタス社会を
支えるネットワーク
インフラの技術ター
ゲットが明確化し、
5G mmW、6G、
HAPS、LEO Sat、
海底ケーブルなど
がTDKの開発ロー
ドマップに位置づけ
られている

次 世 代 通 信 市 場
（Beyond 5G）や

Society5.0などの
潜在的なアプリケー
ション、それらアプリ
ケーションのUXの
調査、及び新規ビ
ジネス機会の発掘

関連市場の調査及
び社内向け調査レ
ポートの発行

1レポート／年

AR/VR の 技 術 動
向、市場調査を実
施。社内向けレポ
ートを発行し、TDK
内 部 関 係 者 に 共
有。

AR/VR/MR に 関
する技術動向と市
場を調査し内部レ
ポートを発行した。
社内向けウェビナー
や AR/VR 体 験 会
を実施し、TDK 内
部関係者にメタバ
ースとUX の重要
性を共有した。
また、6G 通信技術
の技術動向を調査
し内部レポートを発
行した。

強靭なコミュニケー
ションネットワーク
インフラを支える新
規ビジネス、製品、
ソリューションの発
掘

2023 年 度までに
実施

AR/VR 分 野 の 製
品 開 発 支 援 を 開
始。2022 年 度 も
継続し、他の分野
にも調査を拡大さ
せる。

6G 通信にて TDK
が寄与できる技術
を発掘し、フィージ
ビリティー検証の為
の開発を開始した。
その他複数の案件
が進行している。

人の能力増強と補
完を促進するため
の、ロボット化・モビ
リティ化を支える製
品・ソリューションの
提供

コーポレートマーケ
ティング&インキュ
ベーション本部

ロボット、モビリテ
ィ、ヒューマノイドロ
ボットの応用に関
連するTDK 製品と
社会からの要請の
ギャップが明確化さ
れ、ギャップを埋め
るロードマップが作
成されている

自動運転を含む次
世代ロボットに関す
る調査、及び新規
ビジネス機会の発
掘

関連市場の調査及
び社内向け調査レ
ポートの発行

1レポート／年

HPC、ロボットに関
する技術動向、市
場調査を実施。社
内向けレポートを
発行し、TDK 内部
関係者に共有。

自 動 運 転を含 む、
ロボティクス関連の
技術動向と市場を
調査し内部レポー
トを発行した。

ロボット、モビリティ
市場での新規ビジ
ネス、製品、ソリュー
ションの発掘

2023 年 度までに
実施

潜在的な新規ビジ
ネス創出のプロジェ
クトを開始。2022
年度も継続サポー
ト。

自動運転や産業用
ロボティクスに応用
可能なデータ解析
アルゴリズムを含め
たセンサーソリュー
ションビジネスの検
討を開始した。

TDK のデジタル化
推進

SCM& 経営システ
ム本部

デジタルの力をフル
活用することで、業
務のスピードや品
質が飛躍的に進歩
し、オペレーショナ
ル・エクセレンスが
加速し2CX の実現
を下支えしている

•	サプライチェーン
情報の可視化に
よる迅速な意思
決定と事業プロ
セスの効率化

2CX の 向 上 と
ESG/SDGsの実践
加速のために、購
買から納入までの
一気通貫した事業
運営プロセス、及び
それを支えるシーム
レスなサプライチェ
ーン状況の可視化
基盤の強化を図る。

2023年度中にパ
イロット製品事業に
おいて実現

第一ステップとして、
グループ会社間の
取引に関する業務
改革を実行

グローバルベース
でのバリューチェー
ン活動の効率化を
図るために、材料
購買から販売まで
の状態を一気通貫
で可視化実現

•	データ分析プラッ
トフォームとコラ
ボレーションプラ
ットフォームの複
合的利活用の推
進、ならびにそれ
らを具現化する
ための人材育成
の強化

グローバル共通の
ITプラットフォーム
の導入とそれを利
活用する人材育成
強化による業務の
スピードアップ

•	グローバルコラボ
レーションプラット
フォームの展開完
了

•	データ分析人材
の育成

•	グローバルコラボ
レーションプラット
フォームの主要会
社への展開完了

•	データ分析人材
育成のためのトレ
ーニングプログラ
ムを導入

グローバルコラボレ
ーションプラットフォ
ームおよびデータ分
析基盤利用の拡大
による事業への貢
献を市民開発の推
進によって実現
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部門長メッセージ

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部

Michael Pocsatko

【主管テーマ】

•	 強靭なコミュニケーションネットワークインフラ構築を支える製品・ソリューションの提供
•	 人の能力増強とを補完を促進するための、ロボット化・モビリティ化を支える製品・ソリューションの提供

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部は、お客様のニーズを受信し、TDKの技術を発信する「アンテナ」の役割

を担っています。データを情報とインテリジェンスに変換し、そのインテリジェンスをもとにTDKには存在しない新しい製品やソリ

ューションを創造して、インキュベートすることをミッションとしており、社内外のイノベーターとのコミュニケーションやコラボレー

ションによって「Value Creation」を加速させることを目指しています。これにより、強固なアウトサイド・インの視点、より顧客志

向のアプローチおよび言語が生まれます。また、組織を超えて社内外のあらゆる部門とコラボレーションしながら、TDKのテクノ

ロジーを組み合わせ、新たな価値の創造を目指します。

TDKのEX、DXへの取り組みは社会からの要請に応える大切な活動であり、TDKが開発する技術は、本質的に人々の幸福に貢

献できる素晴らしいものです。同時にこれらの注力分野はTDKの長期戦略の中核、かつ事業計画Value Creationを推進する

重要な要素です。

今後も、より顧客志向でイノベーションを起こし、アウトサイド・インの考え方を組織に根付かせて、お客様の期待を超える体験を

提供する２CX（Customer Experience, Consumer Experience）を実現してまいります。

Chief Digital Transformation Officer

経営システム本部

Roshan Thapliya

【主管テーマ】

•	 TDKのデジタル化推進

TDKグループは、デジタル化と情報技術（IT）の活用によりDX活動を推進し、業務効率の向上、情報セキュリティ／プライバシー

の保護、データドリブンで導出したインサイト（洞察）による価値創造の充実を目指しています。新たに設置された経営システム本

部は、DXとEXを通じて社会へのコミットメントを実現するために、ITとデジタル化における一貫したガバナンスを確保し、TDK

グループ全体に対して具体的な支援を行うことを目的としています。

新たなデジタル技術の戦略的導入と既存のIT能力の統合を具体的な施策として、データファブリックとデータ分析に不可欠なサ

イバーセキュリティとデータプライバシーに重点を置いた、新たな機会の創出と関連リスクへの対応能力をさらに強化するための

全社的なDXプロジェクトを開始しています。プロジェクトでは、成長、効率、将来の方向性に重点を置き、まずは「DX for Sales 

& Marketing」（新たな機会創出）、「DX for Operations」（卓越した製造）、「DX for Sustainability +」（DXを駆使したサス

テナビリティとエンゲージメント）にそれぞれ取り組んでいます。

各プロジェクトの実行チームは、ビジネスカンパニーと本社部門から構成されています。流動的かつグローバルレベルの参加を

通じて組織変革をさらに充実させるとともに、人材の多様性や、販売・技術・製造のコアコンピタンスという当社の独自性を際立

たせる魅力的かつ多様なチームワークを確保しています。私たちは、進化する社会的ニーズ、お客様の期待やデジタル技術、そし

て活発な全社展開に重点を置き、財務および非財務目標の達成に努めてまいります。
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品質管理
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部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

製品の品質およびデリバリーパフォーマンスの向上は、2CX（Customer Experience, Consumer Experience）の

満足度を向上させ、既存製品や新規開発プロジェクトへTDK製品を採用いただくことにつながります。その結果、お

客様先での使用用途やシェアが拡大し、受注・売上・利益の向上に貢献します。 

同時に、生産現場では工程内不具合 ( 品質失敗コスト) が減少することで、TDK の中期経営計画 Value Creation 

2023におけるCommercial ValueおよびAsset Valueの向上に寄与します。

社会にとっての意義

TDK製品は、社是「創造によって文化、産業に貢献する」、サステナビリティビジョン「テクノロジーですべての人を幸福

に」の実現を目指して開発・生産され、市場に供給されます。しかしながら、品質不具合の発生は、目的を達成できない

だけでなく、お客様の満足度を低下させ、社会に損害を与えてしまう可能性もあります。 

品質への取り組みは、社是およびサステナビリティビジョンの実現に向けた重要な要素であり、SDGsで掲げられた課

題への解決にもつながるため、TDKが社会に対して果たすべき役割の一翼を担う、重要な意義を持つ取り組みです。 

ステークホルダーからも、製品の品質に関するリスクを低減させ、安定して高品質な製品を提供し続けることが期待さ

れていると考えています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality#anchor_03
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ゼロディフェクトの
追求 品質保証本部

4つの品質欠陥（設
計 / 材 料 / 工 程 /
管理）の撲滅のた
め、事業部門にお
けるモノづくりが源
流管理型へ近づい
ている。

•	設計開発及び製
造部門の品質教
育強化

•	全対象拠点の認
定維持管理

•	品質意識と改善
手 法 の 向 上、AI
活用による4つの
品質欠陥( 設計 /
材 料 / 工 程 / 管
理欠陥 ) 撲滅活
動

全対象部門での品
質教育実施

DX を活用した品
質教育のグローバ
ル化推進

DX化した教育コン
テンツの学習開始

グローバル人事機
能および海外拠点
と協 同で、品 質 教
育のオンラインコン
テンツの作成と展
開

全対象拠点におけ
る 認 証 維 持 管 理
(ISO9001)

認証維持率 100% 100% 100%

AI 活用によるシス
テムの開発検討

•	装置故障予兆検
知システムの開
発

•	AI 検索による設
計審査の開発検
討

•	予兆検知の要素
技術の検討

•	D e e p 
Learningによる
自動監視ツール
の導入

•	予兆検知の要素
技術の開発とし
て自動不良モー
ド分類システムの
開発

•	設計審査への AI
導入の検討と試
作の開発

品質コストの削減 品質保証本部

設計時のデザイン
レビューの強化、お
よび製造現場にお
け る 4M（Man, 
M a c h i n e , 
M a t e r i a l , 
Method）改 善 の
ための施策が打た
れており、事業部門
において自律的に
改善が進んでいる。

•	品 質 ロス 削 減 (
歩 留 向 上 ) を目
指したモノづくり
４M改善の推進

•	小集団活動の推
進

各要因に対する品
質改善活動

要因ごとに施策を
実施

•	工程内異物低減
活動による異物
の見える化（可視
化）推進

•	製品に実装する
ソフトウェアの脆
弱性に対応する
ための解析ツー
ル導入

•	本社機能による
新規の品質診断

（工程・設備）の実
施

•	小集団活動のマ
ニュアル発行と活
動の推進

•	異物起因の不良
に対する改善活
動の実施

•	IoT製品における
製品セキュリティ
対策の仕組み構築

（設計審査での確
認）

•	本社機能による
新規の品質診断

（工程・設備）の中
国地区への展開

•	小集団活動のベ
ストプラクティス
の水平展開

製品とサービスの
品質向上による顧
客満足度の最大化

品質保証本部

半導体解析機能の
増強・強化などによ
り品質苦情発生時
の対応スピードが
向上し、特に重大
苦情発生時には全
社機能横断で顧客
対応を行っている。

•	顧客満足度向上
策を加速するた
めの機能横断活
動

満足度「A ランク」
率
※お客様から入手
したサプライヤー評
価を集計し、そのう
ち満足度「Aランク」

（満足している）と評
価いただいたお客
様の割合

95%以上 96.8% 95.0%

SCM改革グループ

業務ルールとデータ
ドリブンによるレジ
リエンスなサプライ
チェーンマネジメン
トの実現に向け、サ
プライチェーンにお
けるモノと情報（顧
客需要変化・生産
変動等）の可視化・
清 流 化 を 図 り、
VUCA に対する迅
速な意志決定がで
きている。

•	サプライチェーン
の可視性の強化

•	需 要 管 理・需 給
調整における製
販ルール標準化

•	ビジネスリードタ
イム短縮と在庫
管理機能補完に
よる納期対応力
強化

１．連結視点によ
るSCM（サプライチ
ェーンマネジメント）
情報の可視化
•	各階層別 PSI（生

産・販 売・在 庫）
情報

•	ビジネスリードタ
イム

２．供給方針に基
づく在庫保有基準
つくりとその管理機
能の強化

対象製品群におけ
る新たな連結需給
管理の業務基盤構
築し、モノと情報の
流れの可視性を強
化していく。
さらに業務ルール
を再定義し、迅速
な意思決定ができ
る納期／在庫管理
基盤の定着を図っ
ていく

１．現行インフラに
おける PSI（生産・
販売・在庫）情報の
精度アップ

２．連結需給管理
基盤の構築に向け
た構想策定を完了

１．現行インフラに
おける PSI（生産・
販売・在庫）情報の
精度アップを継続

２．連結需給管理
基盤の構築に向け
た新業務デザイン
と PoC(Proof of 
Concept)を完了
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品質保証本部長

髙橋 毅

【主管テーマ】

•	 ゼロディフェクトの追求
•	 品質コストの削減
•	 製品とサービスの品質向上による顧客満足度の最大化

製造業であるTDKにとって「ゼロディフェクトの実現」は究極の目標ですが、私たちはまだそこへ到達することはできていません。

目標の実現に向けて「原因追及の強化」「流出防止活動」「予防予知活動」「不良を作らない源流管理型モノづくり」の4つのステッ

プで、取り組みを強化しています。それぞれのステップにおいては、従業員の品質意識を向上するための仕掛け・改善手法の向上

や、DXとの融合による設計・材料・工程・管理について欠陥の撲滅活動を推進します。また、ディープラーニング※1AOI※2の基礎

技術を構築するなど、DX技術によって工程内不具合発生の予知予防に努めます。 

製品を設計、製造、提供するTDKにとって、製品の品質は最重要事項の一つであり、企業活動の土台となるものです。「Made by 

TDK」が高品質であることの証となるように、TDKグループ一丸となって、設計・材料・工程・管理の4つの品質欠陥を撲滅し、源

流管理型モノづくりの体制・風土を構築していきます。

※1 ディープランニング： 脳の神経回路のしくみをモデルにしたニューラルネットワークを組み合わせることで、さまざまな事柄を学習し、複雑な問題にも対処できるように学

習能力を高めた機械学習の手法の一つ。

※2 AOI（Automated optical inspection）： 自動光学検査。蛍光、紫外線、LED、赤外線などの異なる光源を持つ高解像度カメラシステムを使用して連続画像を撮影して

行う製品の品質検査。

SCM改革グループ G.M.

森田 剛

【主管テーマ】

•	 製品とサービスの品質向上による顧客満足度の最大化

私たちはサプライヤーとして、お客様のビジネスに穴を開けないような納期（デリバリー）という価値提供、また資産効率向上に取

り組んでおります。これにより顧客満足度の最大化・信頼の獲得を実現することができます。

また、TDKがサプライヤーとしてSDGs12番目の課題「つくる責任・つかう責任」に取り組むことで、地政学上のリスク対応および

社会や環境への配慮、それらを実行するガバナンスの強化につながると考えています。

3年後の目指す姿を実現するために、現在「計画通りの生産と納期回答遵守という工場基盤づくり」「販社～工場間の業務プロセ

スの標準化／効率化」を推進しております。

また、従来の個別最適型の需給管理から、連結・全体最適の視点に立ったシームレスサプライチェーンマネジメントへのシフトを

強化し、VUCA※の時代における迅速な意志決定を実現していきます。

長年にわたり、納期改善は重要な課題です。TDKグループ一丸となって新たな業務プロセスへの変革を実現し、課題を克服する

ことで、顧客満足度の最大化を目指します。

※ VUCA： Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の頭文字を取った造語で、社会やビジネスにとって、未来の予測が

困難な状況のこと
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人材マネジメント

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

TDKが競争力を向上させ、持続可能な成長を遂げるためには、社内の人材を育成し最大限活用すると同時に、社外の

才能ある新しい人材を惹きつけることが重要です。また、革新的な創造には多様な背景・意見を持つ人が集まり議論を

重ねることが不可欠です。これらを実行することで、クリエイティブかつスピーディーに現状を打破できる環境がもたら

されます。その結果、新しいアイデアや製品、プロセス、ソリューションの開発が加速され、TDKの売上や利益にプラス

の影響を及ぼすと考えています。

社会にとっての意義

ダイバーシティとインクルージョンを社会全体で促進することは、より多様で生産性の高い社会の実現につながります。

 また、TDKが従業員への研修や育成プログラムによって、職場や社会の変化への適応に不可欠なスキルを強化し、社

是・社訓を実行することは、より良い製品・ソリューションを社会に提供することを可能にします。

ステークホルダーからも、TDKの従業員がそれぞれの能力を発揮できる環境を整えること、その結果としてTDKが製

品・ソリューションを通じて社会課題の解決などのインパクトをもたらすことが期待されていると考えています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr#anchor_03
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（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

TDKをリードする人
材の育成 人財本部

後継者育成計画を
実行し、「グローバ
ルに活躍し、各部
門と協力してイノベ
ーションとTDK の
成長を促進できる
リーダー人材」が確
保されている。

•	将来のリーダーを
育成するための、
エグゼクティブグ
ローバルマネジメ
ント研修

•	効率的なグロー
バル HRプラット
フォームの構築

•	TDK の全キーポ
ジションへの後継
者育成計画の作
成と管理

GEMP 参 加 者 数
（執行役員クラス）

10〜15人 /3カ年
中期経営計画に紐
づいた対象集団ご
と

13人 次 回 の 参 加 者 10
人を選定

GAMP 参 加 者 数
（ビジネスグループ

GMクラス）
20〜25人/年

0人（対面での面接
ができなかったため
26人の候補者のプ
ロ グ ラ ム 参 加 は
2022年度に延期）

19人

GMP 参加者数（部
門長クラス） 40〜50人/年 44人 44人

TCDP 参 加 者 数
（チームリーダーク
ラス）

80〜100人/年% 89人 100人

ダイバーシティ＆イ
ンクルージョン 人財本部

ダイバーシティ＆イ
ンクルージョン推進
活動の意義や目的
に対する従業員の
理解が深まり、女性
管理職候補が継続
的に生まれる土壌
と人財プールがで
きあがっている。

•	ダイバーシティ＆
インクルージョン
推 進 活 動 の 意
義・目的の浸透

•	女性管理職候補
の育成

•	TDK（日本）の活
動事例のグロー
バルへの共有、同
様にグローバル
の事例の日本へ
の共有

管理職のワークショ
ップ参加率（日本） 70%/年 98%/年 97%/年

管理職候補者に占
める女性の割合 4%/年 10.3%/年 8.9%/年

女 性 管 理 職 比 率
（日本） 3% 3.7% 4.3%

才能ある人材を惹
きつけ、確保するた
めの従業員エンゲ
ージメントおよび従
業員満足度向上

人財本部

国内外グループ会
社で従業員エンゲ
ージメント調査が実
施され、分析結果
に基づいてフィード
バック・適切な改善
措置が実施されて
いる。また、エンプ
ロイヤーブランディ
ング（企業の魅力を
高める）活動や採用
活動をサポート、強
化するソーシャルメ
ディアチャネルが確
立され、高い意欲
を持った従業員に
よって、より革新的
でレジリエントな企
業へと進化を遂げ
ている。

•	TDKグローバル
エンゲージメント
調査の準備と展
開

•	分析に基づいた
フィードバックの
提供と改善実行
計画の作成

•	ソーシャルメディ
アチャネルの活用

•	コンセプトの準備
（2021年度）

•	適用する全 TDK
グループへの展開

（2022年度）

2021年度にコンセ
プトを準備

実施のための準備
完了

該当するTDKグル
ープ各社に展開
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人財本部

Andreas Keller

3年後の目指す姿を実現するために、私はチーム一丸となって、優れた研修や開発プログラムをさらに充実させていきます。最高

のプログラムは自分自身の見方を変えます。優れたリーダーやエキスパートを育てることで、彼らが持続可能ですばらしい未来へ

と TDK を導いてくれます。

TDK グループは、2018 年 4 月、グローバル人財開発統括部をドイツに設置し、人材の採用から教育、処遇、能力開発、目標管

理など、すべてを集約した「グローバル人材マネジメントシステム」を構築しています。グループとしての求心力を確保しつつ、多

様な人材が能力・個性を活かせる組織環境づくりの一環として、後継者育成計画、コミュニケーション力やエンゲージメント向上

のための取り組みを進めています。エンゲージメントの高いメンバーはどうすれば競争に勝てるかを常に考えていますが、低いメ

ンバーは競争に負けたと不満を言うばかりです。製品やシステム、ソリューションを通じて持続可能な未来を創造していくために、

TDK グループ全員のエンゲージメントを高め、ともに取り組んでいきましょう。

これらに取り組むにあたっては課題もあります。TDK グループは世界各地に広がり、さまざまなグループ会社があるため、言葉

の定義ひとつとっても各拠点で違いがあります。また共通言語である英語のコミュニケーション能力にも地域差があります。これ

らの課題を克服するために私たちは、世界各地のリーダーと丁寧に話し合い、それぞれに適切なアプローチを模索するとともに、

英語コミュニケーション能力についても、トレーニングプログラムや評価を通じて、レベルアップに向けた取り組みを強化していき

ます。

最後に、かつて読んだ本の中から印象に残っている言葉を紹介させてください。――賢いチームは良いことをするが、本

当の意味でダイバーシティ&インクルージョンに優れたチームは不可能なことを現実にする――。
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マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

テーマの一つである「グローバルでの調達力と仕組みの強化」は、グループ間での調達状況や問題点の情報共有を進

めることで、業務の効率化やコストダウンにつながるテーマです。そのほかのテーマ「責任ある資材調達」「サプライチ

ェーンにおける社会・環境配慮」の推進は、競争力のあるサプライチェーンを構築することを可能にします。具体的に

は、働きやすい労働環境を整備することは従業員の健康や生産力向上に貢献し、さらには優秀な人材の確保・獲得に

もつながります。また、人権などの社会課題や環境への配慮がビジネスの必須条件である現在、これらの取り組みが

取引先との関係や、株主・投資家の投資判断にも影響を及ぼすことは明らかです。 

総じてこれらの活動は、プロセスを通じて品質・納期・コストを改善させるほか、環境・人権などに好影響をもたらすた

め、お客様の満足度向上や従業員、投資家の皆様からの信頼獲得、ひいてはTDKグループの成長につながる活動で

あると考えています。

社会にとっての意義

TDKが、世界各地に有する自社製造拠点および約4,500の取引先において、社会・環境に配慮した取り組みを推進す

ることは、自社にとってだけでなく社会にとっても大きな意義のある取り組みであると考えています。 

また、サプライチェーンにかかる法制度や国際的な業界規範への対応・遵守はもとより、サプライヤーに対する支援等

の社会的責任の遂行や、紛争鉱物問題など企業（事業）活動による社会的影響の是正がステークホルダーから期待さ

れていると認識しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply#anchor_03
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テーマ 主管部門 3年間で目指す姿 主な活動項目 KPI 中期目標
（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

グローバルでの調
達力と仕組みの強
化

調達・ロジスティク
スグループ

•	TDKグループの
重要共通サプラ
イヤーの最新情
報を共有・活用す
ることにより、継
続的なコスト低減
が図られている。

•	サプライチェーン
の最適化により、
潜在的リスクも含
めた調達リスクが
軽減されている。

•	定期的なモニタリ
ングと子会社へ
の支援によりグロ
ーバル共通規定
の適合が図られ
ている。

•	ASL（Approved 
Supplier List）
の分析、コスト削
減 計 画 の 立 案、
共通サプライヤー
との交渉、情報共
有のためのプラッ
トフォーム の 検
討 、 G P C C

（ G l o b a l 
Procurement 
Collaboration 
Committee）の
設置

•	高リスク部材の分
析と対策の検討、
サプライヤーとの
交渉によるサプラ
イチェーンの再構
築・最適化

•	モニタリングの仕
組 み 検 討、子 会
社の状況確認と
個別規定制定支
援、定期的モニタ
リング

サプライヤー情報
及び購入データの
可視化と活用

TDKグループのサ
プライヤー情報及
び購入データを一
元的に可視化する
ためのプラットフォ
ームの構築と調達
戦略策定への活用

主要子会社のサプ
ライヤーデータを可
視化

グループ内子会社
の調達データ連結
化実施

高リスク部材の調
達リスク低減

サプライチェーン上
のリスク分析と対策
実施

高リスク部材を抽
出

高リスク部材のリス
ク低減を推進

グローバル共通規
定への適合 100%

モニタリングの仕組
みの構築と個別規
定の制定状況の確
認開始

子会社の個別規定
の確認と是正を実
施

責任ある資材調達 調達・ロジスティク
スグループ

TDKグループ全体
で、RMIのフレーム
ワークを利用して、
製錬所の情報が定
期的にモニタリング
されており、適合製
錬所から優先的に
調達している。

•	製錬所の定期的
なモニタリングと
責任ある鉱物調
達の推進

３ TG に 関 し て
RMAP適合製錬所
からの調達が確認
されたサプライヤー
比率

92% 以上サプライ
ヤーへの責任ある
鉱物調達の周知と
定着

92% 86.5%

サプライチェーンに
おける社会・環境配
慮

調達・ロジスティク
スグループ

サプライヤーの労
働環境が CSR チェ
ックシートの活用に
より定期的にモニタ
リングされ、フィード
バックやサプライヤ
ーへのガイダンスに
よって継続的に改
善されている。

•	サプライヤーの労
働環境の適切な
モニタリングと改
善

CSR 適合サプライ
ヤー率 100% 99% 100%

CSRグループ

•	「自 己 評 価」「監
査」「トレーニング
と対話」のフレー
ムワークを通じた
定期的な課題把
握と継続的改善
により、自社製造
拠 点 の 社 会・環
境・企業倫理など
に関するリスクヘ
ッジ ができてい
る。

•	グローバル本社
の CSRグループ
と各地域本社の
CSR 担当者間で
のコミュニケーシ
ョンがより強化さ
れ、事例共有によ
る改善の加速な
ど、グループとし
てのシナジー効果
が発揮されてい
る。

•	自部門の状況把
握と課題抽出を
目的とした CSR
セルフチェックと
労働／企業倫理
リスクアセスメン
トの実施

•	全製造拠点で、3
年 間 の 間 に、
RBA 公 認 監 査、
お 客 様 に よ る
CSR 監 査、RBA 
V A P 
O p e r a t i o n s 
Manual に 基 づ
いた CSR アセス
メントのいずれか
を1回以上実施

•	社会・環境リスク
低減活動に必要
な知識の習得を
目的とした、各製
造拠点に対するト
レーニングの実
施

製造拠点における
CSRセルフチェック
実施率

100% 100% 100%

製造拠点における
労働／企業倫理リ
スクアセスメント実
施率

100% 100% 100%

製造拠点における
RBA公認監査の実
施率

25% 10% 34%

製造拠点における
RBA 公認監査、お
客様によるCSR 監
査またはRBA VAP 
O p e r a t i o n s 
Manual に基づい
た簡易 CSRアセス
メントのいずれかを
3年間で1回以上実
施した製造拠点の
割合

100% 24% 65%

E-Learning ま た
はダイアログを含む
オンサイトトレーニ
ングによる研修機
会の提供

毎年実施
必要な研修機会の
提供をグローバル
に実施

必要な研修機会の
提供をグローバル
に実施
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生産本部 調達・ロジスティクスグループ

有村 健一郎

【主管テーマ】

•	 グローバルでの調達力と仕組みの強化
•	 責任ある資材調達
•	 サプライチェーンにおける社会・環境配慮

調達部門の責任を明確にし、専門性のある人材を育成、確保して、本社部門、事業部門、グループ会社が協力することで調達部門

としての責任を果たし、会社に、そして社会に貢献してまいります。 

そのために、サプライチェーンマネジメントに関連する情報やデータの可視化や、情報共有化のためのデジタルツールの活用、グ

ループ全体での活動を推進するための人材確保と組織体勢整備などを課題として取り組んでいきます。また、RMI（Responsible 

Minerals Initiative）の活動にのっとったサプライチェーン調査と基準に適合した精錬所・加工所からの調達推進、CSRチェック

シートによるサプライヤー様のCSR順守度確認と適合サプライヤーからの調達推進に加え、CSR実地監査等を進め、3年後の目

指す姿を実現してまいります。

サステナビリティ推進本部 CSRグループ

加藤 祥子

【主管テーマ】

•	 サプライチェーンにおける社会・環境配慮

TDKは世界各地に製造拠点を有し、サプライヤーも同様に世界各地に広がっています。製造現場やサプライヤーにおける社会・

環境リスク低減への取り組みはインパクトが大きく大切な活動と認識し、RBA※基準を用いた取り組みを行っています。 

これからどのような社会課題が起こるのか、また注目されるのかを特定し、その課題にいち早く対応することを念頭におき、適切

な労働環境か、労働者へ敬意を払い処遇しているか、人や環境に危険をもたらす物質を適切に管理・処理しているかなどを定期

的に第三者の目も入れた複数の方法で確認しています。特に自社製造拠点における第三者監査やCSRアセスメントで指摘を受

けた項目を確実に是正し、その状態を維持していくとともに、同様の原因で起こり得るリスクを予測して、事前に対処するようにし

ています。

 TDKが目指す持続可能な社会と自社の成長の両立を実現するために、生産本部と連携し、製造拠点、地域本社のCSR・安全環

境担当者、事業部や本社機能の皆さんの理解と協力のもと、活動を推進しています。

※RBA（Responsible Business Alliance）電子、小売、自動車、玩具を扱う企業が加盟している世界最大の企業連盟。サプライチェーンにおいて労働安全衛生を改善する

こと、人権を守ること、環境に配慮すること、倫理的責任を果たすことを行動規範に定め、加盟企業とそのサプライヤーに対して実践を求めている。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

オポチュニティ＆リスクマネジメント

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

社内外の情報をもとにTDKの事業における機会を特定することで、現在のポートフォリオには存在しない新しい製品・

ソリューションの創造、研究開発リソースの効率的な分配が可能となり、TDKが新たな事業機会を獲得し、さらなる成

長を目指すことができます。

また、経営目標達成の阻害要因となるリスクを適切に評価・認識することで、経営陣や事業部門が機会とリスクを正し

く捉え対応することが出来ます。これにより、大規模な事故・不祥事等の発生による事業および企業の価値毀損を防ぐ

だけでなく、企業価値創造のためリスクを適切に取ることが可能になります。

社会にとっての意義

TDKグループがデジタル技術を駆使してマーケティングを強化し、効果的に事業機会を特定するほか、リスク管理力の

強化に取り組むことは、社会課題、顧客ニーズに沿った高品質な製品の提供や、生産的な環境の実現、社会が求める

規範の遵守など、ステークホルダーからの期待に応え続けることを可能にすると考えています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity#anchor_03
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テーマ 主管部門 3年間で目指す姿 主な活動項目 KPI 中期目標
（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

デジタル技術を駆
使したマーケティン
グの強化による効
果的な事業機会の
特定と取り込み

コーポレートマーケ
ティング&インキュ
ベーション本部

範囲: デジタルマー
ケティングは、効率
的に機会とリスクを
管理するために、現
在のビジネストレン
ドを理解し新たな
事業機会を予測す
るためのグローバ
ルなコーポレート機
能です。トップマネ
ジメントや社内のス
テークホルダーに
正確、迅速、且つ効
率的にインテリジェ
ンスを提供するた
め、我々はデータド
リブンなソリューシ
ョンを活用します。

3年間で目指す姿 : 
UXドリブンの広告
活動とコンテンツ作
成により適切な顧
客の情報を獲得し、
デジタルマーケティ
ングのデータ構造
を創出する。さらに
データ分析を用い
て市場トレンドやス
テークホルダーによ
る製品利用に関す
る情報を抽出する。

•	インバウンドマー
ケティング：TDK
の付加価値情報
の顧客への提供

•	コンテンツマーケ
ティング：見込み
顧客の獲得

•	データの蓄積と・
充実化および、情
報とインテリジェ
ンスへの変換

インバウンドマーケ
ティングに適した付
加価値のあるコン
テンツ数とランディ
ングページ数

テクニカルライティ
ング力を強化し(リ
ソース／チーム／プ
ロセス)、TDKグル
ープの製品、ソリュ
ーション、技術に関
するインバウンドマ
ーケティングのコン
テンツおよびランデ
ィングページを作成
する。

戦略的な採用活動
によりコンテンツ作
成リソースを強化。
ステークホルダーに
対して付加価値の
あるコンテンツを提
供。

新規コンテンツ数
の増加、および品
質の向上を達成。

アカウントや連絡先
のリード情報獲得

リードの 獲 得、分
析、ナーチャリング
方法、能力、プロセ
スの確立。一方で
個人情報に関する
法 律 を 厳 格 に 遵
守。

グローバルとローカ
ルなプラットフォー
ムでリードの獲得、
ナーチャリングを実
施。
社内関係者と安全
にリード情報を共有
するためのプライバ
シー保護プラットフ
ォームの評価を開
始。

グローバルとローカ
ルなプラットフォー
ムでリードの獲得、
ナーチャリングを実
施。
社内関係者と安全
にリード情報を共有
するためのプライバ
シー保護プラットフ
ォームの評価を実
施。

ビジネスインテリジ
ェンスを得るための
データの種類・質・
量

複数のデータ分析
を活用してビジネス
インテリジェンスを
獲得。顧客情報を
厳格に保護するた
め、特にプライバシ
ー保護データ分析
に力を入れる。デー
タドリブンによる市
場分析やレコメンデ
ーションを提供す
る。

現在のプライバシ
ー保護プラットフォ
ームの要求につい
ての 評 価を開 始。
また、顧客データプ
ラットフォームのさ
らなる開発も継続
実施。

現在のプライバシ
ー保護プラットフォ
ームの要求につい
ての 評 価を実 施。
また、顧客データプ
ラットフォームのさ
らなる開発も継続
実施。

グループ全体のリス
ク管理力の強化 経営企画グループ

リスクの 認 識、評
価、対応策の策定・
実行モニタリングの
仕組みを再構築し、
全社のリスクを体
系的に管理する体
制を実現している

•	リスクの収集・評
価・管 理 の 仕 組
み構築

•	気候変動リスク
の特定・管理

リスク特定・評価お
よびリスク主管部門
のアサインメントと
レビューの実施

毎年実施

事業に関連するリ
スクの抽出と対応
担当部門の割り当
て、リスク発生頻度
と影 響 度を 確 認。
各リスクオーナーの
リスク対応の脆弱
性を検証。

組織変更等に応じ
てリスク対応部門
の割当の見直しを
実施、外部環境変
化や当社のリスク
対応状況を踏まえ、
残余リスクの評価
を実施。
各リスクオーナーに
おけるリスク対応状
況を検証。

気候変動リスクシナ
リオの明確化

2021年度中に実
施

リスクシナリオの完
成。有価証券報告
書にて開示、および
C D P ( h t t p s : / /
www.cdp.net/)
の質問票への回答
を通じ詳細なリスク
シナリオを開示。

気候変動リスクシナ
リオを有価証券報
告書にて開示、およ
び そ の 詳 細 を
C D P ( h t t p s : / /
www.cdp.net/)
の質問票への回答
を通じ開示。
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部門長メッセージ

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部

Michael Pocsatko

【主管テーマ】

•	 デジタル技術を駆使したマーケティングの強化による効果的な事業機会の特定と取り込み

コーポレートマーケティング&インキュベーション本部は、お客様のニーズを受信し、TDKの技術を発信する「アンテナ」の役割

を担っています。データを情報とインテリジェンスに変換し、そのインテリジェンスをもとにTDKには存在しない新しい製品やソリ

ューションを創造して、インキュベートすることをミッションとしており、社内外のイノベーターとのコミュニケーションやコラボレー

ションによって「Value Creation」を加速させることを目指しています。これにより、強固なアウトサイド・インの視点、より顧客志

向のアプローチ及び言語が生まれます。

また、組織を超えて社内外のあらゆる部門とコラボレーションしながら、TDKのテクノロジーを組み合わせ、新たな価値の創造を

目指します。TDKのEX、DXへの取り組みは社会からの要請に応える大切な活動であり、TDKが開発する技術は、本質的に人々

の幸福に貢献できる素晴らしいものです。

同時にこれらの注力分野はTDKの長期戦略の中核、かつ事業計画Value Creationを推進する重要な要素です。今後も、より

顧客志向でイノベーションを起こし、アウトサイド・インの考え方を組織に根付かせて、お客様の期待を超える体験を提供する２CX

（Customer Experience, Consumer Experience）を実現してまいります。

戦略本部経営企画グループ

橋山 秀一

【主管テーマ】

•	 グループ全体のリスク管理力の強化

現在の課題は、ERM(全社的リスクマネジメント)に関する専門的な知識・経験を持った人材と、グループ内でのリスク管理に関す

る理解の不足であると考えています。そのため、まずはリスク管理の方針を確立し、事務局の体制を構築していきます。次に各部

門において自部門に関係するリスクを評価してもらうことで、グループ各部門のリスク感度を向上させ、従業員のリスクに対する

考え方や認識、行動まで、より良いリスクカルチャーの醸成を図っていきます。

激しく変化するビジネス環境のリスクとオポチュニティを、各組織が正しく認識することで、持続可能なValue Creation（価値の

創出）とValue Protection（価値の保護）を実現する仕組みを築いてまいります。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

権限委譲と内部統制の追求

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

権限委譲と内部統制を追求することは、事業判断基準の明確化および効率的で有効なマネジメントシステムの活用に

つながり、これらは事業のスピードアップや市場の変化に先んじた事業機会の獲得を実現します。同時に、不適切な事

業判断やオペレーションを回避することもできるため、TDKグループの企業価値向上につながる活動であると考えて

います。

社会にとっての意義

不適切な事業判断やオペレーションを回避することは、環境問題や人権問題など、社会への悪影響を防ぐことにつな

がると考えています。

概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

テーマ 主管部門 3年間で目指す姿 主な活動項目 KPI 中期目標
（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

各組織の明確な役
割と権限、責任に
基づいた業務のス
ピードと透明性の
確保

経営企画グループ

子会社内の内部統
制の仕組みが適切
に構築・運用されて
おり、適切な人材が
子会社の役員に選
任される体制が構
築されている。ま
た、リスクマネジメ
ントによって抽出さ
れたリスクについ
て、対応責任部門
が明確に割り当て
られている。

子会社役員の選考
基準の明確化とそ
れに基づいた適切
な人材登用

子会社役員の選考
基準の明確化と基
準に基づいた役員
選考の実施

所管部門から推薦
されるすべての子
会社役員候補が、
選考基準に沿って
いること

コンプライアンスチ
ェックの上、子会社
役員を選考した

子会社役員を含む
グループ役員に求
められるコンピテン
シーを定義した。
コンプライアンスチ
ェックを経て、子会
社役員を選定。

グループ統一の方
針に沿った、より有
効かつ効率的な各
グループ会社のマ
ネジメントシステム
構築

経営企画グループ

各子会社において、
グローバル共通規
程に基づいた管理
がなされており、定
期的にグローバル
共通規程の妥当性
が見直されている。

•	各子会社でのグ
ローバル共通規
程の運用状況の
確認

•	グローバル共通
規程の定期的な
見直し

買収会社に対する
適切なPMI 経営企画グループ

買収した会社がシ
ナジ ー を 発 揮し、
TDKグループのガ
バナンスのもと、成
長・価値向上を実
現できる、買収前後
のプロセスが整備・
実行されている。

•	各機能による買
収前デューディリ
ジェンスの実施

•	買収前後の計画
策定、およびそれ
に基づいたシナジ
ー創出活動のモ
ニタリング

- - -

各機能による買収
前デューディリジェ
ンスの実施。

新しくグループ会社
に加わった会社が
遵守する事項とそ
の遵守までの猶予
期間をまとめたリス
トに基づき、2月に
買収した米国子会
社のPMI活動を実
施。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/delegation#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/delegation#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/delegation#anchor_03
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戦略本部経営企画グループ

橋山 秀一

エンパワーメント＆トランスペアレンシー（権限委譲と透明性の向上）の実現により、グループ各社それぞれの強みを活かしなが

ら、グループ全体の力を結集することで、TDKグループの企業価値向上を目指していきます。現在の課題はグループの部門間で、

内部統制の成熟度に開きがあることです。この課題を克服するため、3年後に向けて、各本社機能の協力のもと、グローバル共通

規程の浸透を進めていきます。また、子会社の役員選考ルールを明確化し、子会社役員と候補者層の教育を実施することで、グ

ループ各階層の内部統制の水準をレベルアップしていきます。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜TDKグループのマテリアリティ

資産効率の向上

マテリアリティ特定の背景 概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

部門長メッセージ

マテリアリティ特定の背景

TDKにとっての意義

経営資源の適切な配分を行うことは、TDKグループの成長と資本コストを踏まえた相応の収益を持続的に向上させる

ことにつながります。

 また、中核事業を収益の基盤としつつ、現時点で収益は不十分であっても、将来の成長・発展が期待できる事業に対し

て適切に経営資源を投入することで、新たな収益事業に成長させることができると考えています。

社会にとっての意義

社会に寄与できる事業へより多くの経営資源を重点的に配分すること、また、中核事業だけでなく課題事業やノンコア

事業においても、最適な再建戦略を実現するための諸施策の確実な実行により、社会へより多くの価値を提供するこ

とができると考えています。

概要（テーマ、主管部門、目標、KPI、進捗状況）

テーマ 主管部門 3年間で目指す姿 主な活動項目 KPI 中期目標
（2021〜2023年度） 2021年度実績 2022年度実績

事業ポートフォリオ
の再構築

経営企画グループ

諸施策の遂行によ
り資産効率の向上
を目指し、一例とし
て以下の指標を達
成している。
•	営業利益率：12

％以上
•	ＲＯＥ：14％以

上
•	設 備 投 資（3 年

間）：7,500億円

•	ビジネスポートフ
ォリオマネジメン
トに基づく、重点
課題事業におけ
る改善施策の確
実な実行による
営業赤字額の削
減

•	R&Dテーマの新
規、継続および撤
退基準の設定に
よる R&D コスト
の最適化による
効果的利用

営業利益率 12%以上 8.8% 7.7%

ROE 14%以上 11.6% 8.3%

設備や生産拠点の
最適化

•	ビジネスポートフ
ォリオマネジメン
ト上のルールに
従 い、事 業 の 資
本収益性と成長
性に基づき、各事
業の設備投資予
算の傾斜配分に
よる最適化

•	生産拠点の稼働
率改善

設 備 投 資 額（3 年
間） 7,500億円 2,913億円 2,757億円

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/efficiency#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/efficiency#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/efficiency#anchor_03
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部門長メッセージ

戦略本部経営企画グループ

橋山 秀一

ビジネスポートフォリオマネジメントのルールに基づき、資本収益性と市場の動向を含む事業将来性の両側面から、各事業への

経営資源の傾斜配分を継続しつつ、中核事業のさらなる成長と課題事業の黒字化を目指していきます。

 現在、ビジネスポートフォリオマネジメントの観点で課題とされた事業について出口戦略のプロセスが明確になっていないこと、

既存の設備・生産拠点の稼働情報が十分に把握できていないことが課題であると捉えています。そのため、3年間のロードマップ

として、課題事業とされた各事業に対する対応方針を検討し、ROAと有形固定資産回転率の目標値を達成していきます。また、

設備・生産拠点の情報について、必要な稼働情報の定義を行い、その収集方法を定め、課題を克服してまいります。
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

サステナビリティ推進体制

サステナビリティ推進体制 社内啓発

賛同・加盟する主なイニシアティブと団体

サステナビリティ推進体制

社長直轄に設置したサステナビリティ推進本部が、各本社部門と協働し連携を取りながら、サステナビリティに関する

活動方針・施策の立案を行っています。

なお、2023年4月からは新たに、Chief People and Sustainability Officer（CPSO）として人材とサステナビリテ

ィに関する担当役員（経営会議メンバー）を設置し、サステナビリティ推進本部と協働して、企業価値向上につながる

TDKのサステナビリティ戦略を推進してまいります。

《サステナビリティ推進本部の機能・役割》

•	 中国・欧州・米州の地域本社とも連携を取り、事業部門、グループ会社、製造拠点へグローバルに取り組みを促進。

•	 取り組み状況のモニタリング、サステナビリティに関する情報開示やステークホルダーとの対話などの活動を実施。

ステークホルダーとの対話を通じて得られた意見や活動を推進するなかで特定された課題を社内の関係者へフィ

ードバックすることで改善を促進。

•	 取り組みの進捗を社長執行役員に毎月報告。

《サステナビリティに関する事項の審議・決定》

•	 サステナビリティに関する全社的な議題・テーマは経営会議で審議した上で、取締役会へ報告。それに基づき、取

締役会は審議または決議し、適切に執行されているかを監督。

※経営会議は、社長が指名した執行役員および機能責任者により構成される諮問会議体。当社グループの開発・製造・販売・財務状況等の業務執行に関する方針および施策を審議

し、社長が最終意思決定を行います。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management#anchor_03
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社内啓発

TDKグループでは、サステナビリティという考え方や企業の取り組みが求められる背景、TDKのサステナビリティ活動

に対する考え方などを従業員一人ひとりが理解し、自身の業務に落とし込むことがサステナビリティを推進していく上

で重要と考え、新入社員研修などの階層別研修で講義形式の研修を実施しています。

また、経営層・本社部門がアセットマネジャーとのダイアログを適時実施するほか、サステナビリティ推進本部は、SDGs

を起点にした事業開発を促進するためのダイアログをビジネスグループと実施しています。

関連情報

SDGsへの考え方と活動

サステナビリティ表彰

2021年度から「サステナビリティ表彰」を新設しました。これは、「Value Creation」の３つの Value の中の１つ、

Social Value（企業の社会的価値の向上）の実現に向けて、社会とTDKグループの双方に貢献した活動において、特

に顕著な成果をあげたと認められる個人や部門、グループに対して、その実績を称え、次の活動への励みにすることを

目的としています。表彰制度を活用し、SDGsに掲げられている社会課題を起点にした製品開発への挑戦や、ESGに関

連するリスクの低減につながる活動をグループ内で促進していきます。

RBAおよびRMIへの加盟

2020年2月、TDKグループはグローバルサプライチェーンにおいてCSRを推進することを目的とした世界最大の企業

連盟Responsible Business Alliance（RBA）に加盟しました。

RBAのビジョンとミッションを全面的に支持し、RBAの行動基準にのっとって、TDKグループとサプライヤーにおける

労働者の権利、健康と安全、環境への取り組みを継続的に改善していきます。

賛同・加盟する主なイニシアティブと団体

TDKグループは、世界人権宣言、ISO26000、OECD 多国籍企業行動指針、ILO 国際労働基準、国連「ビジネスと人

権に関する指導原則（ラギー・フレームワーク）」などの国際規範・規格を尊重し、SDGsで掲げられた世界共通の目標

実現を目指して事業を推進しています。

また、サステナビリティWEBの編集・発行にあたっては、国際的な基準「GRI スタンダード」の「中核（CORE）」オプシ

ョンに準拠しています。

TCFD※への賛同

2019年5月に、気候変動が企業の財務に与える影響の分析・情報開示を推奨する提言を行う気候変動関連財務情報

開示タスクフォース（TCFD）への賛同を表明しました。

※TCFD…2015 年に金融システムの安定化を図る国際的組織である金融安定理事会（FSB）により設立された気候変動関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-

related Financial Disclosures）

関連情報

TCFD （英語／外部サイトへ移動します） 気候変動への取り組み

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.fsb-tcfd.org/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
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関連情報

RBA （英語／外部サイトへ移動します） RMI （英語／外部サイトへ移動します）

人権の尊重 サステナブル調達

責任ある鉱物調達 製造拠点における社会・環境配慮

そのほかの主な加盟団体

TDKは、以下の団体に加盟し、1社だけでは対応が難しい社会課題の解決に向けた取り組みを進めています。

団体名をクリックすると、各サイトへ移動します。

一般社団法人日本経済団体連合会 一般社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)

アーティクルマネジメント推進協議会(JAMP) 在欧日系ビジネス協議会(JBCE)

https://www.responsiblebusiness.org/
https://www.responsiblemineralsinitiative.org/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
http://www.keidanren.or.jp/
https://www.jeita.or.jp/japanese/
https://chemsherpa.net/
https://www.jbce.org/ja/
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

SDGsへの取り組み

TDKグループのSDGsへの考え方と活動 製品によるSDGsへの貢献

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜SDGsへの取り組み

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

TDKグループのSDGsへの考え方 TDKグループのマテリアリティとSDGs

SDGsに本業で取り組むための仕組みづくり 社会課題を起点としたビジネス創出

TDKグループのSDGsへの考え方

2015年9月に国連総会で、地球環境と人々の暮らしを持続可能なものとするため、「持続可能な開発のための2030

アジェンダ」が採択され、その中ですべての国が2030年までに取り組むべき17の目標と169のターゲットからなる「持

続可能な開発目標（SDGs）」が掲げられました。

関連情報

国際連合広報センター（外部サイトへ移動します）

「Value Creation」で掲げた3つの「Value」を創造しながら事業を持続的に成長させていくことを目指すTDKは、

Social Value（企業の社会的価値の向上）の実現がSDGsと密接に関わるものととらえています。

TDKにとってSDGsは、価値創造の「起点」であり、いかに社会に価値を提供できたか、社会課題解決に貢献できたか

を測る、事業の「成果」であると考えています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity#anchor_04
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
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TDKグループのマテリアリティとSDGs

TDKグループのマテリアリティは、SDGsやGRI、RBA（Responsible Business Alliance）、主要ESG評価機関の調

査項目および、当社グループ長期戦略検討資料に掲げられている課題と、有価証券報告書にて報告しているリスク、

CSR重要課題（2016〜2020年度）をもとに作成されました。

ここでは各マテリアリティとSDGsとの関連をご紹介します。

関連情報

TDKグループのマテリアリティ

TDKグループは、SDGsで特定された世界的な課題に対して、どのような解決策があるか、自社の製品や技術力が活

かせることは何かを次のプロセスで取り組みを続けています。

まず当社グループの目指すサステナビリティの考え方とSDGsについて、一般的な社内啓発に加え、会社方針に沿って

国内外の各ビジネスグループと社内ダイアログを実施。その後、SDGsで掲げられている課題の中から、中長期で自分

たちの技術やソリューションが活かせる課題やターゲットは何か、また社会課題を起点に新たに生み出せる技術やソリ

ューションがないかについて各ビジネスグループで検討した結果を集約し、注力すべき重点領域や中長期戦略につい

て、各ビジネスグループとサステナビリティ推進本部が議論を重ねながら検討を進めました。また並行して、各ビジネ

スグループでの検討結果のうち、短期に実現できるテーマの2022年度の事業計画への落とし込みも進めました。

今後も、上記の議論を進めその結果を社内外で共有・コミュニケーションを図るとともに、実際の活動を推進していき

ます。

1.	SDGsへの理解を深める従業員啓発ダイアログの実施（2018年6月～）。

2.	SDGs3・7・9・11・12・13のゴールについて、各ビジネスグループが持つ技術や製品で貢献できることは何か、ヒア

リングシートおよび面談で確認（2019年5月～11月）。

3.	確認した内容を各ビジネスグループの2020年度の事業計画に落とし込み（2019年10月～2020年3月）。

4.	ビジネスグループ等関係者と対話を進め、社会課題をベースに、会社としての重点領域・戦略・戦術を検討（2020

年4月～）。

プロセス：

SDGsに本業で取り組むための仕組みづくり

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
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5.	TDKグループのマテリアリティで特定したEX・DX「社会価値創造と自社の成長のためにTDKが注力する事業領

域」とすり合わせ、統合した進捗管理の実施（2021年4月～）。

SDGs達成への貢献

関連情報

製品によるSDGsへの貢献 Seven Seas

社会課題を起点としたビジネス創出

TDKグループの社会課題を起点としたビジネス創出の事例をご紹介します。

TDK Electronics

CO2排出量を3分の2削減

TDK Electronicsは社会と環境に対する責任を真摯に受け止めており、世界中の拠点でエネルギー効率の向上や省

エネ、再生可能エネルギーからの電力の使用に取り組んでいます。これにより、売上高に対するCO2排出量を2015年

比で3分の2削減することができました。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/seven-seas/index.html
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持続可能な生産と最小限のカーボンフットプリントのため、TDK Electronicsはさらなる電力の節減に注力しており、

とりわけ100％再生可能なエネルギーからの電力の購入と、自社の太陽光発電システムによる自家発電に努めていま

す。その結果、生産量に対するエネルギー消費量は2015年比で20％以上抑えられました。これは主に、生産におけ

るエネルギー効率のより高い機械やプロセスの導入によって達成されたものです。

また、再生可能エネルギーからの電力の購入も順調に進んでおり、アメリカでは以前からすでに100％を達成し、ヨー

ロッパでは96％以上となっています。これまで再生可能エネルギーからの電力の調達が困難だったアジアでは、中国

の2つの製造拠点がグリーン電力に切り替わりました。

さらに、各拠点に設置されている太陽光発電システムの発電容量を現在の2倍にする計画もあります。現在、ヨーロッ

パとアジアの6つの製造拠点で太陽光発電を行っていますが、新たに6拠点で太陽光発電を開始する予定です。また、4

拠点では既存の設備を大幅に増強することも計画しています。

TDK Micronas

先進的なセンサとアクチュエータにより新たなモビリティ社会に貢献

センサ、アクチュエータ・ソリューション用半導体製造において25年以上の経験と、自動車および産業用市場向けに60

億個以上の製品を送り出してきた実績をもつTDK Micronasは、磁気センサ技術およびCMOSインテグレーションの

中心的な役割を担っています。その中核は、車載および産業用アプリケーション向けのセンサ・ソリューションで、製品

群には、ホールスイッチ、リニアセンサ、3D直角センサ、電流センサのほか、DCモータ、BLDCモータ、ステッピングモ

ータ駆動用の組み込みモータコントローラが含まれます。

SDG7（エネルギーをみんなに そしてクリーンに）やSDG13（気候変動に具体的な対策を）にも掲げられているように、

高いエネルギー効率とCO2削減への要求が社会全体で高まる中、電気自動車の普及はこれらの社会課題解決の重要

なキーワードです。電気自動車が普及することで、化石燃料の消費が減り、地球規模でCO2の排出が削減され、地域に

おける汚染物質や騒音の排出が最小限に抑制されます。天然資源の再生可能な範囲での使用の実現が、生態学的に

も持続可能な社会の発展を促進するのです。
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その中で当社には、最適化されたセンサやアクチュエータのソリューションが社会から期待されていると考えています。

TDK Micronasは、バッテリーマネジメントや排気バルブからシフトレバー、ペダルポジションセンサーに至るまで、自

動車のあらゆるアプリケーションに対応するソリューションを提供することで、その期待に応えていくことを目標として

います。

具体的な製品の例としては、ARM規格のマイクロコントローラーコアに、従来ディスクリート素子でしか実現できなか

ったパワードライバーなどの多数の付加機能・特徴を組み合わせたMicronas高電圧コントローラ（HVC）ファミリー

が挙げられます。スマートアクチュエータ用の組み込みコントローラとして開発されたHVCファミリーは、車載アプリ

ケーションなどで使用されるコンパクトでコスト効率の良いシステムコンセプトを実現するため、高度な統合化を実現

しています。HVCファミリーのアプリケーションの1つに、アクティブ・グリル・シャッター（AGS）があります。AGSは空

力性能を、非AGS車と比較して最大30％向上させることができ、あらゆる天候、車両、風速の条件下で、より高い作動

トルクの信頼性を確保します。

近年の主要なトレンドは、内燃機関、電気自動車、ハイブリッド車にかかわらず、CO2排出量削減と自動車の電動化で

あり続けています。また、多くの消費者はフレキシブルで環境に優しいモビリティを利用したいと考えています。そのた

め大都市では、小型電気自動車や電動アシスト自転車など新しいタイプの車両を使用することや、電気自動車をカーシ

ェアリングや公共交通機関に統合する新しいモビリティコンセプトが必要になってきています。

こういった新たな法的要件により厳しい管理が求められる社会の流れの中で、あらゆるタイプの車両に搭載されるセ

ンサの需要も高まっています。TDK Micronasは、バリューチェーン全体において持続可能性を意識した開発・生産を

行い、再生可能エネルギーの利用、最も効率のよい機械や設備の使用、排出物の削減などに取り組むとともに、先進

のセンサとアクチュエータで社会に価値を提供していきます。

TDK株式会社

外部パートナーとの連携により持続可能な農業モデルの普及と地域社会の発展に貢献

日本の多くの地方都市では共通して、営農継承と環境、食の安全性など農業分野に関連する課題を抱えています。初

代社長、齋藤憲三の「農業と工業を共に発展させて豊かな町へ」という農工一体思想を原点に持つTDKは、「地域の

持続可能な豊かさを実現すること」を目的にアグリプロジェクトを2020年に発足。TDKの創業の地秋田県の主幹産

業である農業に着目して、環境保全型スマート農業モデルの地域実装に取り組んでいます。

第一段階のテーマとして掲げたのが「安全・安心でおいしいお米づくりとそのブランディング」。お客様から選んでいた

だけるお米づくりのために、環境保全型スマート農法の工程デザインや、農業の6次化促進、食味評価方法の分析な

ど、社内外との連携のもとさまざまな観点で活動しています。
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その一つが、有機米デザイン株式会社が開発し、TDKがそれをサポートした自動抑草ロボット（通称：アイガモロボ）。

このロボットは、減農薬・無農薬農法であるいわゆる合鴨農法で活躍するアイガモをロボットに替えて活用するもので、

ソーラーパネルを動力としたアイガモロボが田んぼの中を動き回り、泥をかき混ぜることで雑草の光合成を妨げ、除草

剤の使用を抑えます。2020年から試作品の改良を重ね、2022年モデルでついに量産体制整備の段階までこぎつけ

ました。

2022年5月には、TDK、株式会社権右衛門、井関農機株式会社、有機米デザイン株式会社、にかほ市が、環境保全型

スマート農業の連携推進に関する5者連携協定を締結しました。地域営農者の知識と経験の融合、環境と先端技術の

掛け合わせによる地域の課題解決に取り組み、2025年をめどに官民連携による環境保全型スマート農業の構築を目

指します。

これからも、地域が抱える課題解決に貢献することで、地域社会とともに将来世代にわたる持続可能な社会を構築し

ていきます。

TDK株式会社

お客様とともに気候変動対策に挑む

全世界で取り組む喫緊の課題である気候変動。その解決のために急がれるカーボンニュートラル社会の実現に挑戦す

るTDKの取り組みを紹介します。

カーボンニュートラル社会実現の一つのソリューションに、ガソリン自動車からxEV化移行の促進があげられます。

TDKはxEVのエネルギー効率向上に寄与する製品を提供するため、製品開発、製造ラインの立上げ過程や量産開始

後において、お客様や各工程の部門担当者と日々コミュニケーションを重ね、改善活動を継続的に行うことで、お客様

である自動車メーカーが求める高い水準の品質基準をクリアしています。

xEVモータの温度を測るセンサであるフラットコイル一体型の小型モータサーミスタは、新規の小型構造体を開発する

ことで、高い応答性と耐久性を持つ製品です。製品が使用される環境を考慮した寸法精度が高いフラットコイルの加工

やフォーミングの設備導入、自動化は難易度が高いチャレンジでしたが、試行錯誤の末その壁を乗り越え、最終的には

生産性が高く品質が安定した生産ラインを導入したほか、かかわったメンバーのスキルアップや連携力強化にもつな

がりました。
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ATF油温センサには、リニア特性サーミスタ素子を新たに開発し、適用しています。これにより、ワイドレンジの温度領

域（特に高温側）を精度よく温度制御することが可能となり、 xEVに搭載されているシステムのパフォーマンス向上とコ

ストダウンを実現しました。

今後も、本プロジェクトで得た技術力を活かしてxEV市場での事業を拡大し、カーボンニュートラル社会実現の加速に

貢献していきたいと考えています。

関連情報

TDKの最新ストーリーでSDGsに貢献するさまざまな事例を紹介しています。

TDKの最新ストーリー

https://www.tdk.com/ja/featured_stories/index.html
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営｜SDGsへの取り組み

製品によるSDGsへの貢献

SDGsの達成期限 2030年が迫る中、TDKはそれぞれのゴールについて何を目指し

どのように寄与するのかを、TDK製品が活躍する社会のイメージとともにご紹介します。

TDKが目指すこと

交通事故による死傷者数を減少させ、乗員や歩行者の命を守ること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 低消費電力とハイパワーが両立し、高い安全性を持った受動部品

•	 状況把握、行動の制御に役立つ適切な機能性と高い性能、耐久性を備えた信頼性の高い

センサ

1
SDGsターゲット

3.6

社会的弱者を含めたあらゆる人々の日々の健康のモニタリングを可能にし、健康増進、予防、治
療、機能回復に関するサービスを適切な費用で受けられるようにすること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 安全または保護機能を備えた補装具の普及を促進する部品

•	 種類が豊富で、手頃な価格のモニタリングシステムを実現する部品・モジュール

2
SDGsターゲット

3.3 3.9

3.8 3.4

関連製品の一例
センサおよびセンサ応用製品 ／ 圧電・材料部品・回路保護 ／ インダクティブデバイス ／ 高周波部品 ／ セラミックコンデンサ
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製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

医療/ヘルスケア スマートウォッチ/
アクティビティトラッカー

セーフティ

TDKが目指すこと

文化、産業へ安心・安全なエネルギーを常時供給すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 大電流・高電圧対応製品

1
SDGsターゲット

7.1

e-モビリティの普及拡大でスマートエネルギーネットワークのエネルギー効率を向上すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 小型で大容量、手ごろな価格の二輪車向けバッテリー

4
SDGsターゲット

7.3

世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を拡大すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 エネルギーを安全に貯められる、手頃な価格の蓄電システム

2
SDGsターゲット

7.1

世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 電力の低消費化を実現する最先端技術

5
SDGsターゲット

7.1

分散型エネルギーシステム（電気を必要としている人の近くに需要を満たすだけの比較的小規模
な発電設備をつくって電力を供給するシステム）を促進すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 安全かつ効率の良いエネルギー循環の実現が可能な送電技術

3
SDGsターゲット

7.2

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/medical_healthcare/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/smartwatch/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/safety/index.html
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関連製品の一例
アルミ電解コンデンサ ／ フィルムコンデンサ ／ セラミックコンデンサ ／ 圧電・材料部品・回路保護 ／ 

インダクティブデバイス ／ センサ ／ マグネット ／ 電源 ／ 二次電池

製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

E-バイク/
電動アシスト⾃転⾞

電気⾃動⾞（EV）⽤
急速充電器

スマートメーター

太陽光発電
アプリケーション

⾵⼒発電 スマートエネルギー xEV

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/micromobility/electric_bicycle/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/ev_fast_charger/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/smart_meter/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/photovoltaic/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/wind-power-generation/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/smart_energy/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/xev/index.html
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TDKが目指すこと

情報の利便性、手頃さ、アクセスを大幅に向上させ、コミュニケーションを強化すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 スマートデバイスを構成する高機能、高性能と小型化を両立した電子部品

1
SDGsターゲット

9.1

持続可能で強靭なインフラを実現すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 スマートXに貢献する自動化技術とロボティクス

3
SDGsターゲット

9.1

輸送における環境負荷を低減すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 エネルギーを安全に貯められる、手頃な価格の蓄電システム

2
SDGsターゲット

9.1

利便性と合理性が両立する強靭な社会インフラを構築すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 大容量で信頼性が高いデータセンター向けHDD用部品

4
SDGsターゲット

9.4

関連製品の一例
圧電・材料部品・回路保護 ／ インダクティブデバイス ／ セラミックコンデンサ ／ 高周波部品 ／ 

センサおよびセンサ応用製品全般 ／ 二次電池 ／HDDヘッド、HDD用サスペンション

製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

インフラ向け電源 スマートフォン/タブレット/
モバイルルータ

スマートウォッチ/
アクティビティトラッカー

xEV AR/VR

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/power/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/smartphone_tablet/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/smartwatch/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/xev/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/arvr/index.html
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安全で強靭かつ手頃な価格の住宅と基本的なサービスへのアクセスをすべての人に保証すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 信頼度の高いセキュリティ性能を持つセンサネットワークシステム用部品

•	 スマートデバイスを構成する高機能、高性能と小型化を両立した電子部品

1
SDGsターゲット

11.1

すべての人にとって持続可能で安全かつ手ごろな価格の輸送システムや公共交通機関が整備さ
れていること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 e-モビリティや自動運転システム向けのゼロディフェクト部品

2
SDGsターゲット

11.2

TDKが目指すこと

関連製品の一例
アルミ電解コンデンサ ／ フィルムコンデンサ ／ セラミックコンデンサ ／ 圧電・材料部品・回路保護 ／ 

インダクティブデバイス ／ 高周波部品 ／センサおよびセンサ応用製品全般 ／ マグネット ／ 電源 ／ 二次電池

製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

xEV セーフティ スマートフォン/タブレット/
モバイルルータ

IoT

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/xev/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/safety/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/smartphone_tablet/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/iot/index.html
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製品やアプリケーションに使用されるプラスチックや金属資源の消費量を削減すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 ワイヤレスデータ通信システム用の部品・モジュール

•	 製品の小型化、軽量化

1
SDGsターゲット

12.2 12.5

TDKが目指すこと

製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

インフラ向け電源 スマートウォッチ/アクティ
ビティトラッカー

関連製品の一例
コンデンサ ／ 圧電・材料部品・回路保護 ／ インダクティブデバイス ／ 高周波部品 ／ センサおよびセンサ応用製品全般

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/power/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/ict/smartwatch/index.html
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CO2排出量を削減して地球温暖化を防止すること
TDKが貢献可能な製品・技術

•	 再生可能エネルギーの活用を促進するための大電流・高電圧対応製品

•	 e-モビリティ普及拡大のための軽量で電力変換効率・燃費性能の高い製品

•	 家電と産業製品用の低消費電力製品

1
SDGsターゲット

13.1

TDKが目指すこと

関連製品の一例
アルミ電解コンデンサ ／ フィルムコンデンサ ／ セラミックコンデンサ ／ 圧電・材料部品・回路保護 ／ 

インダクティブデバイス ／ センサ ／ マグネット ／ 電源 ／ 二次電池

製品についてもっと知りたい方はこちら
（アプリケーションガイドにリンクします）

太陽光発電
アプリケーション

⾵⼒発電 スマートエネルギー xEV デジタル家電／家電

https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/photovoltaic/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/wind-power-generation/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/industrial/smart_energy/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/auto/xev/index.html
https://product.tdk.com/ja/applicationguide/consumer/index.html
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

ステークホルダーエンゲージメント

ステークホルダーエンゲージメントの目的 ステークホルダー別 理想の姿・考え方・エンゲージメン
ト手法

過去のステークホルダーダイアログ

ステークホルダーエンゲージメントの目的

TDKグループは、グローバルに事業活動を展開している企業として、社会課題を正しく認識し、サステナビリティに関

する国際的な行動規範やガイドラインを尊重するとともに、ステークホルダーの関心事項に事業活動を通じて応えてい

くことで、社会からの信頼を得られるよう努めています。そのためにも、日ごろから各ステークホルダーと対話の機会

を積極的に設けています。

TDKグループは、ステークホルダーエンゲージメントの目的を以下のとおりと考えています。

•	 ステークホルダーの意見をTDKグループの事業活動に活かして、企業価値および創出する社会価値の向上につな

げること

•	 ステークホルダーと価値観を共有するとともに、TDKグループの考え、活動内容を知っていただくことで、独りよが

りではない本質的な活動へと発展させること。またサステナブルな社会を目指すため協働していくこと

ステークホルダー別 理想の姿・考え方・エンゲージメント手法

株主・投資家

考え方 TDKグループは、株主・投資家等のステークホルダーに対して、適時、適切な情報開示を行うことで、経営の公正と透明性を維持します。

理想の関係性 将来の社会ニーズに沿ったソリューションを提供することで、持続的に成長できる企業として、株主・投資家から信頼を得ている。

エンゲージメント手法
•	決算説明会
•	株主総会
•	IRミーティング

お客様

考え方 TDKグループは、事業環境の変化や社会ニーズに対応し、高いレベルでのQDCおよびFirst-to-Marketを実現することでお客様に高付加
価値製品を提供します。

理想の関係性 イノベーションや環境配慮をリードしていくことによって、常にお客様の期待を超えるパートナー企業として認識されている。

エンゲージメント手法
•	日常の営業活動
•	CS調査
•	お客様からの監査

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder#anchor_03
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取引先

考え方 TDKグループは、RBA行動規範をもとに、社会・環境課題にサプライチェーン全体で取り組み、ともに持続可能な社会を実現します。

理想の関係性 取引先とTDKが長期的に共に発展するwin-winの関係を築き、多岐にわたる事業分野でTDKと取引先の技術・ノウハウがコラボレーショ
ンしている。、常にお客様の期待を超えるパートナー企業として認識されている。

エンゲージメント手法
•	日常の取引先対応
•	取引先説明会
•	取引先への監査実施

従業員

考え方 TDKグループは、企業の永遠の繁栄の源泉は人の育成にあると考え、企業倫理綱領（企業行動基準）記載の関係を築いていきます。
≫企業倫理綱領（企業行動基準）はこちらをご覧ください。

理想の関係性 CSRの推進により対等で幸せな職場をつくり、従業員と会社が互いを尊重している。

エンゲージメント手法

•	労使対話
•	社内報へのフィードバック
•	職場コミュニケーション
•	各種表彰制度
•	エンゲージメント調査

地域社会

考え方
TDKグループは、地域社会、行政、業界、国際機関、NPO・NGO等のステークホルダーや潜在的パートナーとの連携と協調を図り、良好な
関係を維持します。また、経営理念等を踏まえつつ、優先的に取り組む社会的課題領域を特定し、スポーツ、文化、芸術活動やボランティア
活動などの社会貢献活動を通じて「良き企業市民」たることを目指していきます。

理想の関係性 TDKブランドが地域に浸透し、質の高い雇用を地域に提供している。また革新的な技術で環境負荷低減に貢献している。

エンゲージメント手法
•	各地域の懇談会
•	社会貢献活動
•	ホームページアンサーサービス

行政

考え方 TDKグループは、地域社会、行政、業界、国際機関等のステークホルダーや潜在的パートナーとの連携と協調を図り、良好な関係を維持しま
す。

理想の関係性 法令順守や税金の納付といった義務を果たし、社会的問題解決のための政策への協力を通じ、社会の公器としての企業の役割を果たして
いる。

エンゲージメント手法

•	経済団体や業界団体を通じての意見交換
•	調査・アンケートへの回答
•	主務官庁への相談
•	パブリックコメント

消費者

考え方 TDKグループ製品および搭載される最終製品を通じて、すべての人々のQOL向上に貢献します。

理想の関係性 多くの消費者から創造的で、革新的な技術で社会に貢献している企業と認知されている。

エンゲージメント手法 •	営業を通じた情報の入手
•	開発へのフィードバック

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
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過去のステークホルダーダイアログ

TDKは、各ステークホルダーとの対話の機会を積極的に設けています。

特に、事業活動へのインパクトが大きい内容については、ステークホルダーダイアログを開催し、外部有識者との直接

対話を通じ、事業活動やCSR活動に活かしています。

※各テーマをクリックするとダイアログの記事にリンクします。

実施年月日 テーマ

2020年8月25日 社会課題の解決を経営の中核に据えたマテリアリティ特定へ

2020年7月8日 気候変動への対応と企業成長の両立に向けてTDKグループに求められることとは

2018年3月6日 グローバル人材の育成

2017年4月14日 サプライチェーンにおける人権対応を考える

2017年3月21日 グローバル人材の育成

2015年10月9日 TDKの価値を高めるマテリアリティの特定に向けて

2015年5月11日 サプライチェーンにおけるCSR推進

2015年5月8日 次期環境ビジョンの策定に向けて

2015年4月17日 「成長戦略としての多様性の尊重」を考える

2015年3月31日 非財務情報開示への理解を深める勉強会

2014年3月4日 ステークホルダーとの対話を通じた人権課題の特定

2013年4月18日 紛争鉱物の背景にある社会的課題、コンゴ民主共和国の人権状況とは

2012年4月12日 社会課題の解決と理想の未来実現へ今求められる技術イノベーションのかたちとは

2011年5月27日 今、求められる環境活動とは

2010年4月8日 信頼される企業であり続けるためにTDKに期待すること

2009年5月18日 信頼される企業になるために

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dialogue
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder/requirement
https://www.tdk.com/system/files/_sustainability_tdk_sustainability_pdf_sus20180306.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50009.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50010.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50005.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50006.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50007.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_dialog_pdf_csr50008.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2015_rep15010.pdf
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2014_rep14000.pdf#page=9
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2013_rep13000.pdf#page=13
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2012_rep12000.pdf#page=11
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2011_rep11000.pdf#page=13
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2010_rep10000.pdf#page=9
https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2009_rep09000.pdf#page=9
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サステナビリティ｜サステナビリティ経営

ESGファイナンスによる資金調達

TDKサステナビリティ・リンク・ボンドに関するSPTsとKPIs進捗状況

TDKは、2021年12月に第9回無担保社債、TDKサステナビリティ・リンク・ボンド※を発行しました。ここではTDKが

設定したKPIs（キー・パフォーマンス・インディケーター）とその目標であるSPTs（サステナビリティ・パフォーマンス・タ

ーゲット）、および進捗状況を報告いたします。

「TDK 環境ビジョン2035」の中で「ライフサイクル的視点での環境負荷の削減をテーマに、2014年度を基準として

2035年度までにCO2排出量原単位を半減」という目標を掲げているTDKは、その実現に向けての取り組みが反映さ

れるSPTsを設定し、達成手段となる3つの指標をKPIsとして選定しました。相互に関連する複数の尺度を取り入れる

ことで、当社グループの取り組みをより多角的な視点から測定することができると考えています。

関連情報

サステナビリティビジョン 環境方針・環境ビジョン

SPTs

SPT-1： 2025年度におけるCO2排出量の売上高原単位（単位：t-CO2／億円）を2014年度対比で30%改善

SPT-2： 2025年におけるCDP気候変動の最終スコアにてA／A－を維持

SPT-3： 2025年度における再生可能エネルギー電力導入率50%を達成

SPT-1と3については2025年度、2については2025年のパフォーマンスをもって各達成状況を判定します。当社が3

つのSPTsのうちいずれか2つ以上を達成できなかった場合、環境保全活動を目的とする公益社団法人・公益財団法人・

国際機関・自治体認定NPO法人・地方自治体やそれに準じた組織に対して、本社債の償還までに累計で社債発行額の

0.3%相当額の寄付を行い、当社自らのESGへの取り組みに加えて、寄付による活動支援を通じて追加的にポジティブ

なインパクトを創出します。

なお、TDKサステナビリティ・リンク・ボンド発行のため策定したサステナビリティ・リンク・ボンドフレームワークについて

は、株式会社格付投資情報センターより、第三者評価として国際資本市場協会（ICMA）の「サステナビリティ・リンク・ボン

ド原則（Sustainability-Linked Bond Principles）2020」に適合している旨のセカンドオピニオンを取得しています。

※ サステナビリティ・リンク・ボンド： 債権の発行体が、あらかじめ設定したサステナビリティ関連の目標に対し成果の改善を投資家にコミットし、目標達成したかどうかで条件が変

化する債権のこと。

SPT-1： 2025年度におけるCO2排出量の売上高原単位（単位：t-CO2／億円）を2014年度対比で
30%改善

CO2排出量の売上高原単位は、スコープ1（直接排出量）とスコープ2（エネルギー起源間接排出量）の合計値を連結損

益計算書上の売上高で除した値です。

KPI-1 2014年度 2018年度 2019年度※ 2020年度※ 2021年度※ 2022年度※ SPT-1
2025年度

CO2排出量原単位
2014年度を基準に指数化 100 91.9 86.9 90.9 68.0 51.8 70.0

※2019年度以降は第三者検証を受けた数値

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
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SPT-2： 2025年におけるCDP気候変動の最終スコアにてA／A－を維持

CDP気候変動は企業や都市による気候変動対応の取り組みレベルを評価するものです。CDPが質問書の回答内容に

対して定量・定性的な基準 をもとにスコアリングを行い9段階（A/A－/B/B－/C/C－/D/D－/F）の最終スコアで評

価を提供しています。

KPI-2 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 SPT-2
2025年度

CDP気候変動の
最終スコア A－ A－ A－ A－ A－ AまたはA－

SPT-3： 2025年度における再生可能エネルギー電力導入率50%を達成

属性証明のある再生可能エネルギーの購入電力と自家生成電力の合計を総電力使用量で除して百分率に換算した値

です。

KPI-3 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 SPT-3
2025年度

再生可能エネルギー
電力導入率（％） 20.3 18.2 23.9 30.0 39.9 50.0

TDK株式会社 第9回無担保社債 （特定社債間限定同順位特約付）
（TDKサステナビリティ・リンク・ボンド）

社債総額 金400億円

各社債の金額 金1億円

利率 年0.26％

払込金額 各社債の金額100円につき金100円

償還金額 各社債の金額100円につき金100円

期限および償還方法

7年
満期一括償還
①最終償還期限：2028年12月1日
②買入消却：本社債の買入消却は、払込期日の翌日以降いつでもこれを行うことができる

利払日 毎年6月2日および12月2日（初回利払日は2022年6月2日）

募集の方法 一般募集

募集期間 2021年11月26日

払込期日 2021年12月2日

担保・保証の有無 本社債には担保ならびに保証は付されておらず、また本社債のために特に留保されている資産はない。

財務上の特約 担保制限条項（特定社債間限定同順位特約）が付されている。

主幹事証券会社 野村證券株式会社、大和証券株式会社及びみずほ証券株式会社

社債等振替法の適用 本社債は、社債、株式等の振替に関する法律の規定の適用を受けるものとする。
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財務・発行・支払代理人 株式会社りそな銀行

振替機関 株式会社証券保管振替機構

取得格付 株式会社格付投資情報センター：Ａ＋
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サステナビリティ｜環境

環境方針・環境ビジョン

基本的な考え方 2050年を見据えて

TDK環境ビジョン2035 環境基本計画「TDK環境・安全衛生活動2025」

基本的な考え方

TDKでは、グループ全体の安全衛生・環境に関する方針を一体化し、「基本理念」と安全衛生及び環境に対する「基本

方針」の2つから構成される「TDKグループ安全衛生・環境憲章」を制定しました。

関連情報

TDKグループ安全衛生・環境憲章

環境マネジメント体制 環境教育

2050年を見据えて

TDKでは、グループ全体として取り組むべきマテリアリティとして、「2050年CO2ネットゼロ実現に向けた、エネルギ

ーの有効利用と再生可能エネルギーの利用拡大」および「脱炭素社会を実現するためにクリーンエネルギーを創出す

る製品・ソリューションの提供」「エネルギーの蓄電、変換、制御によって効率的なエネルギー社会を実現する製品・ソリ

ューションの提供」を掲げています。

このほか、TDKの製造拠点から排出されるCO2を、TDK製品の省エネ効率向上によるCO2削減貢献量によってバラン

スをとるというコンセプトでの「カーボンニュートラル」に関しては、2014年度に既に達成しており、現在はサプライチ

ェーン全体の視点で、さらなるCO2排出ネットゼロを推進しています。具体的には、Scope1、Scope2、およびScope3

のCategory11に加えて、Scope3のその他Categoryにおけるカバレッジ範囲をさらに拡大するとともに、2050年

CO2ネットゼロ社会実現に向けた、適切な活動KPIおよびモニタリング指標を設定し、TDKの温室効果ガス削減活動

を強化するものです。また中期活動方針であるTDK環境アクション2025において、生産拠点における2025年の再生

可能エネルギー導入率 50%を目指しています。

TDK環境憲章で定める通り、TDKでは気候変動対策をはじめ、生物多様性および限りある地球資源を尊重することの

重要性を認識しており、「ECO TDK」のキャッチフレーズのもと、サーキュラ―エコノミーを含む関連活動を推進してい

ます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision/health_safety
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_03
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関連情報

マテリアリティの特定

TDK環境ビジョン2035

2035年度までにライフサイクル的視点でのCO2排出量原単位半減を目指す

第三次環境基本計画「TDK環境活動2020」で掲げていたカーボンニュートラルの目標を2014年度に前倒しで達成

した TDK グループ は、次 の 環 境ビジョン策 定に 先 立ち、2015 年に、創 業 100 周 年に 向けた 企 業ビジョン

「Vision2035」を策定しました。Vision2035では、「かけがえのない地球環境の再生・保護と、豊かで安心できる暮

らしの実現」に真正面から取り組むことで、社是「創造によって文化、産業に貢献する」を着実に果たしていくことを掲

げています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/definition
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2016年には、企業ビジョン「Vision2035」を受けて、2035年におけるTDKのあるべき姿を「自然の循環を乱さな

い環境負荷で操業すること」と定義づけ、「ライフサイクル的視点でのCO2排出原単位を2035年までに半減」すること

を掲げた「TDK環境ビジョン2035」を策定しました。この環境ビジョンは、事業活動における環境負荷の最小化と自

然環境の育成、お客様と社会に貢献する製品の提供が企業の責務であるとの認識に基づくものです。また、地球規模

での温室効果ガス排出源と吸収源の均衡達成による地球温暖化の抑制を目指したCOP21パリ協定にもならい、「あ

るべき姿」に到達するために行動するTDKの理想でもあります。

TDK環境ビジョン2035で掲げる「ライフサイクル的視点での環境負荷の削減」は、従来のTDK環境活動2020で掲げ

ていた「工場での製造段階や製品の使用段階での環境負荷削減」にとどまらない取り組みです。そのため、TDKグル

ープ全従業員が同じビジョンを共有し、目標を持って取り組むことが重要です。企業ビジョンで掲げる「地球環境の再

生・保護」とは、自然循環の中での操業であり、これなくして持続可能な発展はありません。TDKグループのすべてが

同じ「あるべき姿」を共有し、自主的に取り組みを進めていきます。

環境基本計画「TDK環境・安全衛生活動2025」

「TDK環境ビジョン2035」のもとで、新たに2025年までの環境基本計画として策定したのが、「TDK環境・安全衛生

活動2025」です。「TDK環境・安全衛生活動2025」の活動項目と目標値は、「TDK環境ビジョン2035」からのバック

キャスティングと「TDK環境活動2020」からの継続性およびフォアキャスティングを考慮して決定しています。各活動

項目の環境負荷をCO2換算で統合し、「TDK環境ビジョン2035」の理想目標に向けた活動を展開していきます。さら

に、安全衛生についても、新たに活動項目と目標を明文化し、安全で健康な職場環境の形成を実現していきます。

関連情報

「TDK環境・安全衛生活動2025」行動計画と実績

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results
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サステナビリティ｜環境｜環境方針・環境ビジョン

TDKグループ安全衛生・環境憲章

環境においては、憲章に基づき「調達」「開発・製造」「輸送」「使用」「廃棄」など製品のライフサイクル全般にわたり、環

境負荷低減を進めます。この活動はバリューチェーン全体のサプライヤー、外部製造委託先などの事業パートナー、そ

してお客様に波及効果を及ぼします。また、環境基本理念にある「あらゆる事業活動」には、新規事業への出資に際し

て実施するデューディリジェンスやM&Aも含まれます。
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安全衛生においては、安全で健康な職場環境の形成を目指しています。これに基づき、活動の優先順位付けを行い、

行動計画を設定します。具体的な活動の基本計画として、安全衛生基本計画を策定しており、重篤災害ゼロを目指し、

実践に努めています。

安全衛生・環境共に経営と一体化させたマネジメントシステムの仕組みの中で運用及び活動推進しており、その実践

には、従業員の積極的な参加が不可欠であるため、従業員の理解向上のために必要な啓発活動や教育を実施します。

加えて、ステークホルダーへの情報開示を適切に行い、積極的なコミュニケーションを図ることにより、活動の継続的

な改善に努めます。
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サステナビリティ｜環境

環境マネジメントシステム

環境マネジメント体制 環境マネジメントシステムの運用

環境教育 環境活動に対する評価制度と表彰制度

工場における環境リスク管理 製品由来の有害物質ばく露の予防と管理

環境マネジメント体制

TDKは、社長を最高責任者とした環境マネジメントシステム（Environmental Management System：EMS）を確

立し、経営と環境のマネジメントが一体となった体制で活動を推進しています。この体制の確立により、従来のサイト単

位での環境保全活動だけでなく、多様化・複雑化・グローバル化する環境問題にも迅速かつ効果的な対応ができます。

また、環境活動の計画や進捗状況、リスクなどについては、四半期ごとに取締役会にも報告を行っており、必要な場合

は審議も実施します。

図中のサイトは、ISO認証取得の生産拠点を指します。

環境マネジメントシステムの運用

TDKは、94％の生産拠点においてISO14001（EMSに関する国際規格）の認証を取得し、環境負荷の低減に取り組

んでいます。

また、各地域本社主導による内部監査を実施することで、地域情勢に応じた対応を各拠点が行えるようにしています。

加えて、日本、中国、アセアン、ヨーロッパ、アメリカと地域別エリア会議を開催し、拠点の課題点やベストプラクティス

の共有を行うことで、個々の拠点のパフォーマンス向上を図り、全社の共通目標である「TDK環境・安全衛生活動2025」

の達成に向けた活動を推進しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_06
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関連情報

ISO14001およびISO50001認証取得事業所 TDK環境・安全衛生活動2025

製造拠点における社会・環境配慮

環境教育

TDKでは、社内のイントラネットへTDKの環境への取り組みに対する考え方や達成すべき目標を含む活動情報を掲載し

ており、従業員がいつでもアクセスして、内容を確認することができます。このほか、TDK安全衛生・環境憲章については、

携帯用カードや掲示用ポスター、電子掲示板（サイネージ）等を活用して従業員への周知と意識高揚に努めています。

また、各拠点では、新入社員や異動社員に対し、環境に関する自覚および力量教育をe-learning等を活用して進めてい

ます。

e-learningを活用した社内教育として、サーキュラーエコノミー研修を実施しました。サーキュラ―エコノミ―の基本原

則を理解すると共に、製品のデザイン段階からライフサイクル全体の廃棄物ゼロを目指すサーキュラ―エコノミ―思考の

重要性の啓発に努めています。

環境活動に対する評価制度と表彰制度

TDKでは、環境マネジメントシステムの改善と安全環境活動のパフォーマンス向上を目的とし、安全を含めた評価制度

として安全・環境マネジメント達成課題評価をグローバルで展開しています。

各拠点のエネルギー／水／排出物／安全衛生／SDGsなど、社会課題に対する取り組みを区分し、総合評価で優れた

成績を収めた事業所、および特定の分野で模範となる活動を行った事業所または事業部門を表彰しています。

2022年度の表彰拠点／事業部門は下記のとおりです。

■総合評価において優秀な成績を収めた事業所

Amperex Technology Limited

TDK Lambda UK Ltd.

TDK（Thailand）Co.,Ltd.

TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社 北上工場

水資源への取り組み

資源の有効利用

■特定の分野で模範となる活動を行った事業所または事業部門

【エネルギー】   TDK Electronics GmbH & Co OG

【資源】              TDK Electronics Components, S.A.U.

【安全衛生】      TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社 岩城工場

                        Qingdao TDK Electronics Co., Ltd.

関連情報

CO2排出量削減を目指す、生産拠点での取り組みとは？

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/sustainability_data/0321.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/featured_stories/entry_040.html
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工場における環境リスク管理

土壌汚染、VOCリスクの管理

TDKでは、土壌汚染およびVOC（Volatile Organic Compounds：揮発性有機化合物）に関する環境リスクの評価

基準と管理手法を確立し、各サイトのリスク評価を定期的に行っています。リスクの高い箇所については、優先順位を

明確にして、予防保全、修復等の対策を実施することで、効果的な環境リスク管理につなげています。

汚染予防のための法規制の遵守および事故

当社では、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染などを未然に防止するため、法規制遵守はもとより、項目によっては法規制

値よりもさらに厳しい自主基準を設け、環境負荷の低減と未然防止に努めています。

製品由来の有害物質ばく露の予防と管理

内容はこちらをご覧ください。

品質保証活動 製品由来の有害物質ばく露の予防と管理

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_04
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サステナビリティ｜環境｜環境マネジメントシステム

ISO14001およびISO50001認証取得事業所
（2023年5月1日現在）

ISO14001

事業所 国名 登録証番号 審査機関

TDK株式会社
　サステナビリティ推進本部 安全環境グループ
　テクニカルセンター
　三隈川工場
　浅間テクノ工場
　甲府工場
　成田工場
　静岡工場
　稲倉工場東サイト
　にかほ工場北サイト
　にかほ工場南サイト
　本荘工場西サイト
　本荘工場東サイト
　大内工場

TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社
　甲府工場
　稲倉工場東サイト
　にかほ工場北サイト
　にかほ工場南サイト
　本荘工場西サイト
　本荘工場東サイト
　北上工場
　大内工場
　岩城工場
　鶴岡西工場※

　酒田工場
　飯田工場
　鶴岡東工場

TDKラムダ株式会社
　長岡テクニカルセンター

Japan JP21/071691 SGS

TDKプレシジョンツール株式会社 Japan 05672 Intertek

TDK USA Corporation
　TDK Components USA., Inc.
　TDK Ferrites Corporation
　Headway Technologies, Inc.
　TDK-Lambda Americas Inc.

U.S.A. 10018048 UM15 DQS

TDK China Co., Ltd.
　TDK (Suzhou) Co., Ltd
　TDK Dalian Corporation
　Qingdao TDK Electronics Co., Ltd.
　TDK Xiamen Co., Ltd.
　Guangdong TDK Rising Rare Earth High Technology Material Co., Ltd.

P.R. China CNBJ314199-U BV

TDK Dongguan Technology Co., Ltd. P.R. China CNBJ314199-U-006 BV

Guangdong Real Faith Pingzhou Electronics Co., Ltd.
Guangxi Real Faith Pingzhou Electronics Co., Ltd. P.R. China 00221E33645R3L

00221E33645R3L-1 IQNet

SAE Magnetics (Dongguan) Limited P.R. China 02120E11064R7L CCCI

AFI Technologies (Chang An) Ltd. P.R. China 02123E10010R6L CCCI

SAE Components (ChangAn) Limited P.R. China 02123E10010R6L-1 CCCI

SAE Technologies Development (Dongguan) Co., Ltd. P.R. China 02120E11064R7L-1 CCCI

Ningde Amperex Technology Ltd. P.R. China CN09/31828.00 SGS

Dongguan Poweramp Technology Ltd. P.R. China CN19/32001 SGS

Acrathon Precision Technologies (Dongguan) Co., Ltd. P.R. China 02121E10429R4M CCCI
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TDK-Lambda (China) Electronics Co., Ltd. P.R. China 02122E10703R5M CCCI

TDK Taiwan Corporation Taiwan 20003153 UM15 DQS

InvenSense Taiwan Ltd. Taiwan TW17/00861 SGS

TDK Korea Co., Ltd. Korea KR002766 BV

TDK Philippines Corporation Philippines 50500402UM15 DQS

TDK(Thailand) Co., Ltd. Thailand 488005 UM15 DQS

Magnecomp Precision Technology Public Co., Ltd.
　Rojana Factory
　Wangnoi Factory

Thailand 25884/A/0002/UK/En
25884/G/0001/UK/En

URS
URS

Hutchinson Technology Operations(Thailand) Co., LTD. Thailand 81791/C/0001/UK/En URS

TDK (Malaysia) Sdn. Bhd. Malaysia 01 104 117285 TUV

TDK-Lambda Malaysia Sdn. Bhd
　Senai Factory
　Kuantan Factory

Malaysia
01 104 1735507
01 104 1735507/01
01 104 1735507/02

TUV

TDK-Lambda UK Ltd. U.K. EMS 518156 BSI

TDK-Lambda Ltd. Israel 87520 IQnet

TDK Electronics AG Germany 10000407310-MSC-RvA-DEU CCCI

※TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社鶴岡工場は、2023年4月1日よりTDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社鶴岡西工場へ名称変更しました。

ISO50001

事業所 国名 登録証番号 審査機関

TDK Electronics AG Germany 10000407433-MSC-RvA-DEU DNV

Ningde Amperex Technology Ltd. P.R. China CN17/30924 SGS
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サステナビリティ ｜ 環境 ｜ 目標と実績

「TDK環境・安全衛生活動2025」2022年度の実績と行動計画
制定：2016年4月1日
改訂：2023年4月1日

活動項目

2022年度 2023年度
スコープ
No. ※1 2025年度

2035年度
（創立100

周年）目標 主な活動施策 実績 達成状況 目標 主な活動施策

(1) 生 産 拠 点 の
CO2排出量削減

エネルギー起源CO2

排出量原単位 前年
度比 1.8%改善

CO2 排出量を前年度比 
2.0% 相当量の施策によ
り削減主な活動施策

前年度比 30.7%改善 達成

エ ネ ル ギ ー 起 源
CO2排出量原単位 
前年度比 1.8% 改
善

CO2排出量を前年
度比 2.0% 相当量
の施策により削減

1, 2

ー

CO2 排
出原単
位30%
改善

ライフサ
イ ク ル
視 点 で
の CO2

排 出 原
単 位
50% 改
善

(1)-a エ ネ ル ギ
ーの有効利用

エネルギー原単位 
前年度比 1.0%改善

•	エネルギー使用量を前
年度比 2.0% 相当量の
省エネ施策により削減

•	生産に関わる詳細なエ
ネルギー使用の見える
化

前年度比 15.0%改善 達成
エネルギー原単位 
前年度比 1.0% 改
善

•	エネルギー使用
量 を 前 年 度 比 
2.0% 相 当 量 の
省エネ施策によ
り削減

•	生産に関わる詳
細なエネルギー
使用の見える化

ー

(1)-b 再 生 可 能
エネルギーの利
用拡大

2025 年 再 生 可 能
エネルギー導入率 
50%に向けた取り組
みの実施（スコープ 
2）

目標値達成に向けた施策
の推進（スコープ 2）

2022年度目標 34%に
対し、40%導入 達成

2025年 再生可能
エネルギー導入率 
50%に向けた取り
組みの実施（スコー
プ 2）

目標値達成に向け
た施策の推進（スコ
ープ 2）

再 生 可 能
エネルギー
導 入 率 
50%（スコ
ープ 2）

(2) 水資源 取水
量の削減

取水量原単位 前年
度比 1.5%改善

•	製造拠点の取水量原単
位 前 年 度 比 1.5% 改
善

•	循環利用率の向上

前年度比 17.8%改善 達成 取 水 量 原 単 位 前
年度比 1.5%改善

•	製造拠点の取水
量原単位 前年度
比 1.5%改善

•	循環利用率の向
上

3
CO2 排 出 量 30% 改
善に相当する削減活
動の創出

(3) 資 源 の 有 効
利用

排出物原単位 前年
度比 1.5%改善

•	製造拠点の排出物原単
位 前 年 度 比 1.5% 改
善

•	材料歩留の改善
•	再生化および再利用の

推進
•	ゼロディフェクトの追求

前年度比 24.4%改善 達成 排 出 物 原 単 位 前
年度比 1.5%改善

•	製造拠点の排出
物原単位 前年度
比 1.5%改善

•	材料歩留の改善
•	再生化および再

利用の推進
•	ゼロディフェクト

の追求

(4)ライフサイク
ル 的 視 点 で の
CO2排出量削減

スコープ 3 取組みに
よる環境負荷低減の
推進

•	低環境負荷材料使用
の推進

•	グロー バ ルでの 物 流
CO2削減取組みの推進

•	グローバル物流 CO2

削減
•	物流 CO2排出原単位 

前年度比 28%悪化

未達成
スコープ 3 取組み
による環境負荷低
減の推進

•	低環境負荷材料
使用の推進

•	グローバルでの
物流 CO2削減取
組みの推進

(5) 製 品 による
CO2排出削減貢
献量拡大

製品によるCO2削減
貢献量原単位 前年
度比 2.7%改善

製品貢献量算定製品の
拡大 前年度比 32.5%改善 達成

製品によるCO2削
減 貢 献 量 原 単 位 
前年度比 2.7% 改
善

製品貢献量算定製
品の拡大

(6) ネットゼロ社
会実現に向けた
ビジネスの拡大

•	ネットゼロ社会を
実現する製品・ソリ
ューションの開発と
拡販

•	脱炭素社会を実現
するためにクリーン
エネルギーを創出
する製品・ソリュー
ションの提供

•	エネルギーの蓄電、
変換、制御によって
効率的なエネルギ
ー社会を実現する
製品・ソリューショ
ンの提供

ネットゼロ社会を実現する
製品・ソリューションの創
出

ー

フレキ
シブル
交 流
送電シ
ステム
による
再 生
可能エ
ネルギ
ー送電
網 安
定化へ
の貢献

•	ネットゼロ社会を
実現する製品・ソ
リューションの開
発と拡販

•	脱炭素社会を実
現するためにクリ
ーンエネルギー
を創出する製品・
ソリューションの
提供

•	エネルギーの蓄
電、変換、制御に
よって効率的なエ
ネルギー社会を
実現する製品・ソ
リューションの提
供

ネットゼロ社会を実
現する製品・ソリュ
ーションの創出

(7) 化 学 物 質 使
用リスクの削減

化学物質による人や
環境への影響抑制

危険・有害化学物質の代
替推進または使用量削減

自主的代替及び顧客要
求への対応と資源利用
効率の向上による有害
廃棄物の削減

達成
化学物質による人
や環境への影響抑
制

危険・有害化学物
質の代替推進また
は使用量削減

(8) 環 境 社 会 へ
の貢献活動

自然環境保全／生
物多様性保全

•	森林整備と保護活動の
推進

•	環境教育および啓蒙活
動の推進

•	社 外 植 樹 本 数：延 べ 
1,000本以上

•	地域小学校への教育
実施：延べ 1,800人

•	地域小学校運営のた
めの資金援助

達成 自然環境保全／生
物多様性保全

•	森林整備と保護
活動の推進

•	環境教育および
啓蒙活動の推進

TDK環境活動 CO2排出原単位 50%改善（2035年度まで）【1】
TDKの環境負荷・環境貢献量をCO2へ換算し、原材料から製品の廃棄までのCO2売上原単位を基準年度2014年度から50%改善する
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安全衛生活動 重篤災害※2ゼロの達
成

事業所責任者による職場
巡視の徹底と抽出された
重大リスクに対する低減
対策の実施

重篤災害の発生は無し 達成 重篤災害ゼロの達
成

事業所責任者によ
る職場巡視の徹底
と抽出された重大
リスクに対する低減
対策の実施

TDK安全衛生活動【2】
最終目標をTDKで労働災害を起こさないこととし、それに向けた安全衛生活動を行う

※1 GHGプロトコル分類によるスコープNo.
※2 重篤災害：死亡もしくは長期療養を要する障害または可能性のある負傷および疾病
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サステナビリティ｜環境

気候変動への取り組み

基本的な考え方 TCFDへの対応

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

地球温暖化の一因とされる人為起源の温室効果ガスの排出量は増加の一途をたどっており、2015年12月COP21で

採択された「パリ協定」などに代表されるように、気候変動への危機感は高まる一方です。とりわけ二酸化炭素（CO2）

は温室効果ガスの76％（IPCC第5次評価報告書より）を占める主要な排出源であり、産業活動においても確実な削減

を実施する必要があります。

TDKでは、環境担当役員が気候変動問題を含むグループ環境活動の責任者となり、サステナビリティ推進本部安全環

境グループを中心に、グループ環境活動の推進と支援を行っています。グループ環境活動において経営上重要な内容

については、経営会議および必要に応じて取締役会での審議を踏まえ、意思決定を行っています。具体的な活動の目

標として、「TDK環境ビジョン2035」を策定し、原材料の使用から製品の使用・廃棄に至る、ライフサイクル的視点で

の環境負荷の削減に取り組んでいます。

生産拠点のCO2排出量削減

Scope3カテゴリ―別取り組みによるCO2排出量削減

TDKは、「エネルギーの有効利用」と「再生可能エネルギーの利用拡大」の観点から、生産拠点におけるエネルギー起

源のCO2排出量削減に取り組んでいます。

TDKでは、Scope3カテゴリー別取り組みによる環境負荷低減を推進しており、「低環境負荷材料使用の推進」、「物流

CO2排出原単位削減」、「製品貢献量算定製品の拡大」を進めています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action#anchor_05
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低環境負荷材料使用の推進については、PET材料リサイクルのために、社外サプライヤーと協力したシステムを構築

し、環境負荷を低減すると言った、サーキュラーエコノミーの概念を取り入れた活動展開を始めました。

物流CO2排出原単位削減については、温暖化対策への貢献と、輸送効率の向上、輸送コスト削減を目的に取り組んで

います。日本では、改正省エネ法が施行された2006年度より省エネ物流改善委員会を設置し、物流に関するエネルギ

ー削減活動を実施しています。

製品によるCO2排出削減貢献量拡大については、製品の全ライフサイクルでの環境に与える影響を評価する「製品ア

セスメント」を1997年から導入しています。この製品アセスメントの審査で承認された製品だけを商品化し、市場に

流通させる仕組みとしています。また、製品アセスメントの評価結果をもとに、環境配慮効果の高い製品を継続的に創

出する施策として「優良環境製品（ECO LOVE製品）」認定制度を2008年に導入しました。優良環境製品として認定

した製品をホームページ上で情報開示するとともに、環境負荷低減に資する製品の創出および普及を推進してきまし

た。これら従来からの活動に加え、製品によるCO2排出削減貢献量（以下、製品貢献量）の拡大は、「TDK環境ビジョン

2035」および「TDK環境・安全衛生活動2025」における重要な取り組みの一つです。TDKは、技術的取り組みの成

果として当社製品による社会における貢献を訴求するため、以前の中長期計画である「TDK環境活動2020」から製

品貢献量を算定・公表してきました。同時に、中間部品である電子部品の貢献についての理解を得るための周知活動

と、貢献量実績が適切な評価を受けるためのよりどころとなる、算定手法についての合理性ある業界基準の策定にも

取り組み、その成果は業界団体よりガイダンスとして公表されています。当社では、こうした成果をもとに、「製品貢献

量算定ガイドライン」を策定し、製品の開発過程におけるアセスメント要件にも製品貢献の算定を評価項目に加えるこ

とで、TDKグループ全体におけるグローバルな算定業務の普及を促進しています。今後も算定ルールの整備を継続し、

グループ内での拡大普及に努めてまいります。

TCFDへの対応

2019年5月、気候変動が企業の財務に与える影響の分析・情報開示を推奨する提言を行うTCFD（Task Force on 

Climate-related Financial Disclosures：気候変動関連財務情報開示タスクフォース）への賛同を表明しました。

TCFDは、2015年に金融システムの安定化を図る国際的組織である金融安定理事会（FSB）により設立され、TCFDに

よる提言が企業・団体内における情報開示の推進や、金融機関と事業会社との間の対話促進のきっかけとなることが

期待されています。

TDKは、TDK環境ビジョン2035で調達から廃棄にいたるバリューチェーン全体で「ライフサイクル的視点でのCO2排

出原単位を2035年までに半減」することを掲げており、気候変動による事業へのリスクと機会を評価し、適切な情報

開示を行うことが、これからの企業の成長と持続可能な社会構築の両立には欠かせないと考え、順次取り組みを進め

ています。

以下の通り、TCFDのフレームワークに沿って、TDKにおける気候変動問題への取り組みを開示します。

ガバナンス

◆取締役会による気候関連リスクの監督

TDKでは、年1回以上、気候変動を含む環境関連の進捗状況および計画、リスクについて、環境担当役員によるマネジ

メントレビューを実施しています。マネジメントレビューの結果、経営の意思決定を要する内容については、経営会議お

よび必要に応じて取締役会の審議を実施しています。
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◆気候変動関連リスクの評価と管理に関する経営者の役割

《位置づけ》

気候変動を含む環境に関するリスクについては、環境担当役員の責任を明確化しており、CEOが任命しています。

また、経営会議の下位の会議体に、リスク管理体制を強化するため、経営会議直属の委員会を設置しています。このう

ち、気候変動を含む事業目標の達成及び事業運営を阻害する要因への全社的対応を目的にERM（Enterprise Risk 

Management）委員会を組織し、気候変動を含む環境リスクのうち、重要事項を協議しています。なお、ERM委員会

の委員長はCEOが任命した執行役員が務めています。

《責任》

企業の社会的責任に関して、地球環境との共生は、経営上の重要課題と認識し、CEOが任命した環境担当役員を設置

して、気候変動を含む環境経営全般の責任を担うこととしています。また、その下に位置する、サステナビリティ推進本

部安全環境グループ長に気候変動を含めた環境管理に関する実行責任が与えられています。TDKグループはTDK環

境ビジョン2035（自然の循環を乱さない環境負荷で操業を目指す、ライフサイクル的視点でのCO2排出原単位を2035

年までに半減）の実現に向けて、すべてのビジネスグループ、部門、サイト、製造子会社、本社機能が一致団結して取り

組んでいます。

なお、気候変動を含む環境リスクのうち、重要事項については、ERM委員会を通じ、経営会議および取締役会に報告

しています。

《責任内容》

サステナビリティ推進本部安全環境グループが、気候変動を含むグループ全体の環境目標を設定するとともに、グルー

プ全体の環境に関するリスクの特定を実施しています。なお、ERM委員会は、「リスク管理規程」に従って全社リスクを

特定し、全社リスクの一部として気候変動関連問題を取り扱っています。

《モニタリング》

気候変動を含む環境活動の実績については、経営報告書で報告されるとともに、年1回以上、環境担当役員によるマネ

ジメントレビューを実施して、主要KPIの報告や中長期目標の策定、省エネにかかわる投資など、環境活動推進上の重

要事項について審議、決定を行っています。また、上記マネジメントレビューで経営に重要な影響を及ぼすと判断され

た案件（ビジョン、大型投資など）については、経営会議および必要に応じて取締役会で審議をしています。

戦略

TDKでは、2021年度からの中期経営計画「Value Creation 2023」において、「2CX実現に向けてDXとEXを加速

させ、持続可能な社会のための価値を創造する」という基本方針を掲げています。中期経営計画を実現するために取

り組むべき経営課題として、「TDKグループのマテリアリティ」を設定するとともに、環境を含む気候変動問題を、社会

価値創造と自社の成長のためにTDKが注力する事業領域「【EX】電子デバイスでムダ熱とノイズを最小化し、エネルギ

ー・環境問題に貢献」と位置づけ、事業戦略の一環として取り組むこととしています。

具体的には生産拠点において「2050年CO2ネットゼロ実現に向けた、エネルギーの有効利用と再生可能エネルギー

の利用拡大」を進めていきます。また、「脱炭素社会を実現するためにクリーンエネルギーを創出する製品・ソリューシ

ョンの提供」「エネルギーの蓄電、変換、制御によって効率的なエネルギー社会を実現する製品・ソリューションの提供」

に取り組みます。

こうした中、TDKでは、気候変動関連問題におけるビジネス上のリスクと機会を分析し戦略に反映させる目的で、シナ

リオ分析を行いました。
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－シナリオ分析結果

環境省が公表した、「TCFDシナリオ分析実践ガイド」に沿い、下記の前提条件のもと、シナリオ分析を実施しました。

•	 前提条件

想定期間：2030年度

対象範囲：TDKグループ全体

採用シナリオ：2℃シナリオ（IEA-SDS、IEA-NPS）、4℃シナリオ（IEA-CPS、STEPS、RCP6.0）

以下、シナリオ分析を基に特定した、主なリスクと機会になります。脱炭素政策による各国の規制が厳しくなる2℃シナ

リオ下では、移行リスクが発生し、炭素価格付けの導入や、再生可能エネルギーのコストが増加する可能性を認識しま

した。それぞれのリスクに対する2030年の財務影響としては、炭素価格では59億円、再生可能エネルギーでは176

億円と予測しています。また、TDKの注力市場の一つである、自動車市場において、自動車のEVシフトが進展し、EV

関連製品の販売機会拡大や、電池関連のリスク・機会の可能性も認識しました。

一方、4℃シナリオでは、異常気象頻発による洪水発生リスクがより高まる可能性も認識しました。

分類 リスク / 機会 発生時期※ 主な対応策

移行リスク

炭素価格 / 各国 炭素排出目標 リスク 中～長期 •	生産拠点において「2050年CO2ネットゼロ実現に向けた、エネルギーの有
効利用と再生可能エネルギーの利用拡大」を推進 など

再エネ比率の増加によるエネルギーコスト
の上昇 リスク機会 中～長期

•	生産拠点において「2050年CO2ネットゼロ実現に向けた、エネルギーの有
効利用」推進

•	再生可能エネルギー向け製品の開発促進 など

コバルト・リチウムの価格上昇 リスク 短～長期
•	原材料価格動向のモニタリングと調達時のリスクヘッジ実施
•	長期供給契約の実施
•	製品中のコバルト・リチウム使用量の削減 など

EV市場の拡大による新たなビジネスチャン
スの拡大 機会 中～長期 •	EV市場拡大を睨んだ製品開発の促進

次世代電池材料の開発 リスク機会 長期 •	全固体電池の開発促進

RE100に対する顧客の要求の増加 リスク機会 短～長期 •	顧客の気候変動対応への取り組み分析
•	再生可能エネルギーの導入計画の策定 など

物理リスク 洪水の増加によるビジネスリスクの増大 リスク 中～長期 •	各拠点において、洪水リスクに応じた対策の実施
•	BCP対応推進、BCM体制構築 など

※時間軸：「短期」は1年未満、「中期」は1～3年未満、「長期」は3～20年を想定しています。

関連情報

中期経営計画

リスク管理

経営上重要なリスクについては、ERM委員会において包括的なリスクの一部として評価されます。評価した内容によ

り、全社で取り組むリスクについては、経営会議で承認のうえ、ERM委員会で対策の進捗を確認するとともに、対策完

了時は、経営会議の承認を得ています。

https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/policy/index.html
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◆物理リスクへの対応計画

TDKでは、気候変動に関する物理リスクとして、洪水の増加によるビジネスリスクの増大を特定しています。TDKグル

ープの全生産拠点における水リスクに関して、世界的な評価ツールであるWWF Water Risk Filter及び世界資源研

究所（WRI）が発表したAqueductを用いてTCFDに沿った調査を行い、水ストレスの高い地域を特定しています。各

拠点において、洪水リスクに応じた対策の実施やBCP対応推進、BCM体制構築などの対策を講じています。

なお、詳細はリンク先をご参照ください。

水資源への取り組み

指標と目標

TDKは、「TDKグループのマテリアリティ」のなかで2050年CO2ネットゼロ実現を目指すことを表明するとともに、「TDK

環境ビジョン2035」のなかで「ライフサイクル的視点でのCO2排出原単位を2035年までに半減」を掲げています。こ

のビジョンのもと、2025年までの環境基本計画として「TDK環境・安全衛生活動2025」の活動項目と目標値を定め、

進捗を管理しています。また、2022年にはSBT認定の取得も表明しており、現在取得に向けて取り組んでいます。

GHG排出量（千t-CO2） 2022年度

総排出量 27,882

Scope1 146

Scope2 1,237

Scope3 26,499

関連情報

目標と実績

TDKグループのマテリアリティ 2050年CO2ネットゼロ実現に向けた、エネルギーの有効利用と再生可能エネルギーの利用拡大（スコープ1、2）

TDK環境ビジョン2035 2035年までにライフサイクル的視点でのCO2排出原単位を2014年度比半減（スコープ1、2、3）

TDK環境・安全衛生活動2025 •	2025年までにCO2排出原単位 2014年度比30%改善（スコープ1、2、3）
•	2025年までに再生可能エネルギー導入率 50%達成（スコープ2）

詳細データは、リンク先をご参照ください。なお、GHG排出量は第三者検証を受けています。

関連情報

環境データ 第三者検証

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
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目標と実績

2022年度目標 実績

生産拠点のCO2排出量削減
エネルギー起源CO2排出量原単位 前年度比 1.8%改善 前年度比30.7%改善

エネルギー原単位前年度比1.0%改善 前年度比15.0%改善

2025年 再生可能エネルギー導入率50%に向けた取り組みの実施
（スコープ2） 2022年度目標34%に対し、40％導入

ライフサイクル的視点でのCO2排出量削減
Scope3取組みによる環境負荷低減の推進

グローバル物流CO2削減
物流CO2排出原単位 前年度比28%悪化

環境負荷（CO2排出量）の内訳

第三者検証

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
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各スコープ、カテゴリーごとのCO2排出量

スコープ

概要

CO2排出量

（カテゴリー） （t-CO2）

スコープ1 生産 146,350

スコープ2 生産 1,236,669

スコープ3

1 購入した物品、サービス 9,607,890

2 資本財 901,708

3 燃料およびエネルギー関連活動 1,217,373

4 輸送・流通（上流） 238,076

5 事業から発生する廃棄物 7,409

6 出張 40,728

7 従業員の通勤 7,911

8 リース資産（上流） 算定対象外

9 輸送・流通（下流） 算定対象外

10 販売した製品の加工 算定対象外

11 販売した製品の使用 14,477,887

12 販売した製品の廃棄 算定対象外

13 リース資産（下流） 算定対象外

14 フランチャイズ 算定対象外

15 投資 算定対象外

第三者検証

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
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スコープ3におけるCO2排出量算定方法

カテゴリー 概要 算定方法

1 購入した物品、サービス 該当年度に購入した品目へそれぞれの購入金額に応じた排出原単位を乗じて算出。また材料については製品ごとの
主要構成材料（半製品を除く）の購入金額へ排出原単位を乗じることで算出。

2 資本財 該当年度に取得した設備など資本財の金額に投資金額当たりの排出原単位を乗じて算出。

3 燃料およびエネルギー関連活動 購入燃料および購入した電力が発電される際に用いられる燃料の採取、生産、輸送にともなう排出を対象として算定。
燃料：該当年度に購入した燃料別の排出原単位を乗じて算定。電力：購入電力量に排出原単位を乗じて算出。

4 輸送・流通（上流）
購入した製品・サービスの調達にかかる排出及び製造した製品の輸送にかかる排出量について算出した。購入した製
品についてはカテゴリ1と同様の品目それぞれへ調達に係る排出原単位を乗じて算出。また製造した製品については
出荷へかかる費用へ排出原単位を乗じて算出。

5 事業から発生する廃棄物 製造事業所の有価物を除く排出物を対象として、廃棄にかかる金額へ排出原単位を乗じて算定。

6 出張 従業員の交通にかかる支出金額へ国内従業員の通勤/出張費用割合を乗じ、出張費用を算出。その出張費用へ出張
内容より勘案した排出原単位を乗じることで排出量を算定。

7 従業員の通勤 従業員の交通にかかる支出金額へ国内従業員の通勤/出張費用割合を乗じ、通勤費用を算出。その通勤費用へ通勤
手段より推定した排出原単位を乗じることで排出量を算定。

8 リース資産（上流） リース設備の利用については、Scope1,2において排出を報告しています。

9 輸送・流通（下流） 当社は電子部品製造会社であり川中企業のため非該当としています。

10 販売した製品の加工 当社製品の顧客の加工に伴う排出量は小さいため非該当としています。

11 販売した製品の使用 TDK製品（部品）の消費電力に製品が搭載されたセット製品の生涯稼働時間、換算係数、TDK製品（部品）の販売数量
を乗じて算定。

12 販売した製品の廃棄 当社は電子部品製造会社であり川中企業のため非該当としています。

13 リース資産（下流） 該当する事業活動がないため非該当としています。

14 フランチャイズ フランチャイズ店舗はないため非該当としています。

15 投資 該当する投資はないため非該当としています。
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生産拠点のCO2排出量削減

生産拠点のCO2排出量の推移※

※ 測定・算出方法および2019年度以降の数値実績について第三者による検証を受けています。

※スコープ：国際的な温室効果ガス排出量の算定基準であるGHGプロトコルで定義される排出量の範囲。自社で所有・支配する施設からの直接排出をスコープ1、自社が所有・支

配する施設で消費するエネルギーの製造時からの排出量をスコープ2と呼びます。

※TDKのCO2排出量算出基準

2022年度地域別排出量比率（TDKグループ総排出量） 2022年度スコープ別排出量比率（TDKグループ総排出量）

•	 各事業所の購入電力および燃料（ガスや石油など）の使用量にCO2換算係数を乗じて算出しています。

•	 燃料のCO2換算係数は、『地球温暖化対策の推進に関する法律』（温対法）で定めた係数を使用しています。

•	 購入電力のCO2換算係数は、期首の計画立案時点において公知となっている最新の換算係数を使用しています。

•	 公表値は第三者検証にて認証を得ています。
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総エネルギー使用量と原単位推移

再生可能エネルギー電力導入率
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Scope3カテゴリ―別取り組みによるCO2排出量削減

物流によるCO2排出量の推移（日本）※

※日本の省エネ法に基づき算定

製品によるCO2排出削減量の推移※

※算定手法について第三者レビューを受けました。

※ 製 品 貢 献 量 の 算 定 は IEC “ TR62716 Guidance on quantifying greenhouse gas emission reductions from the baseline for electrical and electronic 

products and systems ”、日本LCA学会「温室効果ガス排出削減貢献量算定ガイドライン」およびJEITA「電子部品のGHG排出削減貢献量算定に関するガイダンス」に準拠し

た社内ガイドラインに基づき行っています。

関連情報

第三者検証 環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
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評価と今後の取り組み

生産拠点のCO2排出量削減

2022年度は再生可能エネルギーの導入拡大によってCO2排出量を削減し、前年度比18.7％減少の138.3万トンでし

た。今後も、TDKのマテリアリティに掲げた「2050年CO2ネットゼロに向けたエネルギーの有効利用と再生可能エネ

ルギーの利用拡大」を軸に全社横断的な生産活動に密着した削減活動を推進します。

2022年度の物流 CO2排出量は、生産量増加による製品輸送の増加により前年度比22.5% 増の6,690トンとなり、

2014年度比33.8%増加となったことから、目標未達となりました。海外の拠点において物流CO2排出量削減活動を

開始したほか、削減活動を適切に反映するための排出量把握の仕組みについて検討を進めており、今後も、TDKグル

ープ全体で削減活動の推進に努めていきます。

2022年度の製品によるCO2削減貢献量は、前年度比42.6％増の423.3万トンでした。また、原単位では、前年度比

24.3％改善となり、目標を大幅に達成することができました。

今後も継続してお客様や社会の環境負荷低減に貢献する環境貢献製品の開発に努めるとともに、その価値を訴求する

ことで、製品の普及拡大を図っていきます。

Scope3カテゴリ―別取り組みによるCO2排出量削減

2023年度目標

生産拠点のCO2排出量削減
エネルギー起源CO2排出量原単位 前年度比 1.8%改善

エネルギー原単位前年度比1.0%改善

2025年 再生可能エネルギー導入率50%に向けた取り組みの実施（スコープ2）

ライフサイクル的視点でのCO2排出量削減
Scope3取組みによる環境負荷低減の推進

生産拠点のCO2排出量削減

取り組み

再生可能エネルギーの利用拡大

2022年11月には「RE100※」に加盟しました。国内外の全事業所で使用する電力の50％を2025年までに、100％

を2050年までに再生可能エネルギー由来にすることを目指しています。

なお、2023年4月1日より東北・新潟エリアの全製造拠点の電力の100%を再生可能エネルギー由来としました。また

2023年中には日本国内の主要製造拠点全ての電力の100%を再生可能エネルギー由来にすべく、活動を進めていま

す。

※国際的な環境NGOである「Climate Group」と「CDP」のパートナーシップのもと運営する国際的なイニシアティブ。事業で使用する電力の再生可能エネルギー100%化にコミ

ットする企業で構成される。
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再生可能エネルギー導入の推進（2023年7月1日現在）

電力使用量の100％を再生可能エネルギーとして調達している拠点は次のとおりです。

日本

・TDK 本社（東京、日本）

・TDK 歴史みらい館（秋田、日本）

・TDK テクニカルセンター（千葉、日本）

・TDK 成田工場（千葉、日本）

・TDK 浅間テクノ工場（長野、日本）

・TDK 千曲川テクノ工場（長野、日本）

・TDK 静岡工場（静岡、日本）

・TDK 三隈川工場（大分、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 稲倉工場東サイト（秋田、日本）

・TDK 株式会社 稲倉工場西サイト（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 本荘工場東サイト（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 本荘工場西サイト（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 北上工場（岩手、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ にかほ工場北サイト（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ にかほ工場南サイト（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 鳥海（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ大内（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 岩城工場（秋田、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 酒田工場（山形、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 鶴岡西工場（山形、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 鶴岡東工場（山形、日本）

・TDK / TDKエレクトロニクスファクトリーズ 甲府工場（山梨、日本）

・TDKエレクトロニクスファクトリーズ 飯田工場（長野、日本）

・TDK ラムダ 長岡テクニカルセンター（新潟、日本）

・TDKプレシジョンツール株式会社（神奈川、日本）

中華圏

・TDK-Lambda（China）Electronics Co., Ltd.（Wuxi , China）

・TDK（Zhuhai FTZ）Co., Ltd.（Zhuhai , China）

・TDK（Zhuhai）Co., Ltd.（Hongqi, China）

・SAE Components（ChangAn）Ltd.（Dongguan , China）

アジア

・TDK Philippines Corporation（Laguna, Philippine）

・TDK Electronics（Malaysia） SDN. BHD.（Johor Bahru, Malaysia）

米州

・Headway Technologies, Inc.（CA , USA）

・TDK Electronics do Brasil Ltda.（Gravataí , Brasil）

欧州・中東・アフリカ

・TDK Electronics AG - HQ（Munich , Germany）

・TDK Electronics AG（Heidenheim , Germany）

・TDK Sensors AG & Co. KG（Berlin , Germany）

・TDK Electronics GmbH & Co OG（Deutschlandsberg , Austria）

・TDK Hungary Components Kft.（Szombathely , Hungary）

・TDK Electronic Components S.A.U.（Malaga , Spain）

・TDK CROATIA d.o.o.（Kutina , Croatia）

・TDK Foil Iceland ehf.（Akureyri , Iceland）

・Tronics Microsystem SA（Crolles , France）

・TDK-Lambda UK Ltd.（Devon, United Kingdom）

・TDK-Lambda Ltd.（Karmiel , Israel）

電力使用量の50％以上で再生可能エネルギーを調達契約している拠点は次のとおりです。

・SAE Magnetics (Dongguan) Ltd. (Dongguan , China)

・Dongguan Amperex Technology Limited (Dongguan , China)

・Dongguan NVT Technology Co., Ltd. (Dongguan , China)

・Dongguan Poweramp Technology Ltd. (Dongguan , China)
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購入電力量の100％を再生可能エネルギーとして調達している拠点は次のとおりです。

・TDK Foil Italy S.p.A.（Milano, Italy）

なお、全世界での再生可能エネルギー（電力のみ）の使用比率は39.9％です。

製品によるCO2排出削減貢献量の拡大

環境負荷低減に貢献するTMRセンサ

TMRセンサは従来品センサから置き換えることで消費電力削減を実現しております。2022年度の環境貢献量はCO2

換算で6,098トンになりました。今後も、ICT向けや自動車向けの拡大による貢献量の増加が見込まれています。

Scope3カテゴリ―別取り組みによるCO2排出量削減

物流CO2排出量削減

物流段階におけるCO2排出量削減のために、次の取り組みを進めています。

•	 モーダルシフト（車両から鉄道）

•	 生産拠点集約による工場間輸送の効率化

•	 直送化による貨物輸送距離の短縮

•	 製品の小型化

業界団体・イニシアチブへの参画

気候変動の課題解決に向けた取り組みを推進するにあたり、TDKグループの考えや方向性に一致する業界団体・イニ

シアチブに参画しています。なお、業界団体やイニシアチブへの参画にあたり、必要に応じて、経営会議の審議や取締

役会への報告も行い、弊社の環境戦略との整合性を確認し、適合していない場合には調整を行っています。

SBTi

パリ協定が定める目標に科学的に整合する温室効果ガスの排出削減目標「Science Based Targets（サイエンス・ベ

ースド・ターゲット）」を認定する機関「SBT イニシアチブ（SBTi）」に対し、2022年9月にコミットメントレターを提出し

ました。2年以内にSBTの認定取得を目指すことを表明しています。

TCFD

2019年5月に、気候変動が企業の財務に与える影響の分析・情報開示を推奨する提言を行う気候変動関連財務情報

開示タスクフォース（TCFD※）への賛同を表明しました。

※2015年に金融システムの安定化を図る国際的組織である金融安定理事会（FSB）により設立された気候変動関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-related 

Financial Disclosures）

TCFD（英語／外部サイトへ移動します）

https://www.fsb-tcfd.org/
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RE100

事業活動で使用する電力を100％再生可能エネルギーにすることを目指す国際的なイニシアティブ「RE100※」に2022

年11月に加盟しました。2050年までに、国内外における生産開発拠点で使用する電力の100％を再生可能エネルギ

ーにする目標を掲げています。

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

TDKはJEITA環境部会および電子部品部会の幹事会社、かつ温暖化対策連絡会運営委員会のメンバーとして、政府の

大臣級及び環境政策セクションの担当者と情報・意見交換を行い、政策提言を実施しています。

JEITA Green x Digitalコンソーシアム

企業のカーボンニュートラル化の促進と産業・社会の変革につながる新たなデジタルソリューションの創出・実装に向

けた活動を推進する場として、2021年10月に設立されました。TDKは設立当初から正会員として参画しています。

※国際的な環境NGOである「Climate Group」と「CDP」のパートナーシップのもと運営する国際的なイニシアティブ。事業で使用する電力の再生可能エネルギー100%化にコミ

ットする企業で構成される。
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サステナビリティ｜環境

水資源への取り組み

基本的な考え方 目標と実績

取り組み

基本的な考え方

途上国における経済発展や人口増加などによって限りある資源である水の利用が変化しており、世界規模な影響を及

ぼすリスクの一つとして水の危機があげられています。TDKにおいて、水は製造活動において必要不可欠な資源であ

るとともに、水資源の枯渇や洪水などの影響を受けるため、水リスクの適切な把握と管理は重要事項です。

TDKではサプライヤー行動規範を定め、サプライヤーに対しても排水管理や水の効率的な利用に取り組むことを要請

しています。

TDKは、地域社会やステークホルダーと共同し、持続可能な水利用の促進を図っていきます。

TDKでは製品の原材料から廃棄に至るサプライチェーン全体を通して、環境負荷の少ない操業に努めており、森林資

源や水資源の保護も同様に進めています。TDK環境憲章に則り、「地球環境との共生」を目指し、従業員一人ひとりが、

生産活動に伴う環境への影響や企業活動と環境との関わりを考え、豊かな地球環境の保全に努めていくとともに、生

態系保全への寄与を常に考え、積極的に取り組んでいます。

また、TDKは、事業特性を考慮した形で、TDKが注力するSDGsを定め特定しており、本業の技術開発を通じ、水関連

問題を含めた各課題を解決していくという方針を明らかにしています。水関連の例では、Goal12「つくる責任つかう

責任」に沿って、各種センサー類の開発をすすめています。また、製造工程における取水量の削減も行っています。

関連情報

TDKグループ安全衛生・環境憲章 気候変動への取り組み

SDGsへの取り組み

目標と実績

2022年度目標 実績

水使用量（取水量）原単位 前年度比1.5%改善 前年度比 17.8%改善

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision/health_safety
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs
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水総取水量の推移（グローバル）

評価と今後の取り組み

TDKでは、取水量を目標の指標としています。2022年度の総取水量は前年度比2.4%減少の16,635千m3、原単位

は前年度比17.8%改善となり、目標を達成しました。当社の製品内に水が混載することはないため、工程での消費量

は洗浄の際の蒸発等ごくわずかとみています。

また、TDKグループの全生産拠点における水リスクに関しては、世界的な評価ツールであるWWF Water Risk Filter
※1および世界資源研究所（WRI）が発表したAqueduct※2を用いてTCFDに沿った調査を行い、水ストレスの高い地域

を特定し、対策を講じています。なお、調査の結果、水リスクが高いと判明した拠点のうちインドのある拠点の2022年

度の取水量は、31千m3（TDKグループ総取水量の0.5%未満に該当）でした。

引き続き、地域の水リスクと生産工場における水利用状況について監視、管理を継続し、改善に努めます。

※1 WWF Water Risk Filter：WWFとドイツの金融機関DEGによって開発された、水環境にかかわるリスクを調査、評価、および対応できるようにするためのツール。2012年に

最初のバージョンが発表されて以来、世界中の企業や投資家から使用されており、主要かつ信頼性の高いツールとなっている。

※2 Aqueduct：2011年の開始以来、洪水、干ばつ、ストレスなどの水関連リスクについて、企業、政府、非政府組織（NGO）に情報を提供しており、水リスクに関するグローバルな

基準となっている評価ツール。

2023年度目標

水使用量（取水量）原単位 前年度比1.5%改善
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取り組み

TDKは取水量の削減及び水のリサイクルに取り組んでおり、取排水をサイト毎にデータとして把握しています。

具体的な活動内容としては、下記のようなものがあります。

生産工程に用いる純水使用量削減（TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社 北上工場）

日本地区 岩手県北上工場では、地下水を組み上げ、生産工程で用いるための純水を製造しています。設備の台数制御

や水量調整を、製造品質を損なうことなく継続実施してきた結果、6年間合計で10万m3の取水削減に成功しました。

今後も限りある水資源保護のために、本取組を継続していきます。
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サステナビリティ｜環境

資源の有効利用

基本的な考え方 目標と実績

取り組み

基本的な考え方

循環型社会への転換が求められる中、TDKでは限りある資源の有効利用の観点から、2006年度には独自基準でのゼ

ロエミッション※を達成し、その後もその水準を維持しながら、排出物の発生そのものを抑制する取り組みを推進して

います。また、リサイクル業者に定期訪問をして適正にリサイクルされていることを確認しています。

また、TDKでは、サーキュラーエコノミーに関わる最新動向を収集・分析し、活動を推進しています。

※TDKでは、事業所から排出される廃棄物について埋め立ておよび単純焼却による処理を一切行わずに、最終的には100%再資源化することをゼロエミッションと定義しています

（法の規制により単独では再資源化できない物を除く）。

目標と実績

2022年度目標 実績

排出物原単位 前年度比1.5％改善 前年度比 24.4％改善

排出物総量の推移（グローバル）

※データに誤りがあったため再計算し、訂正後の数値を掲載しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources#anchor_03
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評価と今後の取り組み

2022年度の排出物総量は、生産品目に合わせた投入資源量の最適化や排出物削減活動を進めた結果、前年度比

11.5％減少の130,696トンとなりました。また原単位も前年度比24.4％改善となり、目標を達成しました。

今後も引き続き、徹底した工程改善を進め、投入資源効率と歩留り改善率の両面から排出物の発生抑制に努めます。

2023年度目標

排出物原単位 前年度比1.5％改善

取り組み

有害廃棄物の削減

■有害廃棄物半減への取り組み

TDK Electronics Componentsに属するスペイン マラガ工場ではフィルムコンデンサを製造する上で生じる、有害

廃棄物（金属フィルム、コンデンサスクラップ、硬化樹脂など）の削減プロジェクトを進めてきました。

熱処理工程最適化よる歩留まり改善や樹脂使用効率を高めるなどの施策を継続実施することで、有害廃棄物を含む排

出物を64%削減することに成功しました。

また空調設備運用の見直しや太陽光パネルの導入といった活動も展開しており、地球環境の負荷低減にも同時に取り

組んでいます。

サーキュラーエコノミー活動の推進

■PETフィルムの再利用（積層セラミックコンデンサ）

TDKは積層セラミックコンデンサ（以下、MLCC）の製造工程で使用されるPETフィルムを再利用するリサイクルシステ

ムの構築に電子部品業界で初めて※1成功しました。

通常、MLCCの製造工程で誘電体ペーストを塗布する際に使用されるPETフィルムの表面には特殊処理が施されてお

り、製造工程での使用後は主にサーマルリサイクルや焼却処分されることがほとんどです。

本システムでは、廃棄するPETフィルムの表面を洗浄し、その後PET樹脂（ペレット状）に戻し、本件協業先である東レ

株式会社（東京都中央区）にて製膜化を行います。そのフィルムをTDKが調達し特殊処理を施すことによりMLCCの

製造工程での再利用が可能となりました。なお、本システムで使用するリサイクルPETフィルムは、従来のPETフィル

ムに対しCO2が約10％削減※2されています。

※1 2021年12月現在、TDK調べ

※2 PETフィルムの製造工程で発生するCO2のこと。東レ調べ

関連情報

積層セラミックコンデンサ: PETフィルムのリサイクル化を実現

https://www.tdk.com/ja/news_center/press/20220114_01.html
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■製品デザインからの取り組み（リサイクル材を使用したパワーインダクタ）

パワーインダクタCLT32シリーズはリサイクル鉄およびリサイクル銅の使用率を高めており、製品の50%以上が既に

リサイクル金属に置き換わっています。また本シリーズは、本来の性能を実現するために、銀やニッケルが必須でした

が、開発設計時の努力が結実し、銀を使用せず、少ないニッケルでの製造を実現させたため、調達・製造コストの抑制

につながっています。

製品の特徴としては、高出力の小型製品であること、消費電力が少なく、長い耐用年数であることがあげられます。

なお、本パワーインダクタは「SUPER ECO LOVE製品」※として認定されています。

※TDKでは、環境配慮型製品の中でも環境負荷低減効果が高く、業界においても他をリードする製品を「ECO LOVE製品」、さらに「ECO LOVE製品」の中でも効果が高く業界ト

ップレベルの製品を「SUPER ECO LOVE製品」と認定しています。



サステナビリティレポート 2023

110

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

サステナビリティ｜環境

化学物質使用リスクの削減

基本的な考え方 目標と実績

取り組み

基本的な考え方

TDKでは、人間の健康と環境を脅かす製品由来の有害物質ばく露を予防・管理する仕組みとして、2004年に「環境製

品品質マネジメントシステム」（EPQMS）を導入し、品質マネジメントシステム（QMS）の中で運用しています。

化学物質が持つ有害性や危険性を理解し、各国法律等に準拠した取り扱いの安全性を向上することを目的に、グロー

バルで共通指針による化学物質管理を推進しています。

また、環境への影響や従業員への健康リスクおよび火災・爆発リスク低減のため、有害性あるいは危険性を有する化学

物質使用・排出の削減を進めています。

目標と実績

2022年度目標 実績

グローバルでの共通指針による化学物質管理の推進および規制化学物質を取り巻く状
況に関する社内啓発推進

化学物質の使用に関する統一的な指針の運用を開始しました。また、開発技術者に向
けた化学物質管理教育を開始し、同時に化学物質情報共有サイトを新設しました。

製品含有化学物質管理

製造工程における化学物質管理

評価と今後の取り組み

統一的指針の運用開始、開発技術者向け教育実施および情報共有サイトの新設により化学物質管理の社内啓発につ

いて基礎固めが出来ました。

今後は、開発技術者向け教育の対象範囲の拡大と一般従業員に向けた化学物質に関する基礎教育を実施し、社内啓

発をさらに推進していきます。

2023年度目標

開発技術者向け教育の対象拡大および一般従業員向け基礎教育の実施による社内啓発の継続推進

関連情報

工場における環境リスク管理

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/chemicals-management#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/chemicals-management#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/chemicals-management#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system#anchor_05
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製品含有化学物質管理

EU RoHS指令、EU REACH規則、中国RoHS管理規則、米国TSCA規制、国連のPOPs条約など、製品含有化学物

質管理に関わる法規制や国際条約がますます強化される中、TDKグループでは国内外の法規制やお客様の要求事項

を遵守し、『環境負荷の少ない製品の供給』を目指した取組みを実施しています。

TDKでは、すべての製品※1 においてRoHS指令に対応しております。また早期対応策として、同指令で禁止対象とな

っている4種フタル酸エステル※2につきましても、法的施行1年前の2018年7月22日以降、製品への使用を禁止して

おります。

※1 一部のお客様仕様に基づく製品を除きます

※2 DEHP, BBP, DBP, DIBP

さらにそれらを継続し保証する仕組みとして、2004年に「環境製品品質マネジメントシステム」（EPQMS）を導入し、

現在は、品質マネジメントシステム（QMS）の中で運用しています。サプライチェーンの川中に位置する部品メーカーと

して、「買う」「創る」「売る」の各段階で予防と管理を徹底する仕組みとなっています。

関連情報

製品由来の有害物質ばく露の予防と管理 各種環境基準対応状況及び環境配慮型製品への取り
組み

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_04
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サステナビリティ｜環境

生物多様性への姿勢

基本的な考え方 電機・電子業界における生物多様性の保全にかかわる
行動指針について

取り組み

基本的な考え方

TDKでは生物多様性の重要性を認識しており、事業活動が地球環境および生態系に与える負の影響を回避または最

小化することを目指しています。製品の原材料から廃棄に至るサプライチェーン全体を通して、環境負荷の少ない操業

に努めており、森林資源や水資源の保護も行っています。地域社会などの外部パートナーと連携した生態系修復活動

や、自然の循環を乱さないサーキュラーエコノミーへの取り組みも推進しています。

当社は、従業員一人ひとりが、生産活動に伴う環境への影響や企業活動と環境との関わりを考え、豊かな地球環境の

保全に努めていくとともに、2018年4月に改定したTDK環境憲章の中で、生態系保全への寄与を常に考え、積極的に

取り組むことを明記しています。

関連情報

TDKグループ安全衛生・環境憲章 サーキュラーエコノミー活動の推進

電機・電子業界における生物多様性の保全にかかわる行動指針について

TDKは、2015年3月に電機・電子4団体※環境戦略連絡会生物多様性ワーキンググループにより策定された「電機・電

子業界における生物多様性の保全にかかわる行動指針」（第2版2018年8月発行）に賛同し生物多様性保護活動を進

めています。

※一般社団法人日本電機工業会（JEMA: Japan Electrical Manufacturers' Association）

※一般社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA: Japan Electronics and Information Technology Industries Association）

※一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ: Communications and Information network Association of Japan）

※一般社団法人 ビジネス機械・情報システム産業協会（JBMIA：Japan Business Machine and Information System Industries Association）

関連情報

TDKの主な自然保護活動実績（社会貢献活動）電機・電子業界における生物多様性の保全にかかわる
行動指針（外部サイトへ移動します）

取り組み

水資源への配慮（グローバル）

TDKにおいて、水は製造活動において必要不可欠な資源であるとともに、水資源の枯渇や洪水などの影響を受けるた

め、水リスクの適切な把握と管理は重要事項です。地域の水リスクと生産工場における水利用状況について監視、管理

を行い、製造工程における取水量の削減に努めています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision/health_safety
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
http://www.jema-net.or.jp/Japanese/env/biodiversity2.html
http://www.jema-net.or.jp/Japanese/env/biodiversity2.html
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取水量の削減は「TDK環境・安全衛生活動2025」における活動項目の一つであり、水取水量原単位の前年度比1.5%

改善を年間の削減目標と定めています。2022年度の総取水量は前年度比2.4%減少の16,635千㎥、原単位は前年

度比17.8%改善となり、目標を達成しました。

水資源への取り組みに関して、詳細はリンク先をご参照ください。

水資源への取り組み

生 物 多 様 性 を 高 め る”MIYAWAKI forests”造 成（TDK India Private Limited, Nashik 
Factory）

インドにあるNashik Factoryではナシーク遺跡に隣接する約4,000平方メートルの土地に宮脇方式※に基づいた森

林帯を造成しました。この森には60種類以上、約1,000本もの植物が植えられています。この植林を始めるにあたり

行われた式典では、参加者による清掃活動も同時に実施されました。この活動を通じ、従業員の生物多様性に対する

意識向上に繋げています。またこの森林を維持するために、Nashik Saytrees Environmental Trust（非営利団体）

の協力を仰いでいます。Nashik Factoryは他にも、このプロジェクトに約35,000ユーロを投資し、生物多様性以外

に、土壌や大気質の改善、騒音低減といった環境負荷低減活動も展開しています。

※宮脇方式：1970年代にすでに大都市の森林開発と緑化に取り組んでいた日本の生態学者宮脇昭氏によって生み出された手法。その土地に自生し、生態系に最適な樹種群を選

定して苗木を育て、混色・密植型の植樹を行うことで、それぞれの樹木の特性を活かしながら、自然の状態をよみがえらせる手法。この手法により、森林は従来の10倍の速さと3倍

の密度で成長し、30倍のCO2吸収を実現。3年で自給自足の自然林が生まれます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
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サステナビリティ｜環境

外部保証

第三者検証 環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
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サステナビリティ｜環境｜外部保証

第三者検証

TDKは、直接的なGHGの排出量（スコープ1）、エネルギー起源の間接的なGHGの排出量（スコープ2）およびその他

の間接的なGHGの排出量（スコープ3）を算出し、SGSジャパン株式会社の第三者検証を受けています。
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サステナビリティ｜環境｜外部保証

環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

TDKでは、環境パフォーマンスデータの客観性向上のため、以下の項目について、SGSジャパン株式会社の第三者レ

ビューを受けました。

•	 生産活動に伴うCO2排出量の算定方法

•	 製品によるCO2排出削減量の算定方法
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サステナビリティ｜環境

TDKの環境活動の歴史

2023年 3月 CDPサプライヤー・エンゲージメント評価において最高評価「リーダー・ボード」に3年連続選定

2022年

12月 CDP水セキュリティ対策にてAリスト（最高評価）に、3年連続選定

11月 事業活動で使用する電力を100％再生可能エネルギーにすることを目指す国際的なイニシアティブ「RE100」に加盟

9月 パリ協定が定める目標に科学的に整合する温室効果ガスの排出削減目標「Science Based Targets（サイエンス・ベースド・ターゲット）」を認定する機関「SBT 
イニシアチブ（SBTi）」に対し、コミットメントレターを提出

3月 ESG ファイナンス・アワード・ジャパンにおいて「環境サステナブル企業」に選定

2月 CDPサプライヤー・エンゲージメント評価において最高評価「リーダー・ボード」に2年連続選定

2021年

12月 CDP水セキュリティ対策にてAリスト（最高評価）に、2年連続選定

10月 サステナビリティ・リンク・ボンドを初めて発行

2月 CDPサプライヤー・エンゲージメント評価において最高評価「リーダー・ボード」に選定

2020年

12月 CDP水セキュリティ対策にてAリスト（最高評価）に選定

12月 CDP気候変動でスコアA-を獲得

8月 「TDK歴史みらい館」にて再生可能エネルギーの地産地消を実現

2月 TDK-Lambda Americas Inc.が米国環境保護庁(EPA)より環境有害物質（鉛）、生産廃棄物(銅)の大幅削減で表彰

1月 TDK浅間テクノ工場が2019年度省エネ大賞 省エネ事例部門「省エネルギーセンター会長賞」受賞

2019年 5月 気候変動が企業の財務に与える影響の分析・情報開示を推奨する提言を行うTCFD※1への賛同を表明

2018年

TDK Electronics AGの欧州拠点を中心にクリーンエネルギー購入を推進。

「TDK環境憲章」を改定（5版）

2017年

日本政策投資銀行による環境格付で、3回連続「特別表彰」を受賞

日本国内の高濃度PCB機器全廃

2016年

製品貢献量算定の信頼性向上を図るため「製品貢献量算定ガイドライン」策定

「TDK環境ビジョン2035」、環境・安全衛生基本計画「TDK環境・安全衛生活動2025」策定（2016年4月より開始）

2015年 環境基本計画「TDK環境活動2020」の環境貢献量100万トン達成

2012年 日本政策投資銀行による環境格付で、2回連続「特別表彰」を受賞

2011年 環境基本計画「TDK環境活動2020」策定（2011年4月より開始）

2010年 日本政策投資銀行による環境格付で、電子部品メーカーでは初めての「特別表彰」受賞

2009年 「生物多様性行動指針」制定
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2007年

中国本部にてISO14001認証取得（中国地区EMS全社統合の第一歩）

海外製造子会社 全拠点でゼロエミッション達成※2

2006年 日本国内全製造拠点EMS統合完了

2005年 環境基本計画「TDK環境活動2015」策定（2006年4月より開始）

2003年 日本国内全サイトでゼロエミッション達成※2

2002年 環境基本計画「TDK環境活動2010」策定（2003年4月より開始）

2000年 日本国内TDKグループすべての生産拠点・研究開発拠点にてISO14001認証取得完了

1999年 環境報告書の発行開始

1993年 TDK環境ボランタリープラン策定

※1  TCFD（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）

        2015年に金融システムの安定化を図る国際的組織である金融安定理事会（FSB）により設立された気候変動関連財務情報開示タスクフォース。

※2  TDKでは、事業所から排出される廃棄物について埋め立ておよび単純焼却による処理を一切行わずに、最終的には100%再資源化することをゼロエミッションと定義していま     

　　 す（法の規制により単独では再資源化できない物を除く）。
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サステナビリティ｜環境

環境データ

環境データ バリューチェーンにおけるCO2排出量

サイト別データ 環境会計

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

エネルギー（生産）

CO2排出量 t-CO2 1,669,733 1,557,687 1,768,010 1,701,476 1,383,019

Scope1 t-CO2 120,978 111,341 136,021 146,774 146,350

Scope2 t-CO2 1,548,755 1,446,346 1,631,989 1,554,703 1,236,669

総エネルギー使用量
(A)+(B)+(C)+(D)+(E)+(F) GJ 13,640,216 13,539,550 16,068,546 17,078,863 16,780,723

総エネルギー使用量
(A)+(B)+(C)+(D)+(E)+(F) MWh 3,788,949 3,760,986 4,463,485 4,744,129 4,661,312

総再生可能エネルギー使用量
(A)+(C)+(E) MWh 648,346 581,542 896,340 1,192,056 1,548,677

燃料 ( 再生可能エネルギー量 )
(A) MWh 9,015 8,778 8,344 8,074 7,787

燃料(非再生可能エネルギー量
)(B) MWh 635,027 604,262 742,384 788,613 796,026

購入電力(再生可能エネルギー
量)(C) MWh 639,029 572,189 886,632 1,182,202 1,538,759

購入電力+自家生成電力(非再
生可能エネルギー量)(D) MWh 2,505,576 2,575,182 2,824,761 2,763,460 2,316,610

自家生成電力(再生可能エネル
ギー量)(E) MWh 302 575 1,364 1,780 2,131

自家生成電力(再生可能エネル
ギー量 販売分) MWh 0 0 0 0 0

蒸気・温水等(購入分)(F) MWh 0 0 0 0 0

水

取水量 千m3 16,704 16,338 17,783 17,049 16,635

地方自治体の水道または他の水
道施設から(A) 千m3 11,631 11,268 12,073 11,817 11,718

淡水・表層水 湖、川など(B) 千m3 0 131 110 133 147

地下水(C) 千m3 5,073 4,939 5,600 5,099 4,770

排水量 千m3 - 11,104 12,889 13,106 11,730

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html#anchor_04
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廃棄物

非有害廃棄物総量 t 90,478 108,110 134,830 147,036 130,112

社外再資源化量 t 76,673 95,427 133,044 145,060 127,982

社内再資源化量 t 13,805 5,851 1,171 1,468 1,529

最終処分量※1 t 0 6,832 615 508 601

有害廃棄物総量 t 1,660 764 107 579 584

社外再資源化量 t 1,456 662 97 498 451

社内再資源化量 t 0 0 0 0 0

最終処分量※1 t 204 102 10 81 133

廃棄物総量 t 92,138 108,874 134,937 147,615 130,696

社外再資源化量 t 78,128 96,089 133,141 145,559 128,433

社内再資源化量 t 13,806 5,852 1,171 1,468 1,529

最終処分量※1 t 204 6,934 625 589 734

法規制の遵守およ
び事故

法規制超過および事故 件 0 1 0 0 0

罰金1万USドル以上 件 0 0 0 0 0

罰金金額（1万USドル以上） USドル 0 0 0 0 0

大気

PRTR対象物質排出量（日本） t 85 78 155 156 154

SOx排出量（日本） t 2 1 1 0 0

NOx排出量（日本） t 17 18 18 38 29

ばいじん排出量（日本） t 3 3 3 2 3

揮発性有機化合物（VOC）排出量※2 t 244 264 276 271 488

※1 TDKは、ゼロエミッションを推進しておりますが、新たに加わった子会社で最終処分量が発生しています。

※2 2022年度からデータの対象範囲をグローバルに拡大しています。2018年から2021年度のデータは日本のみを対象としています。
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バリューチェーンにおけるCO2排出量（2022年度）

各スコープ、カテゴリー毎のCO2排出量

スコープ1,2,3
（カテゴリー） 概要 CO2排出量

t-CO2

スコープ1 生産 146,350

スコープ2 生産 1,236,669

スコープ3

1 購入した物品、サービス 9,607,890

2 資本財 901,708

3 燃料およびエネルギー関連活動 1,217,373

4 輸送・流通（上流） 238,076

5 事業から発生する廃棄物 7,409

6 出張 40,728

7 従業員の通勤 7,911

8 リース資産（上流） 算定対象外

9 輸送・流通（下流） 算定対象外

10 販売した製品の加工 算定対象外

11 販売した製品の使用 14,477,887

12 販売した製品の廃棄 算定対象外

13 リース資産（下流） 算定対象外

14 フランチャイズ 算定対象外

15 投資 算定対象外

スコープ3におけるCO2排出量算定方法

カテゴリー 概要 算定方法

1 購入した物品、サービス 該当年度に購入した品目へそれぞれの購入金額に応じた排出原単位を乗じて算出。また材料については製品ごとの
主要構成材料（半製品を除く）の購入金額へ排出原単位を乗じることで算出。

2 資本財 該当年度に取得した設備など資本財の金額に投資金額当たりの排出原単位を乗じて算出。

3 燃料およびエネルギー関連活動 購入燃料および購入した電力が発電される際に用いられる燃料の採取、生産、輸送にともなう排出を対象として算定。
燃料：該当年度に購入した燃料別の排出原単位を乗じて算定。電力：購入電力量に排出原単位を乗じて算出。

4 輸送・流通（上流）
購入した製品・サービスの調達にかかる排出及び製造した製品の輸送にかかる排出量について算出した。購入した製
品についてはカテゴリ1と同様の品目それぞれへ調達に係る排出原単位を乗じて算出。また製造した製品については
出荷へかかる費用へ排出原単位を乗じて算出。

5 事業から発生する廃棄物 製造事業所の有価物を除く排出物を対象として、廃棄にかかる金額へ排出原単位を乗じて算定。
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6 出張 従業員の交通にかかる支出金額へ国内従業員の通勤/出張費用割合を乗じ、出張費用を算出。その出張費用へ出張
内容より勘案した排出原単位を乗じることで排出量を算定。

7 従業員の通勤 従業員の交通にかかる支出金額へ国内従業員の通勤/出張費用割合を乗じ、通勤費用を算出。その通勤費用へ通勤
手段より推定した排出原単位を乗じることで排出量を算定。

8 リース資産（上流） リース設備の利用については、Scope1,2において排出を報告しています。

9 輸送・流通（下流） 当社は電子部品製造会社であり川中企業のため非該当としています。

10 販売した製品の加工 当社製品の顧客の加工に伴う排出量は小さいため非該当としています。

11 販売した製品の使用 TDK製品（部品）の消費電力に製品が搭載されたセット製品の生涯稼働時間、換算係数、TDK製品（部品）の販売数量
を乗じて算定。

12 販売した製品の廃棄 当社は電子部品製造会社であり川中企業のため非該当としています。

13 リース資産（下流） 該当する事業活動がないため非該当としています。

14 フランチャイズ フランチャイズ店舗はないため非該当としています。

15 投資 該当する投資はないため非該当としています。

サイト別データ

2022年4月～2023年3月

工場名

エネルギー 水資源 排出物

電気（買電）の使用量
MWh 燃料等の使用量 取水量

千m3
総排出量

t
社外再資源化量

t

日本

TDK株式会社

鳥海工場 2,311 0 3,072 648 648

稲倉工場 23,466 26,644 91,842 1,371 1,371

にかほ工場北サイト 20,096 53,185 179,778 2,671 2,671

にかほ工場南サイト 11,810 3,822 14,712 84 84

成田工場 72,226 5,533 249,227 1,706 1,689

千曲川テクノ工場 5,751 16,734 3,488 80 80

浅間テクノ工場 42,330 35,436 212,173 1,637 1,637

静岡工場 37,479 46,528 115,697 2,953 1,503

三隈川工場 18,402 122,346 520,172 1,458 1,458

TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社

本荘工場西サイト 109,010 135,601 499,262 6,306 6,306

本荘工場東サイト 29,129 59,023 58,756 279 279
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北上工場 94,129 115,280 426,828 4,635 4,635

大内工場 42,884 56,354 78,847 756 744

岩城工場 2,789 3,527 55,286 283 283

甲府工場 35,010 56,023 641,899 1,215 1,215

鶴岡工場 11,332 3,023 10,738 394 394

酒田工場 14,844 1,556 13,614 141 141

飯田工場 5,908 42.4 2,102 222 222

鶴岡東工場 10,529 22,627 406,616 930 930

TDKラムダ株式会社※1 3,513 20.4 161,586 90 90

TDKプレシジョンツール株式会社 454 0.5 278 25 25

開発・オフィス部門 13,024 33,681 40,682 160 158

東アジア

TDK Dalian Corporation 43,857 550 188,619 218 208

Qingdao TDK Electronics Co., Ltd. 14,111 0 45,276 227 227

TDK (Suzhou) Co., Ltd. 3,297 0 7,085 78 78

TDK Xiamen Co., Ltd. 122,810 113,438 526,184 3,017 2,896

SAE Magnetics (H.K.) Ltd. 157,582 12,259 1,074,322 1,256 1,256

Amperex Technology Ltd. 1,165,422 913,236 3,489,327 62,399 62,399

Acrathon Precision Technologies (HK) Ltd. 5,979 153 46,970 486 377

Wuxi TDK-Lambda Electronics Co., Ltd. 3,659 0 6,954 90 90

TDK Dongguan Technology Co., Ltd. 54,608 41,354 225,852 2,312 2,312

Guangdong TDK Rising Rare Earth High 
Technology 11,387 0 38,159 88 88

TDK Korea Corporation 18,147 3480.1 44,824 62 62

TDK Taiwan Corporation 14,281 1,587 77,230 259 259

InvenSense Taiwan Co., Ltd. 12,060 0 14,899 22 22

Dongguan NVT Technology Co., Ltd. 63,724 11,681 317,552 3,727 3,727

その他アジア

TDK Philippines Corporation 22,268 1,255 232,952 49 49

TDK (Malaysia) Sdn. Bhd. 18,196 0 75,566 1507 1507
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TDK (Thailand) Co., Ltd. 11,084 841.9 146,584 889 889

Magnecomp Precision Technology Public Co., 
Ltd. 79,210 100,848 667,470 276 276

TDK-Lambda Malaysia Sdn. Bhd. 8,608 349 48,045 289 272

Hutchinson Technology Operations (Thailand), 
Co., Ltd. 20,137 0 133,922 209 209

Navitasys India Private Limited 12,448 8,162 31,808 1,773 1,773

EMEA

TDK-Lambda Ltd. 2,784 0 2,499 224 224

TDK-Lambda UK Ltd. 1,441 227.3 1,912 104 104

Micronas-Germany 45,643 264,348 357,606 679 679

北米南米

TDK Components U.S.A., Inc. 1,982 842.6 896 45 45

Headway Technologies, Inc. 74,171 86,187 123,958 473 445

TDK-Lambda Americas Inc. 2,223 2,259 2,489 14 4

Hutchinson Technology Inc. 37,263 146,143 395,953 1100 483

TDK Electronics

TDK Electronicsグループ※2 1,046,398 695,702 4,009,757 18,524 14,617

※1 長岡テクニカルセンターの数字です。

※2 TDK Electronicsグループは、TDK Electronics AGとその子会社を含みます。

環境会計（日本国内）

TDKでは、従来から環境保全に関わる費用と環境負荷の把握を行っていましたが、この両者の関連を明確にし、より効

果的な環境対策を推進する目的で、2001年度より日本国内の事業所を対象に環境会計を導入しています。

2022年度の集計結果の概要は以下のとおりです。

分類

環境コスト 経済効果 環境保全効果

当該年度投資額
(千円)

当該年度環境保全
維持管理費(千円)

環境保全活動による当該年度節減額
(千円)

環境保全活動による当該年度負荷改善結果
法規制遵守及びその他の実績(当該年度分)

1.事業所内エリアコスト

公害防止
(法規制管理) 1,165,410 1,025,118 •	振動・騒音・臭気に関する苦情： 0 件

地球環境保全 360,481 392,485 •	電力・燃料節減額： 23,032 •	CO2削減量： 581 t-CO2

資源循環 69,752 1,346,975
•	原材料等節減額： 87,629
•	用水節減額： 1,342
•	有価物売却益： 1,708,155

•	原材料等削減量： 3,196 t
•	用水削減量： 7,427 m3
•	有価物売却量： 8,432 t
•	社外リサイクル量： 18,343 t
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リスク管理 500 15,039 •	PRTR対象化学物質の排出削減量： 0 t
•	土壌汚染リスク対策実施件数： 0 件

2.上・下流コスト 0 0

3.管理活動コスト 0 6,889

4.研究開発コスト 0 231 •	環境配慮型製品研究・開発件数： 30 件

5.社会活動コスト 0 1,054 •	社外植樹本数： 900 本
•	ボランティア活動の参加延べ人数： 4,198 人

6.環境損傷コスト 0 0 •	修復実施件数(費用発生分)： 0 件

総計 1,596,143 2,787,791

※当該年度投資額は2022年度の支払額です。

※当該年度環境保全維持管理費には、設備の減価償却費（法定）を含み、人件費は当該年度人員にて把握するため、含まれていません。

※対象とした効果は実質的効果のみとし、推定的効果（リスク回避効果およびみなし効果）は含んでいません。

2022年度の集計結果について

•	 環境関連の設備投資額は、前年度の429（百万円）から1,596（百万円）に増加しました。

•	 環境保全維持管理費は、前年度の1,613（百万円）から2,788（百万円）に増加しました。

•	 環境保全活動による経済効果については、有価物売却価格の増加などにより、前年度の1,664（百万円）から1,820

（百万円）に増加しました。
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サステナビリティ｜社会

人権の尊重

基本的な考え方 人権デューディリジェンスのプロセス

人権リスクの特定と評価 人権リスクの予防・低減に向けた取り組み

外部コミュニケーション 外部イニシアティブ

基本的な考え方

人権課題に対する国際情勢への理解

人権尊重に対する方針

2008年、企業活動と人権についての基本的な考え方である「保護、尊重、救済」を中心とした「ラギーフレームワーク」

が国連人権理事会で承認されて以降、国際的なCSRガイドラインや国連、EUの政策において同フレームワークの考え

方が相次いで導入されています。また、世界を取り巻く法管轄としては、国際ビジネスの環境下で人権に対処している

法律を制定しています。具体的には、2010年に米国で成立した金融規制改革法（ドッド・フランク法）における紛争鉱

物条項や、米国カリフォルニア州で成立した「サプライチェーンの透明性に関する法律（California Transparency in 

Supply Chains Act of 2010）」、2011年に国連で承認された「ビジネスと人権に関する指導原則」、2015年に英国

で成立した「現代奴隷法（Modern Slavery Act）」、2017年にEUで制定した紛争鉱物規則、2019年にオランダで

成立した「児童労働デューディリジェンス法（Child Labor Due Diligence Act）」、2021年にドイツで成立した「サプ

ライチェーンデューディリジェンス法（Due Diligence in the Supply Chain Act）」およびノルウェーで成立した「事

業の透明性及び基本的人権等に関する法律（Transparency Act）」など、企業にその事業活動において人権課題を

具体的に把握し、適切に取り組むことを強く求めています。

TDKでは、TDK企業倫理綱領の中で、「国の内外において、人権を尊重し、関係法令、国際ルールおよびその精神を遵

守しつつ、持続可能な社会の創造に向けて、高い倫理観を持って社会的責任を果たしていきます。」と定めています。そ

の実現に向けて、TDK企業倫理綱領には人権の尊重に関する項目を含んでおり、私たちは人身売買を含むサプライチ

ェーン上のあらゆる形態の児童労働・強制労働を明確に禁止しています。また、TDK企業倫理綱領は、サプライチェー

ンにおける児童労働や強制労働を禁止する法律（1930年に米国で成立した「関税法307条（Section 307 of the US 

Tariff Act）」、改正法、その他上記で特定した法律など）を含むすべての人権関連法令を遵守するよう求めています。

またTDKでは2016年に「TDKグループ人権ポリシー」を策定しました。国際人権章典、労働における基本原則およ

び権利に関するILO宣言、OECD多国籍企業行動指針、子どもの権利とビジネス原則などの人権に関する国際規範を

尊重・支持するとともに、「ビジネスと人権に関する指導原則」の枠組みに基づいて、グループ内の事業活動はもとより、

バリューチェーン全体における潜在的な人権課題を正しく理解し改善するための取り組みを進めています。ビジネスパ

ートナーおよびサプライヤーの皆様に対しても、本ポリシーへの理解と支持を期待するとともに、児童労働・強制労働

の禁止も含め、TDKサプライヤー行動規範に沿った対応を求めています。

関連情報

TDK企業倫理綱領 TDKグループ人権ポリシー

TDK環境ビジョン2TDKグループの人権に関するステ
ートメント(英語)035 TDKサプライヤー行動規範

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_06
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights#anchor_07
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights/policy
https://www.tdk.com/en/csr/human_rights/index.html
https://www.tdk.com/en/csr/human_rights/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro07.html
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人権デューディリジェンスのプロセス

TDKでは、「ビジネスと人権に関する指導原則」で示されている手順に従って、人権デューディリジェンスのプロセスを

決定し、活動を推進しています。また、活動をより効果的なものとするために、外部有識者や社内外のステークホルダ

ーとのダイアログを実施しています。

TDKグループの人権デューディリジェンスプロセス

•	 TDK 企業倫理綱領

•	 TDK グループ人権ポリ

シー

•	 TDK サプライヤー行動

規範

•	 バリューチェーンにおけ

る人権課題の特定

•	 発生可能性× 影響の大

きさ× 自社の影響度で

リスク評価

•	 評価結果をもとに重点

課題の決定

•	 重点課題ごとの詳細リス

ク評価

•	 新たなビジネス関係（合

併・買収時等）における

人権リスク評価

•	 重点課題について、課

題に応じた対策の実施

とレビュー

•	 人権に関する教育

•	 サステナビリティWEB

•	 人権に関するステートメ

ント

人権リスクの特定と評価

TDKグループが重点的に取り組む人権課題

TDKは、専門家とのダイアログや国際的な人権団体等からのレポーティング、リスクアセスメント、CSRセルフチェック

を通じて、潜在的な人権リスクとなり得る課題や配慮すべき対象者について定期的に精査しています。（下表参照）

TDKグループが取り組む潜在的な人権リスク

バリューチェーン上の位置づけ 調達 開発・製造 販売

委託加工先/サプライ
ヤー / 派遣会社の従

業員
地域住民 従業員 地域住民 お客様 /エンド

ユーザー

製品安全 - - - - 〇

製品・技術の意図しない使われ方による人権侵害 - - - - 〇

影響を受けるステークホルダー

潜在的な人権課題
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個人情報保護・プライバシー侵害 〇 - 〇 - 〇

児童労働・強制労働・人身売買 〇 - 〇 - -

労働時間・適正賃金 〇 - 〇 - -

労働安全衛生 〇 - 〇 - -

外国人労働者に対する不適切な扱い 〇 - 〇 - -

差別（雇用および報酬・教育機会・昇進等の処遇） 〇 - 〇 - -

結社の自由・団体交渉の権利 〇 - 〇 - -

ハラスメント 〇 - 〇 - -

責任ある鉱物調達 〇 〇 - - -

拠点設立・統廃合に伴う雇用への影響 〇 〇 〇 〇 -

工場における不適切な環境対応による地域住民の権利侵
害（健康被害・生活環境の悪化・資産減少等） - 〇 - 〇 -

TDKは、人権侵害の発生可能性、発生した場合に想定される影響の大きさ、自社が影響力を行使できる度合いをもと

に、上記の潜在的な人権リスク評価を継続的に実施しています。その際、CSRセルフチェックやリスクアセスメントなど

のこれまでの取り組み状況なども考慮しています。その結果、重点的に取り組む人権課題を

•	 責任ある鉱物調達

•	 自社製造拠点における従業員の人権配慮

•	 サプライヤー（製造委託加工先、派遣会社を含む）への従業員の人権配慮

の３点と決定し、予防・軽減策の実施と進捗のモニタリングに取り組んでいます。

なお、重点的に取り組む人権課題については、定期的な再評価を行います。

労働時間・適正賃金の管理

各拠点にて独自の勤労管理システムを利用し、適切な勤務実績管理に基づいた賃金の支払いに努めています。サプラ

イヤーに対しても、TDKサプライヤー行動規範において、長時間労働・残業・報酬・最低賃金などに対する考え方を示し

ています。

個別の人権課題に対する考え方

児童労働・強制労働の禁止

TDKは、TDK企業倫理綱領の中で児童労働・強制労働※を明確に禁止するとともに、発生防止のためのさまざまな施

策をとっています。また、TDKサプライヤー行動規範においても禁止することとし、お取引先様へ求めています。

※強制労働：処罰の脅威や脅迫によって強制され、また、自らが任意に申し出たものでないあらゆる労働のこと。

（例：拘束を目的とした、雇用に関わる手数料の徴収、労働者に対する不合理な行動の制約、政府発行の身分証明書等の保持・破棄・隠匿・没収など。）
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労働安全衛生

安全で健康な職場環境の形成が重要な経営課題の一つとの認識のもと、2022年に更新された「TDK安全衛生・環境

憲章」に基づき、活動を推進しています。TDKサプライヤー行動規範においても「安全衛生」の項目を設け、労働者の

作業環境における潜在的な危険源の特定とリスク低減、緊急事態や労働災害、疾病への対応、安全衛生に関わる社内

コミュニケーションなどに対する考え方を示しています。

外国人労働者への配慮

第三国からの外国人労働者については、特に非熟練労働者において、社会的・経済的地位が低いことなどにより、強制

労働や人身取引の被害者となりやすく、人権の尊重および救済の観点から、配慮を行っています。

差別の禁止

TDK企業倫理綱領において、人種、信条、性別、宗教、国籍、民族、年齢、婚姻関係、障がい、性的指向、性同一性、兵

役経験、遺伝子情報、社会的身分等による雇用、処遇（報酬、研修参加、昇進等）における差別的取り扱いを直接的に

も間接的にも行わず、機会の均等を図ることを定めています。TDKサプライヤー行動規範でも同様の考え方を示して

おり、購買取引（請負、委託を含む）においては、経済合理性のみならず、調達先における法令遵守、人権・労働等にも

関心を持ち、おのおのが社会的責任を果たしていけるよう努めていきます。

結社の自由・団体交渉の権利

TDK株式会社および一部子会社に労働組合がありますが、法令や労働慣行により労働組合の結成が認められていな

い国や地域においても、TDK企業倫理綱領の中で、従業員と直接、もしくは従業員の代表との誠実な対話をすること

を通じて、健全な関係の構築と課題解決に努めることと定めています。すべてのケースにおいて、労働者の権利として、

組合結成または組合への参加の自由を尊重するとともに、団体交渉の権利として、労働組合のような集団での契約ま

たは契約しようとしている、参加または参加しようとしている労働者に対し、差別や報復をしません。

人権障害につながる可能性のある環境リスク

人権侵害につながる可能性のある環境リスクについては、ISO14001に基づき、各製造拠点にてリスクを特定すると

ともに、必要なリスク軽減策を講じて運用しています。TDKサプライヤー行動規範においても「環境」の項目を設け、人

体や環境に悪影響を及ぼす可能性のある化学物質の適正な管理を求めています。

関連情報

安全衛生

関連情報

TDK企業倫理綱領 安全衛生

TDKサプライヤー行動規範 責任ある鉱物調達

サステナブル調達 製造拠点における社会・環境配慮

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro07.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
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人権リスクの予防・低減に向けた取り組み

2020年に、TDKは、グローバルサプライチェーンにおける社会、環境、倫理面の改善に取り組むRBA（Responsible 

Business Alliance：責任ある企業同盟）に加盟しました。TDKでは、RBA行動規範を、製造拠点におけるCSR活動

の基準として活用し、取り組みを進めています。重点課題として特定した人権リスクに対する予防・低減の取り組みに

ついても、RBAの行動規範やチェック項目、監査の仕組み等を活用しながら活動を推進しています。具体的な取り組み

は以下の通りです。

関連情報

RBA行動規範（英語／外部サイトへ移動します）

自社製造拠点における従業員の人権配慮

グループ内のすべての製造拠点を対象に、RBAをベースとしたCSRセルフチェックおよび労働／企業倫理リスクアセスメ

ントを毎年実施しています。これらは、本社CSR機能にて主管しています。また、2021年度より、すべての製造拠点にお

いて3年に1回以上、RBA公認監査、お客様によるCSR監査、もしくはRBA監査基準に基づいた簡易CSRアセスメントの

いずれかを行うことを目標としています。これらの施策の中で、課題が発見された拠点では、対策を検討し、是正措置を実

施しています。

2022年度は、80のすべての製造拠点において、RBAのセルフアセスメントを使ったCSRセルフチェックおよび労働／企

業倫理リスクアセスメントを実施しました。人権に関するリスクアセスメントには、強制労働やハラスメント、食堂や警備会

社などの派遣会社やサービスプロバイダの管理が含まれています。労働／企業倫理リスクアセスメントを通じて、10拠点

で潜在的なリスクが特定され、期末までに全ての拠点で是正措置が完了しています。今後も、上記施策を通じ、人権侵害

のリスク低減のための取り組みを継続していきます。また、2021年度から2022年度において、63%の拠点でRBA公式

監査、お客様によるCSR監査、RBA監査基準に基づいた簡易CSRアセスメントのいずれかを受審しました。

その他、リスクに応じた課題別、国や地域別の取り組みも推進しています。例えば児童労働の防止について、中国製造拠

責任ある鉱物調達

TDKでは、米国金融規制改革法が成立した2010年より紛争鉱物対策を開始。2013年4月に、TDKグループの「紛争鉱

物」に関するポリシーを制定し、グループ各社にて調査回答体制を構築して対応するとともに、OECDデュー・ディリジェン

ス・ガイダンスに沿った取り組みを行ってきました。

近年、紛争のみならず、深刻な人権侵害または環境汚染への加担を抑制するため、紛争地域および高リスク地域原産の鉱

物など責任ある鉱物調達の対象が広がっていることを受け、2019年1月には、TDKグループの「責任ある鉱物調達」に

関するポリシーに改定。紛争だけでなく、人権侵害や環境破壊などのリスクや不正に関わるタンタル、錫、タングステン、

金、コバルト、マイカなどの鉱物問題に対し、サプライチェーン全体で責任ある鉱物調達を推進することを定めました。

2022年度もグループ各社にて紛争鉱物調査を実施し、コンゴ民主共和国および隣接国の武装勢力の資金源への関与が

明らかとなった鉱物は確認されていません。また、コバルトについても、コンゴ民主共和国におけるコバルト鉱山での児

童労働リスクへの懸念から、製錬所の特定を進めています。さらに、マイカにおいても、インドおよびマダガスカルにおけ

るマイカ採掘時の児童労働や安全でない労働環境に対するリスクへの懸念を踏まえ、製錬所（加工業者）の特定を進めて

います。

関連情報

TDKグループの「責任ある鉱物調達」に関するポリシー 責任ある鉱物調達

https://www.responsiblebusiness.org/code-of-conduct/
https://www.tdk.com/ja/sustainability/social/supplier_responsibility/sus02210.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
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点では、年齢確認手順に沿って児童労働の禁止を徹底すると共に、本社によるモニタリングを毎年実施しており、2022

年度も児童労働は発見されませんでした。また従業員の連続勤務が問題となるリスクが高いアジア各国を対象に、本

社による労働時間のモニタリングの強化を2017年度より実施しています。

関連情報

製造拠点における社会・環境配慮

サプライヤー（製造委託加工先、派遣会社を含む）における従業員の人権配慮

資材サプライヤーへの取り組み

CSR調達を推進する中で、RBAで求められている項目をベースとしたCSRセルフチェックを原則2年に1回実施してい

ます。チェック項目の中には、人権・労働、安全衛生、その他人権に関わる項目が含まれます。また、CSR監査をお客様

への納入製品に関わる重要度、依存度などを勘案して、お取引先様を選定して実施しています。

2022年度もグループ各社にて資材サプライヤーに対するセルフチェックを実施した結果、CSR適合サプライヤー比率

は100％となり、2021年度より1.1ポイント改善、目標を達成しました。引き続き、グループ各社およびサプライヤー

への働きかけを強化していきます。

製造委託加工先への取り組み

TDKでは、製造委託加工先へのCSRセルフチェックを定期的に実施しており、2年に1度、すべての委託先を対象とす

ることを目標としています。2022年度は、対象の委託加工先86%に対して実施しました。また中国の製造委託加工先

では、自社製造拠点と同様に本社による児童労働のモニタリングを毎年実施しており、今年度も児童労働は発見され

ませんでした。さらに、依存度の高い製造委託加工先については、CSR監査を実施しています。2022年度は、将来の

グローバル展開の備えとして、日本と中国で5社実施しました。

派遣会社への取り組み

人権や採用に関するリスクが高いと考えられている中国を含むアジアの高リスク国では、派遣会社における不適切な

対応が散見されることがあります。

そこで、中国を含むアジア地域の高リスク国における製造拠点で取引のある派遣会社を対象に、毎年CSRセルフチェ

ックを実施しています。

2022年度は、対象となる全ての派遣会社に対して実施しました。

関連情報

関連情報

サステナブル調達

ガバナンスデータ

サプライチェーン全体の人権配慮に関連する情報はこちらもご覧ください。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
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従業員教育

英国を含むすべての従業員に対して、e-ラーニングまたは集合教育を実施し、人権課題の理解促進を図っています。ま

た、RBAをベースとしたCSR内部監査員養成研修や、地域特性に応じたCSRトレーニングを実施し、トレーニングを

通じて、人権課題の課題抽出に結びつけています。また、サプライヤーに対しては、CSRセルフチェック実施時に、必要

に応じ内容理解促進のための啓発ツールの提供を行っています。

2022年度も、TDK企業倫理綱領およびTDKグループ人権ポリシーに基づく教育を通じ、人権の基本事項に関する理

解促進を行いました。

また、日本、アジア地区において、CSR内部監査員養成研修に計41名が参加するとともに、中国ではRBA行動規範に

関する詳細な要求事項に関する教育を実施し、113名が参加しました。

人権に関するコミュニケーションおよび苦情処理の仕組み

TDKグループの従業員には、潜在的な人権課題を含めた企業倫理のあらゆる問題について、業務ラインから独立した

社内外のヘルプラインを通じて相談・報告できるグローバルな内部通報の仕組みを構築しています。

また、従業員以外のステークホルダーに対しては、当社ホームページでのお問い合わせ窓口等を開設しており、適宜対

応しています。2022年度も引き続き外部から寄せられた人権問題に関するお問い合わせに対して、TDKの方針やそ

れに基づいた取り組みについて回答しました。

すべての問い合わせや報告に対し、TDKの関連部署は、調査、必要な改善措置、再発防止に努めています。

ダイアログ

人権課題の把握および取り組みの方向性を示唆いただく目的で実施しています。

2021年

サプライチェーンにおける人権課題について、グローバル調達機能の責任者が参加する形で、外部有識者を招いた勉

強会を開催。

2017年

サプライチェーンにおける人権対応でTDKに求められる役割について、2名の外部有識者を招いた勉強会を開催。

2015年

株式会社エナジェティックグリーンの和田 征樹氏をお迎えし、サプライチェーン全体でCSRを推進するためにTDKに

期待することについて、意見交換会を実施。

外部コミュニケーション

関連情報

関連情報

サプライチェーンにおける人権対応を考える

サプライチェーンにおけるCSR推進

https://www.tdk.com/ja/csr/important/society_and_environmental/csr10000.html
https://www.tdk.com/ja/csr/dialog/csr30000.html
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2014年

TDKにおける人権課題を特定するため、有識者とのダイアログを実施。

関連情報

ステークホルダーとの対話を通じた人権課題の特定

2013年

経済人コー円卓会議日本委員会が主催する、ニッポンCSRコンソーシアム「ステークホルダー・エンゲージメント・プロ

グラム」に参画。NGO・有識者（10団体）、他社（9社）とのディスカッションを通じ、製造業における人権課題を特定。

関連情報

ステークホルダー・エンゲージメント・プログラム／経済人コー円卓会議日本委員会（外部サイトへ移動します）

外部イニシアティブ

2020年2月よりRBAに加盟し、RBAの行動基準にのっとって、人権課題への取り組みを含めサプライチェーンにおけ

る活動を継続的に改善していくことを社会にコミットしました。

また、責任ある鉱物調達においては、RMI（Responsible Minerals Initiative）、および一般社団法人電子情報技術

産業協会（JEITA：Japan Electronics and Information Technology Industries Association）の責任ある鉱物

調達検討会に2011年より参画し、サプライチェーン全体での問題解決に取り組んでいます。

関連情報

賛同・加盟する主なイニシアティブと団体

https://www.tdk.com/system/files/_csr_report_rep2014_rep14000.pdf#page=9
http://crt-japan.jp/portfolio/she-program/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management#anchor_03
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サステナビリティ｜社会｜人権の尊重

TDKグループ人権ポリシー

TDKグループは、「かけがえのない地球環境の再生・保護と、豊かで安心できる暮らしの実現」に真正面から取り組む

ことで、「創造によって文化、産業に貢献する」を着実に果たしてまいります。この実現にあたっては、「TDK企業倫理綱

領」の価値観に基づき、ステークホルダーの人権を尊重するとともに、あらゆる企業活動が人権に及ぼしうる潜在的影

響を認識し、その軽減に向けた活動を実施することが重要との認識のもと、以下の項目を実施することで、人権尊重の

責任を果たしていきます。

（1） 国際人権規約や国際労働基準等、人権に関する国際規範を尊重し、その遵守に努める。

（2） 該当地域の国内法令が国際的に認められた人権と両立できない場合は、国際人権規約を尊重できるよう解決に

　　向けた努力をする。

（3） すべての役員・従業員に対し、人権に対する意識啓発、教育、能力開発等の取り組みを行う。

（4） 自らの企業活動による顕在的または潜在的な人権への負の影響に対処するべく、デューデリジェンスを実施する。

（5） 自らの企業活動が直接的および間接的に、人権に負の影響をもたらした場合は、その救済、またはそれに準じた

　　協力を行うよう努力し、再発防止に取り組む。

（6） バリューチェーンにおけるビジネスパートナーやその他のステークホルダーに対しても、人権尊重の責任を果たす

　　ことを求め、対話と協議を実施し、「TDK企業倫理綱領」に基づき不適合な場合は適切な対処を求める。

本ポリシーは、2016年7月29日に開催された当社取締役会において、承認されました。

2016年8月2日 制定
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サステナビリティ｜社会

お客様満足

基本的な考え方 製品・ソリューション

基本的な考え方

電子部品のお客様には、消費者に直結した電子機器メーカー様だけでなく、電子機器アセンブリメーカー様や、部品メ

ーカー様があります。当社は、このような多彩なお客様に対し、次の方法で「お客様満足度」を把握し、お客様に、品質・

コスト・納期・技術・サービス面で総合的に満足いただき、信頼されるTDKを目指しています。

関連情報

社会データ

•	 TDKが調査項目を作成し、お客様に回答を依頼する「アンケート調査」

•	 お客様が独自の評価方法でTDK製品を定期的に評価していただく「サプライヤー評価情報」

•	 お客様からいただく「製品苦情情報」

•	 お客様の立場に立って、パイプ役である営業担当が評価する「CS評価」

アンケート調査

お客様へアンケート調査を依頼し、お客様からの要望やご意見を収集して、社内関係部門にフィードバックする仕組み

を構築しています。

サプライヤー評価情報

お客様の「サプライヤー評価結果」を入手しています。お客様が満足されているレベルを「Aランク」とし、「サプライヤ

ー評価結果」に占める「Aランク」率の推移を把握。関連部門にフィードバックしCS向上を図っています。

製品苦情情報

国内外を問わず、お客様からいただいた「製品苦情情報」を苦情情報データベースで管理。オンラインで関連部門に

情報を送り、素早いアクションに結びつけることでCS向上を図っています。

特に重要な苦情が発生した場合は、経営トップに報告されるシステムになっています。

CS評価

お客様が求めるサプライヤー像に近づくため、営業担当がお客様の立場に立ってお客様のニーズを把握するよう努め

ています。お客様の不満の内容をいち早くつかんで、関連部門にフィードバックすることで改善に結びつけ、CS向上を

図っています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/customer-satisfaction#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/customer-satisfaction#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
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製品・ソリューション

テクノロジーの進化によって、新しい便利や快適がつぎつぎと生まれる時代。

最先端の分野でさまざまな課題解決に貢献する、TDKの製品やソリューションをご紹介します。

TDKの最新ストーリー

https://www.tdk.com/ja/featured_stories/index.html
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サステナビリティ｜社会

人材の育成

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKでは、次世代リーダーを育成し、後継者計画に役立てることを目的としたグローバルマネジメント開発プログラム

を継続的に開発・実施しています。今後も、研修活動の質を継続的に向上させること、ブレンデッド・ラーニングのアプ

ローチを取り入れて、あらゆる状況において参加者に最高の学習体験を提供すること、そして多くの有能なチームメン

バーの潜在能力を引き出すことに重点を置いていきます。このような人材中心のアプローチにより、継続的な人間的

成長を目指します。

グローバルマネジメント人材育成体系

体制

人財本部内に「グローバル人財開発統括部」を設置し、グローバルで各種施策を展開しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy#anchor_04
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目標と実績

2022年度目標 実績

地域別キャリア開発プログラム（Territorial Career Development Program/
TCDP）の継続実施

対面とオンラインの組み合わせにより、すべての地域でTCDPを実施。
グローバルで103名が参加（新型コロナウイルスの影響による選考プロセスの遅れの
ため、現在1地域において参加者数が未定）

グローバル・マネジメント・プログラム（Global Management Program/GMP）の継
続実施

GMPは毎年半数の参加者が入れ替わる制度を採用しているため、昨年のプログラム
参加者24名とあわせて、2022年度は合計で51名が参加

グローバル・アドバンスド・マネジメント・プログラム（Global Advanced Management 
Program/Global AMP）の継続実施 新型コロナウイルスの影響により延期されていたプログラムを再開

新 任 執 行 役 員 ま た は 執 行 役 員 候 補 を 対 象 とし た 研 修（Global Executive 
Management Program/GEMP）の第2回目の実施 将来のビジョンと戦略を策定する参加者にとって価値あるプログラム体験を提供

今後の取り組み

2023年度目標

TCDP：グローバル100~125名の参加
対面とオンラインの組み合わせのプログラムを継続。参加希望者の増加により一部地域で2プログラムを同時開催予定

GMP：50名の参加

Global AMP：25名の参加（累計参加者100名突破）

GEMP：プログラムのさらなる発展と長期戦略への統合

取り組み

TCDP（地域別キャリア開発プログラム）

TCDP（Territorial Career Development Program）は、中華圏、アジア、米州、欧州で実施されており、2018年

度からスタートしました。このプログラムでは、「リーダーシップ・エッセンシャル」「ピープルマネジメント」「変革の推進」

「人の心を動かすコミュニケーションとプレゼンテーション」「価値創造」をテーマとしたトレーニングを提供しています。

TCDPの目標は、有能な従業員のパフォーマンス、モチベーション、専門性を強化し、リーダーシップとマネジメント能

力を開発することです。また、TDKメンバー間における繋がりとパートナーシップを構築することも目的としています。 

参加者は、プログラム全体を通じて、チームプロジェクトに取り組みます。このプロジェクトの中で参加者は、学んだ内

容を実践する機会が与えられ、最終的に地域別のコミッティに対してその成果を発表し、評価を得ます。この実践的な

学習がTCDPの肝となっています。

プログラムは、9カ月以上に及ぶ5つのトレーニングセッションで構成されており、毎回異なる拠点で実施されます。専

用のTCDPラーニングチャンネルは、TDKのデジタル学習プラットフォーム Weconnectから利用が可能で、ブレンド

型のアプローチにより学習を補完しています。 TCDPの対象となるのは、TDKグループ全地域・全部門の管理・監督者

としての経験がある、かつ将来の成長が期待される従業員です。各回の参加者は25名で、すべてのプログラムは英語

で実施されます。
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ビジネス上のメリット：

•	 TDKグループの次世代リーダーとして潜在能力の高い人材の発掘

•	 企業経営の土台となる知識の理解、リーダーシップスキルおよびTDKに対するエンゲージメントの向上、従業員同

士のコミュニケーションの活性化など、個々のマネジメント力の底上げ

•	 主要なポジションにおける次世代候補者として、幅広い分野で活躍できるグローバル・リーダーの育成

•	 TDKユナイテッドに向けたTDKグループの従業員間におけるネットワーク強化

関連情報

次世代リーダー育成プログラムをグローバルで開始 Career Development（英語）

ビジネス上のメリット：

•	 参加者のネットワーク、知識、リーダーシップスキル、TDKの組織構造と課題理解の促進

•	 後継者育成計画のサポート

•	 自身の機能を超え、経営全体を視野に入れた学習

•	 TDKユナイテッドに向けたTDKグループの従業員間におけるネットワーク強化

GMP（グローバル・マネジメントプログラム）

GMPは、数年の管理職経験を持ち、グループ内でのさらなる成長が期待できる有能かつ意欲的な従業員を対象とし

た専門的なマネジメント開発プログラムです。このプログラムは、自身の機能を越えて視野を広げ、リーダーシップスキ

ルやTDKの組織構造とマネジメントに対する課題意識を高め、さまざまな組織や機能、文化、経験の中でより強力な繋

がりとパートナーシップを生み出す機会を提供しています。プログラムは2年間にわたって実施され、毎年参加者の半

数が入れ替わります。プログラムは６つの対面型プログラム（各回2.5日）で構成されており、さまざまな拠点で行われ

ます。参加者は50人で、それぞれの活動内容に基づいて2つのグループに分かれます。プログラムのうち、2度のセッ

ションは全体で行われ、残りのセッションは2つに分かれたグループで行われます。各プログラムの主な内容は、「リー

ダーシップと異文化トレーニング」「TDKのDNA」「グローバルセールス」などです。さらに、TDKのデジタル学習プラ

ットフォーム Weconnectからアクセスできる専用のGMPラーニングチャンネルも提供し、ブレンド型のアプローチに

より学習を補完しています。

Global AMP（グローバル・アドバンスド・マネジメントプログラム）

Global AMP（Global Advanced Management Program）は、リーダーシップの向上を目指して2019年度から

スタートしました。目的は、リーダーシップ、戦略立案、イノベーションおよびチェンジマネジメントに関する能力の向上

を図ることと、参加者同士の人脈形成の場として、TDKグループ全体のネットワークを強化することです。

Global AMPの特徴は、TDKの課題に結びついた学習アプローチであるため、現場で応用することができ、得た知識

の共有が可能なことです。最後には、参加者から経営層への発表を行います。

研修期間は8カ月間で、3回の対面型プログラムと1回のオンラインプログラムから構成されていますが、状況次第では

すべてオンラインでの開催も可能です。これら3回のプログラムで、参加者は合計約14日間、英語で実施されるプログ

ラムに参加します。さらに、プログラムを補完するために、短いセッションがオンラインで開催されます。

なお、Global AMPは毎年実施されており、事業責任者もしくはそれに準ずる者が対象となっています。参加人数は毎

年20～25名で、プログラム開始以来、累計参加者は83人に達しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy/sus10000.html
https://www.tdk.com/en/careers/career_development_at/index.html
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ビジネス上のメリット：

•	 TDKの企業価値、文化、および中期計画に基づいたプログラム

•	 グローバルな後継者育成計画への寄与

•	 戦略的なビジョンと思考、イノベーション、実行能力の強化

•	 TDKユナイテッドに向けたTDKグループにおける人脈形成および強固なつながりの構築

ビジネス上のメリット：

•	 参加者や関連グループ企業、本社機能における、TDKの持続可能な戦略、スピード感、価値創造へのアプローチの

強化

•	 メガトレンドと主要な変革に関するより高いレベルの認識を参加者にもたらすことによる、TDKのビジネスやコス

ト効率、レジリエンス向上などの相乗効果

•	「TDKの持続可能な成長と世界への貢献」を想定した次期（およびそれ以降の）中期経営計画への準備

GEMP（グローバル・エグゼクティブ・マネジメントプログラム）

GEMPは2020年にスタートしたプログラムで、ダイバーシティを活かし、「変革のトップマネジャー」を目指すとともに、

ビジネス開発戦略につながるイノベーションを発掘・管理することを目的としています。

GEMPの目標は、TDKのグループ会社と本社機能の間でより強い結束と連携を生み出し、組織の最上層にTDKユナ

イテッドを浸透させることです。人を鼓舞できるトップクラスのリーダーを、国境や文化を越えて配置することで、より強

固な会社経営が実現できると考えています。

GEMPは東洋と西洋のリーダーシップ哲学を繋ぎ合わせ、TDKグループの次世代幹部の育成および後継者育成計画

に貢献しています。取り扱われる課題は、中長期計画の基盤となるため、プログラムの最後には経営層へ提案されま

す。また、個別のコーチングセッションは、参加者が人を鼓舞できるグローバルリーダーに成長するのをサポートする内

容となっています。

合計8カ月に及ぶプログラムは、4-5日間の対面式セッションが3回英語で行われることになっていますが、状況次第で

はオンラインでも開催します。参加者は、新任の執行役員や将来その役割が期待される人材です。各回の参加者は10

〜15人で、プログラムの開始以来累計で23名が参加しています。

なお、このプログラムは、中期経営計画の策定に向けて実施されているため、開催されない年もあります。また、参加

者のビジョン実現をサポートするため、1年を超えて延長することもあります。

関連情報

社会データ

世界規模の英語とコミュニケーションのトレーニング

2018年より、世界中のチームメンバー間のコミュニケーション力を強化するため、Global Communication & English

（GCE）の取り組みを開始しました。トレーニング開始前のテスト、トレーニングの受講、トレーニング後のテストという

年間スケジュールに基づいてGCE研修を実施しています。さらに、短期間での英語のコミュニケーション能力向上を目

指す集中コース、ビジネススキル研修、英語以外の言語での語学研修など、特別な要件が満たせるようGCE研修を拡

大しています。GCEプロジェクトはTDKのデジタル学習プラットフォーム Weconnectのコミュニケーショントレーニ

ングでも提供されています。5年間の取り組みを通じた従業員の英語レベルの向上実績を今後公開する予定です。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
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サステナビリティ｜社会

ダイバーシティ＆インクルージョン

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKグループは、グローバルに事業展開する多数のグループ企業から形成されています。 多様な個性を持つ従業員が

能力を発揮できる環境を整備することで、革新的な創造を生み出し続けていくことが、企業成長を実現していくために

も重要と考えています。2020年4 月には、TDKダイバーシティ＆インクルージョン方針を策定しました。

TDK ダイバーシティ&インクルージョン方針

TDKが「創造によって文化、産業に貢献する」という社是を実践・実現していくためには、多様な個性を持った従業員の存在が必

要不可欠です。エレクトロニクス、エネルギー、素材やセンサーなどTDKの製品やソリューションは多岐にわたり、世界中で日々

の生活をより良くすることに役立っています。TDKの従業員がこれらの製品やソリューションを創造し、設計し、開発し、製造して、

人々に届け、私たちがこれからも社是を実践・実現し続けていくためには、グローバルに広がる仲間の多様な文化や規範、視点、

言語、アイデア、スキル、経験を受け入れ活かすことこそが鍵になると考えています。

TDKは、世界中に広がる個性溢れる従業員の力を最大限に活かし、会社と社会、双方にとって最大限の価値を生み出せるよう

TDKダイバーシティ＆インクルージョン方針を制定しました。TDKグループの従業員同士のつながりを強固にし、考え方や経験

の交流を活性化することで、個の能力を育みます。

TDKグループ企業倫理綱領の通り、TDKは従業員の個性を尊重することを宣言しており、合理的かつ公平な人事制度や処遇を

整えています。文化、国籍、年齢、性別、社会的背景、宗教、信条、人種、性的指向、障がいの有無や性格など従業員の多様性は

TDKの成功に欠かせない大きな原動力です。

多様な個性を持つチームは、異なるアイデアや意見を受け入れ、お互いの意見に耳を傾けることで個の成長を後押しし、高品質な

製品やソリューションを生み出します。私たちはあらゆる人々から成る多様性の溢れる組織を築き上げることをここに宣言します。

（2020年4月）

現在までに、

•	 TDKは日本で創業し東京に本社を構えていますが、全従業員の大多数は日本以外で働いています。

•	 TDKはさまざまな国で働く多様な文化的背景を持つ従業員によって構成されています。

•	 TDKにはあらゆる年齢層の従業員が在籍しています。

•	 TDKでは女性が重要な役割を果たしています。

•	 TDKではコミュニケーションやコラボレーションをリードする能力を向上するためのプログラムを継続的に実施しています。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion#anchor_04
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体制

人事教育機能が主管し、地域ごとの状況に応じた活動を推進しています。

2020年10月からは、人財本部国内人財開発統括部の「ダイバーシティ推進部」が主管部門として、TDKが社会から

必要とされ、期待され続ける企業であるために、世界中の従業員が性別、世代、国籍、民族に関係なく、お互いを尊重

し合い、自由闊達に意見をぶつけ合える風土の醸成に努めています。その第一ステップとして、あらためて日本の女性

の活躍推進に取り組みます。これまでも女性が働きやすくなるための環境整備は進めてきました。残る課題は、「働き

やすさ」から「活躍」のステージへの移行です。日本の女性が持っている能力、価値観、可能性を会社がさらに引き出

し、事業に取り入れ、TDKの成長につなげていきます。

2035年目標

マイルストーンとして、創業100年にあたる2035年に目指す女性の管理職比率を下記の通り設定し、活動を実行する

こととしました。

関連情報

社会データ

目標と実績

2022年度目標 実績

ダイバーシティ推進の意義浸透のため、国内の管理職への啓もう活動実施 2021年度間に既存の管理職の98％が参加した。当年度は新任・経験者採用で本ワー
クショップ未参加の管理職に実施。対象者の97%が参加。

2021年度から実施しているハラスメント防止対策の継続実施 ハラスメント防止のためのコミュニケーションセミナーを、国内全事業所で開催。当年
度在籍の管理職と部下のいる一部の係長職を対象とし、対象者の95%受講。

女性社員へのキャリア開発教育の実施 女性係長職へのキャリア開発教育を展開。外部NPO法人への派遣、メンター制度の実
施、女性係長職・一般職女性社員へのキャリア開発セミナー実施。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
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今後の取り組み

2023年度目標

新任・経験者採用の管理職を対象とする意義浸透のワークショップの継続展開。

女性係長職人材の外部研修機関への派遣、メンター制度実施、キャリア開発セミナー展開。女性一般職へのキャリア開発セミナー展開。

障がい者社員の定着のための障害者職業生活相談員の日本全国の拠点での配置。

2022年度も女性活躍推進活動を中心に、管理職の意識改革、ハラスメント防止活動を数多く展開し、TDKが「ダイバ

ーシティ＆インクルージョン」を推進する意義の浸透に努めました。

今後は、女性活躍推進にとどまらず、障がい者やLGBTQ＋といったマイノリティ人材の活躍を推進するための活動を

展開していきます。また、ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョンの取り組みを日本以外にも拡大し、2023年4

月には中国、ドイツ、米国、日本のメンバーで構成されるグローバルのDE&I（ダイバーシティ・エクイティ&インクルー

ジョン）部を設立しました。 新設されたチームは、日本で先行していた活動の歩みを引き継ぎながら、グローバルなDE&I

戦略を策定し、実行に移していきます。

取り組み

障がいのある従業員の活躍

TDKでは長年、障がい者雇用を積極的に推進してきましたが、少子高齢化や都市部への人口流出を起因とした地方で

の労働力の減少により、大きな拠点のある秋田地区をはじめ関東圏以外の事業所における応募者減少が現状の問題と

してあげられます。そこで、在宅勤務制度で培ったリモートワークのノウハウを活かし、関東圏にいる障がいのある従業

員が、地方にいる上司・部門からリモートで指示を受けながら就労する「リモート採用」を2021年秋より導入しています。

当社の主要事業である電子部品ビジネスグループをはじめ、リモートワークによって徐々に障がいのある従業員の活躍

領域が広がっており、現在従事している分野は経理、製品受注管理、製品分析補助、マーケティング補助、IT関連等々、

着々と業務が拡大しています。

また、近年増加する精神障がいの方の採用にも力を入れています。個別の障がいの状況を把握し、適切な労働環境を

提供することで、活躍できる場が増えています。

また、従業員の定着にも力を入れています。その一つの取り組みが「就労パスポート」の展開で、本社から活用が始ま

っています。上司が変わっても確実に次の上司へ情報が伝達されるよう、障がいの内容や現有スキル、配慮すべき事項

などを「就労パスポート」に記載し共有することで、従業員の定着につなげています。

従業員本人や周辺従業員からの相談に応じる「障害者職業生活相談員」の配置も、日本国内の全拠点で進めています。

人権尊重・機会均等への取り組み ～ダイバーシティ・アクション推進プラン～

TDKは、企業倫理綱領の中で人権の尊重と差別の禁止に関する項目を定めています。 具体的

な人権尊重、機会均等への取り組みとしては、従業員への啓発教育の実施、ヘルプライン等

の専用相談窓口の設置、育児・介護に関する諸制度（育児休業制度、介護休業制度、短時間勤

務制度等）を整備しています。 こうした働きやすい環境の整備や、仕事と生活が両立できる働

き方を推進した結果、当社は2014年度に、東京労働局長から次世代育成支援対策推進法に

基づく「基準適合一般事業主」としての認定を受け、次世代認定マーク（愛称：くるみん）を取

得しました。
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多様な働き方とワークライフバランス

詳しくはこちらをご覧ください。

関連情報

タレントアトラクション＆リテンション

今後も、従業員にとって利用しやすい制度となるように適宜、制度を見直していくとともに、社

会動向を見極めながら、従業員のニーズに合った新たな制度の導入を進めていきます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction
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サステナビリティ｜社会

タレントアトラクション＆リテンション

基本的な考え方 体制

取り組み

人事評価制度（TDK株式会社）

多様な働き方とワークライフバランス

一人ひとりのポテンシャルを最大限に引き出すための
仕組み／人事諸制度（TDK株式会社）

基本的な考え方

国内外グループ会社での従業員エンゲージメント調査の展開、およびその分析結果に基づいたフィードバック・適切な

改善措置の実施、エンプロイヤーブランディング（企業の魅力を高める）活動や採用活動をサポートかつ強化するソー

シャルメディアチャネルの確立により、高い意欲を持った従業員を確保し、より革新的でレジリエントな企業への進化を

目指しています。

TDKグローバルエンゲージメント調査の準備と展開、その分析に基づいたフィードバックと改善計画の作成、ソーシャ

ルメディアチャネルの活用などの多様な取り組みにより、才能ある人材の確保に繋がる従業員エンゲージメントおよび

従業員満足度の向上に取り組んでまいります。

体制

人事教育機能が主管し、地域ごとの状況に応じた活動を推進しています。

取り組み

グループ従業員の人材スキルの可視化

本社およびグループ会社の管理職を中心に、人材管理・育成を一元化し可視化するシステム「TMS（タレントマネジメ

ントシステム）」の導入を進めています。このシステムでは「パフォーマンス評価」や「コンピテンシーアセスメント」、「人

材育成計画」などのモジュールを用意し、一人ひとりの能力を把握しています。グローバルでの人材の個性を最大限発

揮するための重要な取り組みとして、今後はすべての拠点とグループ従業員への導入を目指しています。

TMSの概念図

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_06
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_07
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction#anchor_07
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多様な働き方とワークライフバランス

TDKでは、多様な個性を持つ従業員が能力を発揮できる環境を整備することが、革新的な創造を生み出し続け、企業

成長を実現していくために重要だと考えています。多様で柔軟な働き方が選択できる環境や仕組みを整え、ワークライ

フバランスの実現を支援することもその環境整備の一つです。

現在、TDKの各拠点では、テレワークやスーパーフレックスタイムを導入するなど、働き方に大きな変化が生まれてい

ます。この活動をさらに進め、働く時間や場所にとらわれない自律的なワークスタイル「TDK Smart Work」を本社や

テクニカルセンター等に導入しました。この活動を通じて、従業員のエンゲージメントの向上および個人と会社のパフ

ォーマンスの最大化を目指しています。

多様な働き方とワークライフバランスを支援する制度の例（TDK株式会社）

在宅勤務制度・スーパーフレックスタイム制度

働く場所や時間に柔軟性を持たせ、従業員の多様で柔軟な働き方を実現する制度を整備しています。なお、ス

ーパーフレックスは、コアタイムなしに従業員一人ひとりのニーズに合わせて、就業時間を自由に決められる

制度です。

出産・育児支援制度

「産前産後休暇」「育児休業」「育児短時間勤務」など、仕事と家事・育児の両立を支援するための制度を整備し

ています。「育児休業」は原則、子どもが1歳になる誕生日前日までを期間としていますが、父母がともに育児

休業を取得する場合は、子どもが1歳2ヶ月に達する日まで育児休業を取得することができます。（ただし、父母

1人ずつが取得できる休業期間の上限は1年間）「育児短時間勤務」は原則、子どもが小学校3年生の学年末に

達するまで利用可能で、複数の勤務時間パターンを用意しています。さらに、育児・介護関連サービス利用料の

援助も行っています。

介護休業

勤続1年以上で継続就業の意志がある従業員を対象に、配偶者、実（養）子、実（養）父母、実（養）祖父母、兄弟

姉妹、孫、および配偶者の実（養）父母の介護が必要になった時、対象家族1人につき、常時介護を必要とする

状態に至るごとに3回の休業（通算して1年以内）を取得できる制度です。

再雇用制度

定年退職者を再雇用する従来のTDK再雇用制度を改正し、2017年4月から、新たにセカンドキャリア制度と

して運用を開始しています。この制度は、高齢者の方々が有している知識や経験を、より一層有効活用すると

ともに、高年齢者雇用安定法の改正への対応という、企業としての社会的責任を果たすことを目的としていま

す。また、国内の関連子会社においても、同様の制度を導入し、定年退職者の再雇用を実施しています。

さらに、2017年10月より「ウェルカムバック制度」を導入し、出産や育児、家族の介護等やむを得ない事情で

退職した従業員を再雇用する仕組みを整備しています。
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配偶者転勤に伴う働き方の選択

2017年10月より、「配偶者国内転勤同行制度」、「配偶者海外転勤休業制度」を新たに導入しています。これ

らの制度では、配偶者の転勤に伴い現在の職場で働き続けることが困難になった場合でも、配偶者とともに転

勤、あるいは休業を選択することが可能になり、従業員のさまざまなライフイベントに合わせた働き方の選択

肢を用意し、TDKで安心して働き続けられることを目的としています。

出産・育児支援制度を利用した従業員の声

育児休業は成長休業

初めて子供が生まれたときに、近隣に身寄りがおらず、妻に初めての育児の不安や負担をかけることに悩んで

いたところ、同期の男性が育児休業を取得したことを聞いて「ならば自分も！」と取得を決めました。社会人に

なってから初めての長期休業。もちろん育児には取り組みますが、せっかくならもっとポジティブにこの休業を

活用したいと考え、「100食料理をする」「X線回折基礎の学習」を自分に課してみました。社会人になって夢

中になったことの一つが結晶学だったのですが、理解を深めるために基礎的な教科書を読みこみ、育休中に

存分に勉強できる贅沢感を味わったのは、今ではいい思い出です。

一方で、「ママってすごい」と気づけたことも大きな収穫でした。抱っこ紐で赤ちゃんを背負って買い物し、大き

な荷物を抱えて歩く姿、凄すぎます。夜泣きで毎晩起こされる妻が不憫だったので、自分が子供と一緒に寝る

ようになりました。妻の精神衛生が保たれたと思っています。

周囲から耳に届いたのは全て良い反応でした。先輩ママさん社員から「頑張って！楽しんで！」と言っていただ

いたり、同期からは子供用のおもちゃや絵本などを頂いたりなど。地域の赤ちゃんサロンに出掛けると、集まっ

た方々からは「男性も育児休業を取得しやすいなんて、いい会社ですねー！！」とうらやましがられることしきり

でした。

男性が取得を迷っているなら、私はもちろん勧めます。男性が長期休業を取得することについては「周囲に迷

惑をかけるのでは」「キャリアに悪影響を及ぼすのでは」等の不安から、取得のハードルが高いことは良く知っ

ていますが、取得してみた実感としては、デメリットはほとんどなかった、ということです。育児・家事の大変さ

を実感した一方で、日々成長するわが子と毎日向き合えた期間は他に代えがたいほどの幸せでした。それに

勉強する贅沢な時間も作れ、今後の仕事にも好影響だったと考えています。自分がこんなに充実した育休を過

ごせたのは部署の方々の理解あってのこと。個人的には、育休取得者を輩出した部署に何かしらのリターンが

あってもいいのかな、と思います（自分もリターンできるよう頑張りますが）。

最近嬉しかったのは、元同僚の男性社員が私に育休の相談をしてくれ、実際に育休を取得したということです。
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今後も育休取得によって、子供にたくさんの愛情を注げる環境が増え、自分も会社もWIN-WINになれればい

いなと思います。

TDK株式会社
技術・知財本部

評価解析部
素材解析室
永峰 佑起

人事評価制度（TDK株式会社）

TDK株式会社における人事評価は、「実績」と「行動」の2つの観点で行っています。「実績評価」は期初に設定した目

標に対する達成度に基づいて評価を行うもので、賞与への反映を通じて、従業員の貢献と成果に報いるとともに、一層

の意欲喚起と業績達成に繋がっています。「行動評価」は、役割ごとに定めた評価項目に基づいて期間中の行動を評

価するもので、評価項目には専門性や行動指針、コンプライアンス・リスクマネジメントなどの要素が含まれています。

目標を達成するための日々の行動を評価・フィードバックすることで、求められる役割の認識と行動を促しています。こ

の評価プロセスにおいて、期初の目標設定および期末の評価フィードバックのタイミングで上司・部下で面談を実施す

ることで、日々の業務におけるコミュニケーション以外でも、従業員が自らに期待されている役割などを確認できる機

会を定期的に設けています。

一人ひとりのポテンシャルを最大限に引き出すための仕組み/人事諸制度（TDK株式会社）

TDKは、従業員一人ひとりが意欲的にキャリア開発を行い、その能力を十分に発揮できるよう、さまざまな制度を整え

ています。

社内公募制度

人材募集の情報を社内掲示板に掲示し、希望者は上長を通さず、人事部門に直接応募が可能なアクティブ社内公募制

度を2000年から導入しています。目的は「TDKグループにおける事業編成の変化や求める人材の変化にタイムリーに

対応し、グループ全体での適材適所を促進すること」と「自分自身のキャリア開発に意欲的に取り組む意思と能力のあ

る従業員に、キャリア形成のチャンスを提供すること」です。2022年3月までに249人が合格し、異動が実現しました。

キャリアオプション制度

2006年1月から、前述の社内公募制度に加え、従業員自らが希望する部門・職務に異動するチャンスを得られるキャリ

アオプション制度を導入しています。この制度は、従業員に自らのさらなる成長とTDKの発展に貢献したいという強い

意欲を持ってもらい、さまざまな角度から自身のキャリアプランを見つめ直す場を提供することを目的としています。

自己申告制度

従業員一人ひとりのキャリア開発、能力開発のサポート、職務と人のベストマッチングを目的として、自己申告制度を実

施しています。これは、年1回、自分の希望する職務や勤務地、現職務の満足度等を人事部門へ直接申告することがで

きる制度です。また、面接を希望する従業員には、人事担当が面接を行い、申告内容を直接確認しています。

従業員と人事部門が定期的に対話を行うことで、従業員自身が自己のキャリアについて真剣に考えるとともに、希望す

る職場への配属や必要とする教育訓練の受講につなげるなど、従業員自身のキャリア形成に役立てています。
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サステナビリティ｜社会

安全衛生

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKグループ安全衛生・環境憲章

TDKでは、グループ全体の安全衛生・環境に関する方針を一体化し、「基本理念」と安全衛生および環境に対する「基

本方針」の2つから構成される「TDKグループ安全衛生・環境憲章」を制定しました。

体制

TDKは、社長を最高責任者とした安全衛生マネジメントシステムに基づく推進体制を確立しています。また、安全衛生

に関する重要事項については、取締役会にも報告を行い、必要な場合は決議事項の上程も行います。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision/health_safety
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労働安全衛生マネジメントシステムの推進

TDKグループでは、労働安全衛生の国際規格であるISO45001:2018の要求事項に準拠した労働安全衛生マネジメ

ントシステム（TDK OHSMS）を構築し、活動を展開しています。TDK OHSMSの運用のなかで、リスクアセスメントを

実施し、「化学的、生物学的、物理的薬剤への暴露」「労働者の身体に負荷のかかる作業」「生産機械の安全性確認・評

価」など、リスクの除去および低減活動を展開しています。また、公衆衛生の管理にも努めており、清潔な水や衛生設

備の供給などにより、全従業員に対して安全かつ健康的で、公正な労働環境の提供に取り組んでいます。

部分的にCSRの国際基準でもあるRBAに準拠した活動展開を図っており、それぞれの国や地域で従業員の母国語ま

たは理解できる言語で安全衛生情報を施設内へ明確に掲示することや教育訓練を実施しています。緊急事態に備えた

取り組みも活動の一つであり、緊急事態発生時の対応手順の制定や緊急事態の発生を想定した避難訓練の実施など

を行っています。

関連情報

ISO45001認証取得事業所

目標と実績

2022年度目標 実績

重篤災害ゼロの達成 重篤災害ゼロ

労働災害の発生状況の推移（日本国内）

関連情報

社会データ

2023年度目標

重篤災害ゼロの達成

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health/iso145001/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
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重篤災害ゼロの達成

2022年度は重篤災害の発生はありませんでしたが、それにつながる可能性のある労働災害が多数発生しました。発

生原因の本質調査や根本対策について情報共有を行い、重篤災害の再発防止に取り組んでいます。

また、各地域の情勢に即した安全衛生活動が展開できるよう、日本、中国、アセアン、ヨーロッパ、アメリカと地域別に

安全衛生・環境活動推進者（EHSコーディネーター） を設け、工場安全診断の実施や、安全環境会議でのベストプラク

ティスの共有などにより、安全衛生活動レベルの向上を図っています。

取り組み

工 場 全 体 のスキ ルアップ を 行う Technical Training Center の 設 置（TDK India Private 
Limited, Nashik factory）

インドにあるNashik Factoryでは、Technical Training Centerを設置し、全従業員の知識やスキルを向上させる

ための機会を提供しています。このセンターでは、新しい従業員が防火やAEDといった非常時安全衛生に関する対応

や実際の製品知識の理解を深めています。また、実際の製造設備やメンテンナンス用具も展示して触れるといった、従

来従業員の多能工教育にも用いており、全従業員のスキル向上に用いています。さらに教育プログラム内にレクリー

ション要素を取り入れることで、受講者を飽きさせないための工夫を取り入れています。

体感型安全教育のグローバル展開

2017年に秋田地区（にかほ工場南サイト）に設置したTDK安全伝承室の「見て」「聞いて」「感じる」をコンセプトとし

た体感型安全教育をグローバルにも展開を開始しました。2020年に中国地区拠点の一つであるTDK Electronics

珠海FTZにもEHS Training Centerを設置、2022年4月には三隈川工場でも安全伝承室を設置するなど、従業員の

安全意識高揚に向けた取り組みを行っています。 また、昨今の国内外での工場火災事例を受けて、TDKグループとし

てグローバルでの防火点検を実施し、火災リスク低減に向けた取り組みを行っています。

なお、安全伝承室の日本国内での教育延べ人数は12,555人です（2022年度：2,117人）。
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サステナビリティ｜社会｜安全衛生

ISO45001認証取得事業所
（2023年5月1日現在）

事業所 国名 登録証番号 審査機関

TDK株式会社
　サステナビリティ推進本部 安全環境グループ
　三隈川工場
　甲府工場
　成田工場
　静岡工場
　稲倉工場東サイト
　にかほ工場北サイト
　にかほ工場南サイト
　本荘工場西サイト
　本荘工場東サイト
　大内工場

TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社
　甲府工場
　稲倉工場東サイト
　にかほ工場北サイト
　にかほ工場南サイト
　本荘工場西サイト
　本荘工場東サイト
　北上工場
　大内工場
　岩城工場
　鶴岡西工場※

　酒田工場
　飯田工場
　鶴岡東工場

Japan JP21/071692 SGS

TDK China Co., Ltd.
　TDK (Suzhou) Co., Ltd
　TDK Dalian Corporation
　Qingdao TDK Electronics Co., Ltd.
　TDK Xiamen Co., Ltd.
　Guangdong TDK Rising Rare Earth High Technology Material Co., Ltd.

P.R. China CNBJ314200-U BV

SAE Magnetics (Dongguan) Limited P.R. China 02120S11006R4L CCCI

SAE Components (Chang An) Limited P.R. China 02122S10007R0L CCCI

AFI Technologies (Chang An) Ltd. P.R. China 02122S10014R5L CCCI

Ningde Amperex Technology Ltd. P.R. China CN19/31372.00 SGS

Dongguan Poweramp Technology Limited P.R. China CN19/31973 SGS

TDK Dongguan Technology Co., Ltd. P.R. China CNBJ314200-U-006 BV

Guangdong Real Faith Pingzhou Electronic Co., Ltd.
Guangxi Real Faith Pingzhou Electronics Co., Ltd. P.R. China 00221S23233R3L

00221S23233R3L-1 IQNet

TDK Taiwan Corporation Taiwan 20003153 OHS18 DQS

InvenSense Taiwan Ltd. Taiwan TW17/00862 SGS

TDK Korea Co., Ltd. Korea KR002765 BV

TDK Philippines Corporation Philippine 50500402 OHS18 DQS

TDK (Thailand) Co., Ltd. Thailand 488005 OHS18 DQS

Magnecomp Precision Technology Public Co., Ltd.
Rojana Plant
Wangnoi Plant

Thailand 25884/E/0002/UK/En
25884/K/0001/UK/En

URS
URS

Hutchinson Technology Operations (Thailand) Co., LTD. Thailand 81791/E/0001/UK/En URS
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TDK (Malaysia) Sdn. Bhd. Malaysia 01 213 117285 TUV

TDK-Lambda UK Ltd. UK OHS 609627 BSI

TDK-Lambda Ltd. Israel 106055 IQNet

TDK Electronics AG Germany 10000458801-MSC-RvA-DEU DNV

※TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社鶴岡工場は、2023年4月1日よりTDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社鶴岡西工場へ名称変更しました。
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サステナビリティ｜社会

健康経営

基本的な考え方 体制

取り組み

基本的な考え方

TDKのチームメンバー（従業員）の健康は事業活動におけるすべてのクオリティに直結する重要課題と認識し、チーム

メンバーの健康管理、増進を積極的にサポートするために健康宣言を制定しました。

チームメンバーが心身ともに健康に働き続けることができるよう健康推進活動に取り組んでいます。

TDK健康宣言

TDK United※の多様なチームメンバーとその家族が心身ともにいきいきと健康クオリティを高め、仕事のみならず生活のクオリ

ティも高めることで、サステナブルで健康な社会の実現に貢献していきたいと考えています。

※TDK Unitedとは、過去数十年においてM&Aや提携によって多種多様な歴史、文化、習慣を持ったチームメンバーと企業が集まったTDK独自の融合体を意味します。そ

れぞれの個性がうまく融合していることがTDKの特長であり、強みです。

2023年4月1日

代表取締役社長執行役員 齋藤 昇

TDKは、チームメンバー（従業員）全員で「クオリティ」の向上に取り組んでいます。クオリティとは製品のみならず、安全、働き方、

法令遵守など全てにおいてのクオリティです。クオリティ向上への取り組みが、一人ひとりの成長につながり、その合計が会社の

価値になると考えています。そして、全てのクオリティの向上は「人」=チームメンバーによってのみ実現可能であり、その前提とし

て、チームメンバーの一人ひとりの心身のクオリティは最も重要な経営課題のひとつと認識しています。

健康宣言

TDK United のチームメンバーは、“ヘルスファースト”でクオリティの向上に取り組みます

体制

人事担当役員を健康推進責任者とし、人財本部内に健康推進課を新設して健康推進活動に取り組んでいます。

健康推進担当役員：常務執行役員Andreas Keller

健康推進組織

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/health-and-productivity#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/health-and-productivity#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/health-and-productivity#anchor_03
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TDKでは、チームメンバーの健康管理、増進のため、定期健康診断の実施はもとより、事業所に産業医、保健師、看護

師、歯科医（一部の事業所）を配置し、健康相談、歯科診療が日常的に受けられる環境を整えています。また、健康保険

組合が開設している社外の電話健康相談窓口（24時間受付）でチームメンバーからの相談を受け付けています。

2018年度からは会社、健康保険組合、産業医、保健師、看護師、労働組合の関係者による健康管理事業推進委員会を

発足させ、委員会にて各種健康推進活動を検討、実行に移し、健康推進活動を展開しています。

健康推進体制のフロー

取り組み

戦略マップ

健康経営の推進にあたっては、健康経営で実現したい姿である、チームメンバーの健康クオリティの向上につながる健

康課題を特定し、それらを解決するための具体的取り組みを整理した戦略マップを作成しています。
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主な健康推進活動

メンタルヘルス対策

身体の健康のみならず、近年、社会的関心が高まっている心の健康管理についても積極的に取り組んでいます。

特定の事業所での専門医によるメンタルヘルス相談窓口の設置や、従業員が気軽にカウンセリングを受けられる体制

を整えるとともに、e-learningによるセミナーも開催しています。

また、職場復帰に取り組む従業員を最大限に支援するため、リハビリ勤務制度等を含む「職場復帰支援プログラム」を

導入しています。

2016年度からは、従業員自身がストレスの程度を把握し、メンタルヘルス不調となることを未然に防止することを目

的として、ストレスチェックを実施しています。ストレスチェックと各種研修を通して、ストレスとうまく向き合いながら従

業員一人ひとりがいきいきと働ける健康クオリティの向上に取り組みます。

健康経営優良法人認定取得

TDKは、経済産業省と日本健康会議が実施している「健康経営優良法人（大規模法人部門）」に2023年に認定されま

した。
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サステナビリティ｜社会

社会貢献活動

基本的な考え方

「環境保全」分野における取り組み

体制

「社会福祉・地域社会の活動」分野における取り組み

「学術･研究/教育」分野における取り組み

被災地域への支援

「スポーツ/芸術・文化」分野における取り組み

基本的な考え方

TDKは、企業市民の一員として社会、地域と共生することの大切さを認識し、企業として社会にできる活動とは何かを

考え、独自の社会貢献活動を推進しています。

理念

「創造によって文化、産業に貢献する」という社是に基づき、企業市民の一員として社員一人一人が社会への

高い意識を持ち様々な活動を行うことで、健全で豊かな社会の発展に貢献します。

方針

「学術・研究／教育」 「スポーツ／芸術・文化」「環境保全」「社会福祉・地域社会の活動」の4分野を選びTDKグ

ループの様々な資源（社員、製品、資金、情報等）を活用し、NPO／NGOなどとの連携も含め、積極的な活動

をグローバルに行います。

体制

上記方針にのっとる形で、各地で社会貢献活動の計画を策定し、実行しています。

「学術･研究/教育」分野における取り組み

当社がこれまで培ってきた製品技術や人材を活用することで、社会に還元し、また次世代を担う若者たちに、さまざま

な知識や経験、技能等を学ぶ機会を提供していきたいと考えています。

具体的な例として、2016年10月に新たにオープンしたTDK歴史みらい館（英文名称：TDK Museum）では、TDKの

「磁性」技術を活用した製品や技術の歴史を紹介するとともに、未来への取り組みも新たに加え、これからの社会を担

う若い方々への科学技術の学習支援を積極的に行える活動拠点となっています。また、エレクトロニクス体験教室も継

続して実施しています。

TDK歴史みらい館のホームページはこちらをご覧ください。

TDK歴史みらい館

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_06
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_07
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_04
https://www.tdk.com/museum/
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「スポーツ/芸術・文化」分野における取り組み

当社は、ステークホルダーの皆様に良質な感動と興奮を提供し続ける企業でありたいと考え、同じように人間の心を高

揚させ、感動を与えてくれるスポーツや芸術活動を支援しています。

具体的な例として、2001年より「TDKオーケストラコンサート」として、世界的なオーケストラの日本公演に協賛する

とともに、「TDK Rising Stars」と題して小中学生や音楽を学ぶ学生の「教育」や「育成」のため「アウトリーチミニコ

ンサート」と「公開リハーサルおよび本公演招待」を行っています。

新型コロナウィルス感染症の影響のため3年ぶりに開催となった2022年度は、来日したロンドン交響楽団（LSO）の首

席奏者をはじめとする演奏家たちが、東京都中央区立銀座中学校を訪れ、生徒全員が世界一流の響きを体験するとと

もに、楽団員との交流を深めました。

また、サントリーホールで開催されたロンドン交響楽団来日公演の公開リハーサルに、音楽を学ぶ230名の学生を招

待しました。公開リハーサルでは、指揮者・音楽監督であるサー・サイモン・ラトル氏が楽団員とコミュニケーションを取

りながら1つの音楽を完成させていく様子に、学生たちは真剣に見入っていました。さらに、本公演では、招待された

学生の演奏に聴き入る表情がとても印象的でした。

自身の力で新しい未来を切り拓こうとする若い方々を応援するため、世界で活躍する音楽家との対話を通して可能性

をさらに拡げるきっかけ作りの場を、TDKは引き続き提供してまいります。

「環境保全」分野における取り組み

当社は、人間の暮らしをより便利にするための製品を提供するため、開発や研究を進めています。同時に、地球環境と

の共生を目指したさまざまな環境保全活動にも地道に取り組んでいます。

具体的な例として、秋田県内各工場では「TDKブナの森」植樹会や追肥、清掃活動を2004年より毎年実施しており、

これまで9,900本もの植樹を行いました。

2022年度も昨年に引き続き、新型コロナウィルスの感染拡大を防ぐために追肥活動は担当部門のスタッフのみで行

い、植樹活動は人数制限を設けての実施となりました。

「社会福祉・地域社会の活動」分野における取り組み

当社は、グローバルに企業活動を展開しています。当社の持つ資源を活用しながらその地域社会におけるさまざまな

課題を解決し、よりよい社会の実現に向けて努力しています。

今後も、各地のニーズに合わせた活動を行ってまいります。
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被災地域への支援

TDKエレクトロニクスファクトリーズ株式会社北上工場では、東日本大震災の復興支援として、岩手県の復興支援ボラ

ンティア活動に毎年参加しています。

新型コロナウィルスの感染防止の為、2020年度から2022年度まで中止としていましたが、2023年度より活動を再開

する予定です。
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カテゴリー 項目 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

雇用

連結従業員数

名

104,781 107,138 129,284 116,808 102,908

日本 9,777 10,080 10,381 10,751 11,379

アメリカ地域 4,738 4,465 4,092 4,184 4,164

ヨーロッパ地域 8,205 7,969 7,962 8,222 8,218

アジア地域 82,061 84,624 106,849 93,651 79,147

男性比率

%

53.8 55.2 58.2 57.2 56.9

女性比率 46.2 44.8 41.8 42.8 43.1

連結非正規従業員数※1 名 28,705 25,173 21,577 23,152 19,620

連結非正規従業員比率 % 27.4 23.5 16.7 19.8 19.1

国籍別従業員比率

G.China

%

59.9

Japan 12.0

Thailand 5.3

Indonesia 3.8

Philippines 3.7

Malaysia 2.6

Hungary 2.3

India 2.1

Germany 1.9

Brazil 1.6

単独従業員数

名

5,330 5,523 5,689 5,719 5,901

男性 4,497 4,628 4,747 4,737 4,851

女性 833 895 942 982 1,050

女性比率 ％ 15.6 16.2 16.6 17.2 17.8

平均年齢（TDK株式会社）

歳

43.7 43.6 43.5 43.4 43.0

男性 44.4 44.3 44.3 44.2 43.8

サステナビリティ｜社会

社会データ
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雇用

女性 歳 39.8 39.5 39.2 39.2 38.9

勤継年数（TDK株式会社）

年

19 18.3 18.3 18.3 17.9

男性 19.5 18.7 18.8 18.9 18.5

女性 17 16.2 16 15.5 14.8

新卒採用人数（TDK株式会社）※2

名

225 202 196 262 280

男性 184 145 155 198 214

女性 41 57 41 64 66

女性比率 ％ 18.2 28.2 20.9 24.4 23.6

中途採用人数（TDK株式会社）

名

130 126 110 169 242

男性 102 100 93 129 189

女性 28 26 17 40 53

女性比率 ％ 21.5 20.6 15.5 23.7 21.9

正規雇用労働者の中途採用比率

TDK株式会社 37 38 36 39 46

TDKエレクトロニクスファクトリ
ーズ株式会社 14 28 27 39 61

TDKラムダ株式会社※ 19 21 33 41 41

TDKサービス株式会社 100 100 100 100 60

総離職率（TDK株式会社）※3 % 1.4 1.6 1.6 1.8 2.3

自己都合離職率（TDK株式会社）※3 % 1.3 1.4 1.4 1.6 2.1

ワークライフ
バランス

育児休暇取得者数（TDK株式会社）

名

23 41 30 41 62

男性 4 17 12 22 33

女性 19 24 18 19 29

復職率 % 100 100 100 100 100

男性の育児休業取得率※4

TDK株式会社

%

2.8 13.4 9.0 17.1 24.4

TDKエレクトロニクスファクトリ
ーズ株式会社 2.4 0.0 7.0 3.0 11.5

有給休暇取得率（TDK株式会社） % 60.7 62.5 53.6 58.6 66.2

介護休業取得者数（TDK株式会社） 名 3 2 1 2 2
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ダイバーシティ

女性管理職比率（TDK株式会社）

%

1.4 1.8 2.3 3.2 3.8

女性部長職比率（TDK 株式会
社） 0.7 0.7 1.5 1.7 1.7

女性課長職比率（TDK 株式会
社） 1.6 2.2 2.5 3.7 4.6

女性係長職比率（TDK 株式会
社） 5.8 6.4 6.7 7.3 8.3

障がい者雇用率（TDK株式会社）※ 2.18 2.15 2.03 1.95 2.45

人材育成

一人あたり年間研修時間※5 時間 17.4 49 37.1 19.6 23.4

一人あたりの年間平均研修費用／
人材開発費用 円 6,095 10,077 11,796

TCDP（地域別キャリア開発プログラ
ム）修了者数 名 96 101 0 89 98

GAMP（グローバルマネジメントプロ
グラム）修了者数※6 名 17 24 0 19

英語学習プログラム参加者数 名 2,442 3,613 3,614 3,389 2,759

人材育成（TDK 株
式会社）

教育・研修費用 百万円 239 285 342 316 291

海外トレーニー研修参加者数（過去
累計） 名 35 40 40 40 40

海外大学への技術者派遣（過去累
計） 名 49 49 49 50 50

結社の自由 団体交渉権保有率※7 % 75.1 72.3 83 61.4 62.9

従業員エンゲージ
メント※8

回答率

%

80

高エンゲージメント比率 66

コメント率 43

エンゲージメント指数 72

職務満足度 (TDK
株式会社)

回答率

%

92.7 91.7 93.1 86.6 87.8

従業員の職務満足度※9 93.4 93.6 93.1 93.4 92.8

安全衛生

災害発生件数

件

351 237 286 338 227

不休業災害 129 72 79 110 84

休業災害※10 222 165 207 228 143

日本 21 20 12 17 28

中国 91 60 89 119 48

アジア 58 20 35 32 29

アメリカ 50 40 58 48 30
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安全衛生

ヨーロッパ

件

131 97 92 122 92

重篤災害発生件数※11 0 0 0 1 0

千人事故率※12 3.11 2.01 2.45 2.66 2.24

強度率（日本）※13 0.004 0.017 0.001 0.005 0.002

休業災害度数率 0.73 0.58

休業災害度数率（日本） 0.17 0.40 0.04 0.25 0.43

※ 一部のデータを正しく修正しています。

※1 非常勤嘱託、パートタイマー、派遣社員、委託加工先（製造分）を対象としています。

※2 翌年度4月入社を対象としています。

※3 正社員のみ（定年退職は除く）算出しています。

※4 配偶者が出産した男性従業員数に対する育児休業等を取得した男性従業員数の割合

※5 グローバル人財開発統括部主管のものを対象としています。

※6 2019年度よりプログラムを開始しました。

※7 従業員の組合への加入状況を把握するのが困難である一部の国、地域は集計対象外となっています。

※8 詳細は、2023年3月期統合報告書36～37ページをご確認ください。

※9 職務満足度調査において、現在の職務への満足度を3段階で評価し、2-3段階目の選択肢を選んだ従業員の割合を算出しています。

※10 1日以上の休業を対象としています。

※11 重篤災害：長期療養を要する障がいまたは可能性のある負傷および疾病

※12 対象の従業員は、派遣等を含みます。

※13 のべ労働時間1,000時間あたりの労働損失日数の割合
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サステナビリティ｜ガバナンス

コーポレート・ガバナンス

基本方針

取締役・監査役・執行役員

取締役会の実効性評価

経営・執行体制

情報開示

監査体制

内部統制に関する基本方針

役員報酬

東証コーポレート・ガバナンス報告書 （PDF：383KB）

https://www.tdk.com/ja/ir/governance/basic/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/executive_lineup/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/effectiveness_evaluation/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/management/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/disclosure/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/audit/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/internal/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/remuneration/index.html
https://www.tdk.com/system/files/governance_20230703_01_ja.pdf


サステナビリティレポート 2023

166

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

サステナビリティ｜ガバナンス

リスクマネジメント

体制 事業継続（BC：Business Continuity）

リスクマネジメント教育

体制

TDKは、持続的成長を目指す上で、組織目標の達成を阻害する要因（リスク）に対し、全社的に対策を推進し、適切に管

理する全社的リスクマネジメント（ERM）活動を実施するため、社長執行役員が指名した執行役員を委員長とするERM

委員会を設置しています。同じく、経営会議直属でコンプライアンス委員会、危機管理委員会、情報セキュリティ委員

会、情報開示委員会を設け、各課題の対策・対応を行っています。いずれも委員長は、執行役員が務めています。

各委員会の活動状況については、監査役および内部監査部門の定期的な確認と監査により、当社グループにおける経

営上重要なリスクの抽出・評価・見直し・効果的な対応策の策定等、リスク管理体制を強化しその実効性を高めるため

の助言が受けられる仕組みを確保するとともに、顧問弁護士等の専門家からも、当社グループを取り巻くリスクについ

て、随時助言を受けています。

コンプライアンス委員会

コンプライアンスに関するリスクマネジメントの統括と、取り組みの高度化を目的としたコンプライアンス委員会を通じ

て、法令違反等の未然防止や再発防止の強化を推進しています。コンプライアンス委員会は、全社的なコンプライアン

ス活動方針及び計画の承認、コンプライアンスに関して当社グループが重点的に取り組むリスクの選定、個別のリスク

のリスクオーナー部門への割当、リスクオーナー部門に対する指示及びモニタリングを行っています。

危機管理委員会

企業の存続や発展を阻害するような重大な災害・事故・事件（自然災害・火災等事故・感染症等）の事前の対策の実施

と、事後の損害の軽減や拡大防止を目的に危機管理委員会を設置、活動しています。有事の際には迅速に全社危機対

策本部を立ち上げ、まずは従業員の安全確保に最優先で取り組みつつ、事業継続計画（BCP）に基づき、一刻も早い事

業再開を実現してお客様への供給責任を果たしています。

ERM（Enterprise Risk Management）委員会

ERM委員会では、全社のリスクの分析評価を行い、対策が必要なリスクを特定するとともに、リスク対策を主導するリ

スクオーナー部門の割当等、全社的リスクマネジメントを推進しています。個々のリスクに対しては、割り当てられたリ

スクオーナー部門がリスク対策の実施を主導し、その対策状況については、委員会にてモニタリングを行います。委員

会によるリスク分析評価や重要なリスクの対策状況については、経営会議において審議し、取締役会に報告しています。

企業の社会的責任に関するリスクや、気候変動に関するリスク、人材獲得と人材育成に関するリスクなど、サステナビリ

ティに関連するリスクについても、リスクオーナー部門の割当および担当執行役員の任命を行っています。

リスクマネジメント活動の詳細および主要なリスクについては、こちらをご覧ください

事業等のリスク

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/risks/index.html
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情報セキュリティ委員会

顧客預り情報や個人情報等の重要情報を法令遵守のもと適正に管理し、サイバー攻撃に対する施策や内部からの情

報漏えい対策を実施するとともに、当社グループにおけるセキュリティ状況を監視し、攻撃を未然に防ぐよう努めてい

ます。また、攻撃を受けた場合は迅速に状況を把握、復旧し、対策を講じています。

情報開示委員会

証券取引に関する諸法令及び当社が株式上場する証券取引所規則に基づき、網羅性・的確性・適時性・公平性をもって

適切な情報開示が行われるよう、株主及び投資家の投資判断に係る重要な会社情報・開示書類を審議し精査していま

す。

事業継続（BC：Business Continuity）

TDKは危機発生時の従業員の安全確保と二次災害の防止、そしてお客様へ供給責任を果たすための事業継続を目的

とした危機管理体制を構築しています。

災害の種類や原因事象によらない事業継続計画（BCP）を定め、極力、非常時に優先業務を中断させず、仮に中断した

場合にもできる限り速やかに再開できるよう繰り返し演習・訓練を実施し、有事の際の実効性を高める活動を進めてい

ます。

リスクマネジメント教育

企業倫理や情報セキュリティ、輸出入管理、コンプライアンスなど個別の教育を実施し、リスクマネジメントに対する理

解を向上しています。
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サステナビリティ｜ガバナンス

企業倫理・コンプライアンス

基本的な考え方 コンプライアンス

ヘルプライン

差別・ハラスメントの防止

企業倫理意識の浸透

基本的な考え方

TDKグループは、経営トップ自らが先頭に立って、役員および従業員に対し、当社グループの「経営理念」、「企業倫理

綱領」および「企業行動憲章」を周知徹底し、企業倫理やコンプライアンスに関する意識の浸透・徹底を図っています。

また、当社グループは、企業倫理綱領の遵守状況を定期的にモニタするとともに、企業倫理一般に関する集合教育、e

ラーニング等を、毎年、日本だけでなく、海外拠点においても実施しています。

さらに、当社グループは、倫理部会を軸に企業倫理管理体制をグローバルに構築し、企業倫理遵守状況に関して定期

的に報告を受けるとともに、当該状況については、倫理部会を通じて定期的に取締役会に報告しています。

コンプライアンス

TDKは、取締役会の決議により、執行役員の中からGlobal Chief Compliance Officer（グローバル・チーフ・コン

プライアンス・オフィサー）を任命し、コンプライアンス委員会を運営しています。さらに、Global Chief Compliance 

Officerは、日本のほか世界４地域のRegional Chief Compliance Officer（リージョナル・チーフ・コンプライアン

ス・オフィサー）を任命しています。これらにより、当社グループは、全従業員が世界共通の規範に基づきコンプライア

ンスに則した行動をするための体制を一層強化するとともに、誠実で公正、透明な企業風土を醸成し、顧客や社会の信

頼、期待に応えます。

また、コンプライアンス委員会は個別のリスクを所管部門に割り当て、所管部門は、リスクに関する諸問題について解

決策や未然防止策を講じております。

なお、当社グループは、日本においては、人事評価にコンプライアンス・行動規範に関する項目を設けることにより、従

業員が、定期的に自己の行動を振り返る機会を設けるとともに、コンプライアンスに則した行動をとることの動機づけ

を行っています。

企業倫理綱領

「TDK企業倫理綱領」において、TDKグループおよびそれを構成する役員、従業員が、法令はもとより社会的規範など

を遵守するための具体的な行動指針を定めています。

この中で、TDKグループが共通して実践すべき事項を「TDK企業行動憲章」として制定しています。

関連情報

TDK企業倫理綱領

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance#anchor_05
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
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ヘルプライン

TDKグループでは、従業員が企業倫理に関する問題について業務ライン以外の方法により匿名で内部通報・相談でき

る仕組みを構築しています。各倫理協議会には相談窓口を、また地区単位で社内ヘルプラインを設け、当社グループ

内の企業倫理などにかかる情報や意見を直接収集しています。さらに、当社グループ内の通報ルートに加えて、外部

法律事務所などの第三者を通じた通報ルートを米州、欧州ならびにアジアの各地区に設置しています。これにより、通

報者が複数の通報ルートのうち、適宜最適と考えるルートを選択することができる仕組みとなっています。

ヘルプラインは受け付けた通報について調査を行い、企業倫理綱領違反が確認された場合、当事者は就業規則その

他内部規則に従った処分の対象になることがあります。

なお、TDK企業倫理綱領実施細則にて、相談者が不利益を被ることが一切ないよう、相談者を保護することを定めて

います。

2023年4月1日現在

ヘルプラインへの相談・通報件数（グローバル）

2018年度 115件

2019年度 46件

2020年度 54件

2021年度 79件

2022年度 141件

集計範囲は、子会社倫理協議会を含みます。
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企業倫理意識の浸透

TDKでは、「TDK企業倫理ハンドブック」をTDKグループ従業員に配付し携帯を促し、一人ひとりの企業活動の指針と

して活用するとともに、ポスターの掲示などを通じ、内容の周知徹底に努めています。

また、従業員の企業倫理への理解を深めるため、全従業員対象のe-ラーニングを実施するとともに、経営層に対して

は、担当役員による講話や外部講師による講演を実施してまいります。

差別・ハラスメントの防止

「TDK企業倫理綱領」において、人種、信条、性別などに関するあらゆる差別的取扱い、体罰、精神的・身体的な暴力、

暴言、セクシャルハラスメント、パワーハラスメント、モラルハラスメントなどの人格を無視する行動を行わないこと、ま

たそのような不当な取扱いや差別を防止するための措置を講じることを明示しています。

これをうけて、TDKグループ各社では、TDK企業倫理綱領ならびに各国および地域の法令に基づき、差別やハラスメ

ントを定義し、差別、ハラスメント行為を厳しく禁じる方針と手続きを定めています。この方針と手続きに従い、従業員

が懸念事項を適切な担当者に相談できる環境を提供するよう努め、従業員が職場における差別やハラスメント行為に

ついて苦情を申し立てるための仕組みや報告体制を整備しています。具体的には、TDKグループの従業員が業務ライ

ンから独立した社内外のヘルプラインを通じて相談・報告できるグローバルな内部通報の仕組みを構築しています。受

け付けた通報について、倫理部会、倫理協議会または関係部門等が調査を実施した結果、TDK企業倫理綱領に対する

違反が確認された場合には、通報者が不当な扱いや不利益を受けないよう保護しつつ、違反者に対する懲戒処分を行

います。

また、適切な行動を促し、差別、ハラスメント行為、報復の発生を防止するため、従業員や管理職を対象とした研修を

行っています。

なお、倫理部会は、TDK企業倫理綱領の実施、運用状況に関し、四半期毎にTDKの取締役会に報告します。

TDK株式会社では、ハラスメントの定義や禁止行為を「ハラスメントの防止に関する細則」に定めるとともに、職場ご

とにハラスメント相談窓口を設置し、従業員が女性相談員を含む窓口担当者にハラスメントに関する相談ができる環

境を整備しています。また、管理職に向けて、ハラスメントを防ぎながらコミュニケーションを深める方法を学ぶことを

目的とした「ハラスメント防止コミュニケーション研修」を実施し、ハラスメントの未然防止に努めています。

関連情報

TDK企業倫理綱領 人権の尊重

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
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サステナビリティ｜ガバナンス｜サプライチェーンマネジメント

サステナブル調達

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKグループは、グローバルに生産拠点をおく企業として、以下の購買理念のもと、この理念を具現化するためにTDK

購買方針を定め、購買活動を行っています。

『グローバル・パートナーシップ購買』（購買理念）

TDKは、日本およびアジア・アメリカ・ヨーロッパに生産拠点をおいてグローバルに生産しています。そしてこれを

支える調達活動は、電子業界のスピード競争とそれに伴うスピーディな製品開発、それに追従できるグローバルな

購買体制の確保が重要です。生産拠点での現地調達はもちろんのこと、ITネットワークを活用したユビキタス社会

における資材調達活動は、時間と空間を越えて、お取引先様とより一層緊密なコラボレーションが不可欠となって

います。

また、関連法令、社会規範を遵守し、地球環境の保全など企業の社会的責任を果たす取り組みについても、お取引

先様と当社のパートナーシップによって積極的に推進していきます。

人間的尊厳の重視

サプライチェーンのいかなる場においても、構成員（Workers）の人間的尊厳が重視されるよう努めます。

CSR

TDKグループの資材機能は、自らCSR活動を継続的に行うとともに、お取引先様にもCSRの重要性を理解してい

ただき、その認知度を高めてもらうための働きかけ（CSRチェックシートによる評価など）を継続的に実施します。

また、社会課題の共通認識の一環として、TDKサプライヤー行動規範を制定しております。

グリーン調達

地球との共生を旨とし、全社環境保全活動の一環として、環境に配慮した物品の調達（グリーン調達）を推進します。

購買方針

購買活動にあたっては、関連法規を遵守いたします。また、法律個々の条項ばかりでなく、その精神をも尊重する

ように努めます。

遵法

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement#anchor_04
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公平・公正な取引

企業規模、国籍を問わず公平にお取引を行います。品質、価格、納期、安定供給など総合的に公正な評価をしてお

取引を行います。

お取引先様からのお中元、お歳暮、贈答品等の贈与は受けません。

原則として、お取引先様からの供応、接待は受けません。

VA※活動

VA活動によるコストの改善、新材料、新技術の提供ができるお取引先様を重視します。

パートナーシップ

お取引先様とは、共通な目標のもとに良好な相互補完関係を築くことを目指します。

IT活用

IT、ネットワークを活用したお取引先様との情報交換は、業務のスピードアップ、連携強化に不可欠と考えます。

品質・納期・安定供給

お取引先様とのパートナーシップにより、常に品質・納期・安定供給に配慮する活動を行います。

※VA（Value Analysis）は、1947年にアメリカ（GE社）で開発された、求める機能を最少の資源（コスト）で達成させるため、製品の価値に関連する諸要因を体系的に分析

し、価値向上のために機能本位による改善を行う考え方および手法。現在、VE（Value Engineering）とVAは同義として用いられる。

また、TDKグループはTDK購買方針に基づき、TDKサプライヤー行動規範を制定しています。これは、サプライヤー

の皆様が事業を行うにあたり、「労働」「安全衛生」「環境」「倫理」「マネジメントシステム」「情報セキュリティ」の項目に

おいて遵守を期待することを定めたものです。さらに、CSRに関するリスクを認識し、サプライチェーン上の人権や安

全に配慮した取り組みを行うことや環境負荷を低減することを求めています。

関連情報

資材調達（購買理念・購買方針・TDKサプライヤー行動
規範・グリーン調達活動） ビジネスパートナーとのお付き合いに関する考え方

TDKグループのサプライチェーン

TDKグループは、グローバルに約4,300社のサプライヤーとの取引があり、年間調達金額は約6,800億円です。（2023

年3月現在）

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainable-procurement/sus10000.html
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重要なサプライヤーの特定

TDKグループでは、次の要件を考慮した上で事業ごとに重要なサプライヤーを特定しています。

•	 購入金額が大きいサプライヤー

•	 代替が困難な材料・部品を供給するサプライヤー

•	 事業において重要な材料・部品を供給するサプライヤー

      など

2023年3月現在、グループ全体で約950社を重要サプライヤーと特定しています。なお、重要サプライヤーの見直し

は毎年実施しています。

RBAへの加盟

2020年2月、TDK はグローバルサプライチェーンにおいてCSRを推進することを目的とした世界最大の企業連盟 

Responsible Business Alliance（以下RBA）※に加盟しました。これによってTDKグループは、RBAのビジョンとミ

ッションを全面的に支持し、RBAの行動基準（労働、安全衛生、環境、倫理、マネジメントシステム）にのっとって、TDK

グループと一次サプライヤーにおける労働者の権利、健康と安全、環境への取り組みを継続的に改善していくことを社

会にコミットしています。

今後もRBAの基準に準拠して、サプライヤー（一次生産材）、委託加工会社、人材派遣・斡旋会社との取引内容や事業

内容に応じて、自己評価、監査の2段階で継続的改善を図っていきます。

※RBA 電子、小売、自動車、玩具を扱う約200以上もの企業が加盟しているグローバルな企業連盟。サプライチェーンにおいて労働安全衛生を改善すること、人権を守ること、環

境に配慮すること、倫理的責任を果たすことを行動規範に定め、加盟企業とそのサプライヤーに対して実践を求めている。

• ビジョン：

労働者、環境、およびビジネスのための持続可能な価値を生み出すグローバルなエレクトロニクス業界

• ミッション：

RBAメンバー、サプライヤー、および利害関係者が協力して、先進的な基準や手法で労働環境と環境を改善します

関連情報

RBA（英語／外部サイトへ移動します）

https://www.responsiblebusiness.org/
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体制

本社資材機能、ビジネスグループ、本社人事教育機能とCSR機能が協働して活動を推進しています。

目標と実績

2022年度目標 実績

CSR適合サプライヤー比率99.5% 100%

委託加工先のCSRセルフチェック実施率100%（期間：2022-2023年度） 86%

アジアの高リスク国の製造拠点で使用している派遣会社におけるCSRセルフチェック実
施率100% 100%

評価と今後の取り組み

CSRサプライヤー適合比率の2022年度実績は、新しく加わったグループ会社も含め、100%と目標をクリアすること

ができました。

また、2022年度は、サプライヤー15社へCSR実地監査を行いましたが、2023年は22社のCSR実地監査を計画して

います。

委託加工会社については、調査表の更新に合わせ、2022年度から2023年度の2年間で100%のセルフチェックの実

施を目指しています。

2023年度目標

CSR適合サプライヤー比率100%

委託加工先のCSRセルフチェック実施率100%（期間：2022-2023年度）

アジアの高リスク国の製造拠点で使用している派遣会社におけるCSRセルフチェック実施率100%

取り組み

取引先診断

TDKグループでは、健全な取引を行うことを目的に、お取引先様の新規登録時および定期的に取引先診断を実施し、

取引開始および取引継続の可否を判断しています。方法については、各社で適切な手法をとっており、取引先診断の結

果、問題がなかった会社のみと取引を開始しています。

TDKでは、「品質管理」「化学物質※管理」「環境管理」「人権等法令・社会的規範の遵守（CSR）」のカテゴリーを主たる

対象として診断を実施しています。診断の結果明らかになった問題点はお取引先様へ提示し、改善を求めています。

※化学物質については「TDKグリーン調達基準書」で定めた要求事項に基づいています。

関連情報

TDKグリーン調達基準書

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro03.html
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サプライヤー等へのCSRセルフチェックの取り組み

実施先 頻度 内容

CSR セルフ
チェック

•	資材サプライヤー（事務用品などの
非生産材購入事業者を除く）

•	委託加工先

お取引開始時とその後、原
則2年に1回定期的に実施

•	RBAのチェック項目を元に作成。

•	回答後、必要な項目については改善を要請。

•	人材派遣・斡旋会社（アジアの高リス
ク国） 毎年

•	RBAのチェック項目を元に作成（「強制労働、不当な搾取、児童労働の防止」「贈収賄や
倫理違反の防止」「情報漏洩防止やリスク回避」等に特化した内容）。

•	回答後、必要な項目については改善を要請。

TDKグループでは、取引基本契約書に法令遵守、環境保全、強制労働の禁止、人権尊重、製品安全などのCSRに関す

る条項を盛り込むとともに、CSRの取り組み状況を確認するためのCSRセルフチェックを定期的に実施しています。サ

プライヤー等に対するCSRセルフチェックは、RBAで求められている項目をベースに、当社が特に重要だと考える「人

権・労働」「環境」「安全・衛生」「公正取引・倫理」「情報セキュリティ」を中心に全60項目から構成されており、各項目に

おける管理体制や取り組み状況等について報告を要請しています。

2022年度は、約4,300社の資材サプライヤー（事務用品などの非生産材購入事業者を除く）がCSR適合サプライヤー

であることを確認しています。

委託加工会社については、2022年度から2023年度の2年間で100%の調査の実施を目標とし、2022年度は対象の

委託加工先252社のうち、86.0％がCSR適合サプライヤーであることを確認しました。

人材派遣・斡旋会社については、人権や採用に関するリスクが高いと考えられているアジアの高リスク国において、派遣

会社における不適切な対応が課題であると認識しています。そのためアジアの高リスク国の製造拠点で利用している派

遣会社を対象に、CSRセルフチェックを実施しています。人権・倫理に関わるマネジメントシステムの確認を目的に、「強

制労働、不当な搾取、児童労働の防止」「贈収賄や倫理違反の防止」「情報漏洩防止やリスク回避」等に特化した設問と

なっており、2022年度は、対象となる全61社（100％）の派遣会社に対して実施しました。なお、派遣会社調査で一定

レベルに結果が到達しなかった会社に対しては、派遣会社を利用している各拠点にて改善活動を行っています。

サプライヤー・パートナーシップ・システム

TDKではお取引先様に対して、「サプライヤー・パートナーシップ・システム」を使って、CSRチェックシートへの回答を

お願いしています。サプライヤー・パートナーシップ・システムは、これまで紙や磁気記録媒体で行っていた企業情報の

管理や購買仕様書の配布、締結文書の共有化などをWEB上で一元管理する仕組みで、両社にとって、業務のスピード

アップと効率化につながっています。お取引先様に課題を認識していただき、改善へのモチベーションを高めてもらう

ために、質問に答えると、その場で画面上に結果が表示される仕組みになっており、回答結果に問題がある場合は、個

別に改善を依頼しています。
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サプライヤーへの監査

TDKでは、重要サプライヤーに対して、RBAの監査基準に基づき、CSRに特化した実地監査を行っています。法令違

反が発見された場合は、「是正措置」を要求し、法令違反に至らない改善の機会の場合は、「改善要請」を行っていま

す。2022年は、国内外15社に対して、当該の監査を実施した結果、法令違反は発見されませんでした。しかしながら、

安全衛生等で、改善点の機会が発見されたサプライヤーには、改善要請を行い、適宜、フォローを実施しています。

委託加工先への監査

TDKグループでは、中国において当社への依存度の高い委託加工先に対して、RBAの監査基準に基づいた定期的な

CSR監査を実施しています。

2022年度は、中国エリアで2社および日本エリアで3社の監査を実施しました。今後は、監査範囲を拡大していく予定

です。

グリーン調達

TDKグループでは、環境負荷低減に貢献し社会的責任を果たせる購入品を優先的に調達することを目的としたグリー

ン調達を進めています。方法については各社で適切な手法をとっています。

TDKでは、1999年4月にTDKグリーン調達基準書を制定しました。グリーン調達基準書は、国内外の各種法規制や

社会的要求の変化等に合わせて適時改訂し、当社のホームページに公開しています。2020年4月には「グリーン調達

基準書Ver.9.1」を発行し、すべてのお取引先様に配布しました。「グリーン調達基準書Ver.9.1」では、法規制対応に

伴う見直しとともに、「環境ビジョン2035」を追加し、サプライチェーン一体となって環境対応にご協力いただく事をお

取引先様に求めています。

当社の購入部材マスターは、TDKグリーン調達の基準に適合したデータとリンクさせ、禁止物質や、含有量の管理が必

要な化学物質の含有量をしっかりと管理し、必要に応じて情報の開示や提供を行っています。

サプライチェーンにおけるBCP（事業継続計画）／BCM（事業継続マネジメント）の強化

TDKグループでは、大規模災害など不測の事態において、お客様が必要とする製品を安定して供給するためには、お

取引先様とともに、サプライチェーンの一員として社会的責任を共有し、要請に応えていく責務があると認識しており、

各社で状況にあわせた適切な取り組みをしています。

TDKでは、「安定供給の確保」が重要な責務との認識のもと、

を3本柱として取り組んでいます。

特に、お取引先様のBCP/BCM調査については、業界として協働した取り組みも始まっており、JEITAの「サプライチェ

ーン事業継続計画調査票」を活用して、BCP/BCM調査を実施しています。さらに、お取引先様に対して、BCP/BCM

セミナー等を実施して、サプライチェーンのBCP/BCM強化に取り組んでいます。

1.	お取引先様のBCP/BCM調査

2.	有事に活用する情報の事前収集と整理

3.	BCP確認システムを活用した迅速な初動対応
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コンプライアンスの強化（TDK株式会社）

お取引先様からの接待・贈答への対応については、全社方針を明確にして社内に周知するほか、お取引先様のご理解

への協力をお願いしました。

また、反社会的勢力の排除では、新規取引および再取引を開始するお取引先様に対しては、事前に確認調査を実施し

ています。

サプライヤーへの教育および支援（TDK株式会社）

CSRに関するいくつかのテーマに関しては、お取引先様での取り組みを強化していただくことを目的にセミナーの実

施や個別支援を行っています。近年ではBCP/BCMセミナーの実施、情報セキュリティ強化のための個別支援（説明会

の実施や改善支援など）を行いました。この二つの取り組みは、日本政府、産業界が支援する下記「パートナーシップ

構築宣言」公式ポータルサイトにおいて、ベストプラクティスとして、公開されております。また、サプライヤーにおける

CO2排出削減等のための環境取組調査を実施し、その結果を踏まえたサプライヤー表彰やフィードバックといった情報

提供も行っています。

サステナブル調達教育

調達部門向けのeラーニングでは、「サステナビリティとCSR」の講座を設け、調達関係者にサステナブル調達の重要

性の理解を促進しています。

講座：「サステナビリティとCSR」

1.	サスティナビリティ（企業の持続可能性）とは
サステナビリティと調達・購買の役割

2.	CSR（企業の社会的責任）とは
CSRの位置づけと調達・購買の役割

購買倫理の確立 ～調達・購買におけるCSRの基盤～

3.	調達・購買におけるリスクマネジメント
調達リスク発生の起因

リスク想定 ～発生頻度・影響内容・影響規模の想定～

平時の備え ～未然防止と有事対応準備～

パートナーシップ構築宣言

TDKは、取引先との共存共栄の関係を築くために、2021年5月に「パートナーシップ構築宣言」を行いました。「パー

トナーシップ構築宣言」は、経団連会長、日商会頭、連合会長及び関係大臣（内閣府、経産省、厚労省、農水省、国交省）

をメンバーとする「未来を拓くパートナーシップ構築推進会議」において創設された仕組みで、サプライチェーンの取引

先や価値創造を図る事業者との連携・共存共栄を進めることで、新たなパートナーシップを構築することを、企業の代

表者の名前で宣言するものです。サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を越えた新たな連携や、親事業者と

下請事業者との望ましい取引慣行の遵守を宣言し、サプライチェーン全体での付加価値向上に努めています。
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サステナビリティ｜ガバナンス｜サステナブル調達

ビジネスパートナーとのお付き合いに関する考え方

TDKグループでは、顧客・調達先等のビジネスパートナーとの健全で良好な関係の構築にあたり、従来からの企業間

の儀礼・慣行の見直し（簡素化、合理化）を推進し、行動してまいります。

•	 祝賀会、披露宴、通夜等の個人に係る慶事・弔事への参加・参列の自粛

•	 人事昇格、昇進時の金品等の贈答、受領の自粛

•	 中元、歳暮などの贈答、受領の自粛
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サステナビリティ｜ガバナンス｜サプライチェーンマネジメント

責任ある鉱物調達

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

コンゴ民主共和国（Democratic Republic of the Congo：以下、DRC）および隣接国産の鉱物が、武装勢力の資金源

となることへの懸念から、2010年7月に成立した米国金融規制改革法に紛争鉱物条項が盛り込まれました。最終規則

が2012年8月に採択されたことを踏まえ、TDKは、2013年4月に、TDKグループの「紛争鉱物」に関するポリシーを制

定し、OECDデュー・ディリジェンス・ガイダンスに沿った取り組みを行ってきました。近年、紛争のみならず、深刻な人権

侵害または環境汚染への加担を抑制するため、紛争地域および高リスク地域原産の鉱物など責任ある鉱物調達の対象

が広がっていることを受け、2019年1月には、TDKグループの「責任ある鉱物調達」に関するポリシーに改定。紛争だ

けでなく、OECD Annex IIリスクを含む人権侵害や環境破壊などのリスクや不正に関わるタンタル、錫、タングステン、

金、コバルト、マイカなどの鉱物問題に対し、サプライチェーン全体で責任ある鉱物調達を推進することを定めました。

関連情報

TDKグループの「責任ある鉱物調達」に関するポリシー

体制

お取引先様への調査を本社資材機能、お客様への回答を本社品質保証機能がそれぞれ主管し、グループ各社にて調

査回答体制を構築して対応しています。

目標と実績

2022年度目標 実績

3TG（タンタル、錫、タングステン、金）に関してRMAP※適合製錬所からの調達が確認
されたサプライヤー比率92％以上 86.5%

※Responsible Minerals Assurance Process の略称で、製錬所/精製所の管理システムと調達慣行を独立した第三者機関の評価を使用して、責任ある鉱物調達への適合性

を検証するプログラム。

評価と今後の取り組み

2022年度も、お取引先様に対して、RMAP適合製錬所からの調達を引き続き要請し、確認できていないお取引先様に

対しては、最大限の努力をお願いしました。しかしながら、ロシアによるウクライナ侵攻等による社会情勢の著しい変化

のため、残念ながらRMAP適合製錬所からの調達が確認されたサプライヤー比率は86.5%と目標未達成となりました。

2023年度も、引き続きグループ共通のKPIとして「3TGに関してRMAP適合製錬所からの調達が確認されたサプライ

ヤー比率92%以上」と設定し、グループ一体となった取り組み、具体的には、お取引先様に対する要請を継続するととも

に、お客様からの問い合わせに対しては、適宜回答していくことを、より積極的に進めていきます。また、拡大する責任

ある鉱物調達の課題解決には、業界団体との連携が不可欠であるため、引き続き参画していきます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals#anchor_04
https://www.tdk.com/ja/sustainability/social/supplier_responsibility/sus02210.html
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2023年度目標

３TGに関してRMAP適合製錬所からの調達が確認されたサプライヤー比率92%以上

取り組み

■リスク特定のプロセス

－グループ各社における、調査の実施とConflict-free化推進

リスク特定措置では、OECDデュー・ディリジェンス・ガイダンスに沿った取り組みを行ってきました。調査では、回答の

合理性を担保するため、責任ある鉱物調達イニシアチブ※（Responsible Minerals Initiative：RMI）が発行している

紛争鉱物報告テンプレート（Conflict Minerals Reporting Template：CMRT）を使用し、３TG含有の有無、製錬

所の特定の確認を行います。CMRT回収後、RMIのSmelters & Refiners Listsと照合し、生産材に含まれる紛争鉱

物が、武装勢力の資金源となるリスクや児童労働を含む人権侵害となるリスクの評価を行います。

2022年度はグループ各社にて調査を実施し、Conflict-freeが確認されたサプライヤー比率は86.5％となり、残念な

がら目標の92％以上を達成できませんでした。

※世界で400以上の企業や団体が加盟する、責任ある鉱物調達に関する取り組みを主導している団体。

関連情報

Smelters & Refiners Lists（英語／外部サイトへ移動します）

－コバルト／マイカ調査

2021年12月よりRMIが発行した拡張鉱物報告テンプレート（Extended Minerals ReportingTemplate：EMRT）

を使用し、コバルトの製錬所及びマイカのプロセッサーの特定を進めています。また、RMAP適合精錬所からの調達を

要請しています。

■是正プロセス

－特定されたリスクへの対処

調査依頼時には、RMIの適合精錬所（Conformant Smelter & Refiner Listsにある製錬所）を採用いただくよう、

お取引先様に自社の方針を表明しています。調査の過程で、リスクが発見された場合は、お取引先様に当該製錬業者

をサプライチェーンから外していただくよう要請します。

■業界団体と連携した課題解決の推進

責任ある鉱物調達の問題解決には、サプライチェーン全体で取り組む必要があります。TDKは、2020年2月よりRMI

に参加するとともに、JEITA（電子情報技術産業協会）「責任ある鉱物調達検討会」に発足当初から参加しています。

2022年度は以下の取り組みに参画しました。

https://www.responsiblemineralsinitiative.org/facilities-lists/indicators/
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•	「啓発・広報チーム」に参画し、二次サプライヤー以降の方への責任ある鉱物調達の問題への認識と調査方法の理

解を目的に、責任ある鉱物調達調査説明会をオンラインで実施し、運営に協力。また、同説明会後の個別相談会に

おける相談員として参画。

•	 自動車企業との共同ワーキンググループ（コンフリクトフリー・ソーシング・ワーキンググループ）に参画し、調査マ

ニュアルおよびツールへのフィードバック実施。

•	 RMIのEMRT改定検討に関する意見募集への提案実施。

•	「データ転送標準化対応チーム」のリーダーとして、マイカへの対象鉱物拡大を踏まえた関連業者ヒアリング、責任

ある鉱物調達のデータ交換規格、「IPC-1755」改定動向のフォロー実施。

関連情報

JEITA責任ある鉱物調達検討会（外部サイトへ移動します） RBAおよびRMIへの加盟

RBA（英語／外部サイトへ移動します） RMI（英語／外部サイトへ移動します）

https://home.jeita.or.jp/mineral/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.responsiblebusiness.org/
https://www.responsiblemineralsinitiative.org/
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サステナビリティ｜ガバナンス｜責任ある鉱物調達

責任ある鉱物調達ポリシー

本ポリシーは、TDKグループのすべての組織に適用し、鉱物調達に関して責任あるサプライチェーンを確立するという

TDKグループの目的に資するものです。

TDKグループは、TDK企業倫理綱領にある価値観を反映し、紛争、深刻な人権侵害または環境汚染への加担を抑制

するため、紛争地域及び高リスク地域原産の鉱物に関し、持続可能かつ責任ある鉱物調達を目指します。

TDKグループは責任あるサプライチェーンオペレーションのためにこのポリシーを採択します。

•	 TDKグループは、紛争地域および高リスク地域からの鉱物に関し、責任あるサプライチェーンを目指し、デューディ

リジェンスが必要であることを認識しており、持続可能かつ責任ある鉱物だけがサプライチェーンで使われることと

なるよう商業上合理的な範囲で最大限の努力をします。

•	 この目的を達成するために、TDKグループは鉱物調達のデューディリジェンスプログラムを導入します。TDKグル

ープは、サプライヤーが鉱物を含むすべての情報を責任をもって明らかにすることを期待します。

•	 TDKグループは、サプライヤーが有する紛争地域および高リスク地域からの鉱物に関するサプライチェーンについ

て合理的なデューディリジェンスを実施するために、サプライヤーに対してTDKグループの要請を伝達します。TDK

グループは、サプライヤーとの商業上の契約書、書面の合意書、あるいはサプライヤーの評価書の中において、適

用されかつモニターも可能な状態で、サプライチェーンに関するポリシーとデューディリジェンスのプロセスを盛り

込みます。必要とみなされる場合には、サプライヤーの予告なしの拠点チェックの行使権限や書類へのアクセス権

なども含みます。

•	 TDKグループは、サプライヤーがTDKグループへ販売する製品や原料の中に紛争、深刻な人権侵害または環境汚

染への加担が行われている鉱物が含まれないように、紛争地域および高リスク地域からの鉱物の原産を追跡する

ため、サプライチェーンの合理的な管理を行うことができるよう、サプライヤーと協働します。更に、TDKグループ

はサプライヤーが、TDKグループのサプライチェーンポリシーやデューディリジェンスのプロセスに従わない場合、

まずは是正行動計画を通じて当該サプライヤーと共にこれらの遵守の取り組みを行います。TDKグループは、グル

ープの基準を満たすための取り組みを怠るサプライヤーとは関わりません。

•	 鉱物の完全なトレーサビリティには時間と業界全体の努力、サプライチェーンの全ての段階における協力が必要と

されます。これは、主として、金属の製造・販売方法が複雑であることや、多数の原産の異なる鉱石が混合されるこ

とに大きな要因があります（地理的・政治的な作用がより複雑化させています）。したがって、このような製品を追跡

調査する際には十分な注意が必要です。これらの要因により、社会的に責任ある採掘を実現する際には、産業界規

模での協力が最重要となります。TDKグループは責任ある鉱物調達を実施する利用可能な国際的枠組みに従うこ

とを自らのサプライヤーに対して強く奨励していきます。

•	 TDKグループは紛争地域および高リスク地域からの鉱物における責任あるサプライチェーンの実施を目的として

掲げます。このように、TDKグループは、責任あるサプライヤーを支援することとなるシステムやプロセスを構築す

るために懸命に取り組んでまいります。

2013年4月1日 制定

2019年1月18日 改定（2版）
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サステナビリティ | ガバナンス | サプライチェーンマネジメント

製造拠点における社会・環境配慮

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKはサプライヤーとして、自社グループ製造拠点での社会・環境配慮に努め、社会的責任を果たすことが、事業を継

続するうえでも重要と認識しています。自己評価、監査、トレーニングと対話の3段階でのフレームワークで、課題把握

と継続的改善に努めています。

体制

本社CSR機能が主管し、各製造拠点に責任者を設置して推進しています。

目標と実績

2022年度目標 実績

製造拠点におけるCSRセルフチェック100％実施（TDKグループ製造拠点） 100％実施

製造拠点における労働／企業倫理リスクアセスメント100％実施（TDKグループ製造
拠点） 100％実施

全製造拠点において3年間に1回以上、RBA公認監査（VAP、AMA、CMA）、顧客CSR
監査、RBA VAP Operations Manualに基づく簡易CSRアセスメントのいずれかを
実施

2021-2022年度の２年間に63%の拠点で実施

国内、海外のCSR関係者への教育実施 国内、アセアンでCSR内部監査員養成研修、中国ではRBA行動規範、監査基準の研修
を実施

対象製造拠点における労働・企業倫理の内部監査の実施100% 対象拠点100%実施

製造拠点におけるCSRマネジメントフレームワーク

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing#anchor_04
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評価と今後の取組

2023年度目標

製造拠点におけるCSRセルフチェック100％実施（TDKグループ製造拠点）

製造拠点における労働／企業倫理リスクアセスメント100％実施（TDKグループ製造拠点）

全製造拠点において3年間に1回以上、RBA公認監査（VAP、AMA、CMA）、顧客CSR監査、RBA VAP Operations Manualに基づく簡易CSRアセスメントのいずれかを実施

国内、海外のCSR関係者への教育実施

対象製造拠点における労働・企業倫理の内部監査の実施100%

2021年度より、３年間に1回以上、すべての製造拠点でRBA公認監査、お客様によるCSR監査、もしくはRBA監査基

準に基づいた簡易CSRアセスメントのいずれかを実施する取り組みを開始しました。2021～2022年度の２年間に

63%の拠点が監査を受審し、2022年度までの目標を達成しました。

2023年度は、計画達成に向けてさらに各活動を活性化させるとともに、RBAの動向に注視しながら、RBA基準に則

ったCSRマネジメントの強化をグローバルに推進します。

CSRセルフチェック

TDKでは、RBAが提供する自己評価質問票（SAQ: Self-Assessment Questionnaire）を用いて、労働（人権）・安全

衛生・環境・倫理・マネジメントシステムに関する自己診断を毎年すべての製造拠点で行っています。これは、製造拠点

でのCSR活動の現状把握、潜在課題の抽出とその対応、およびお客様からのCSR調査要請への迅速な対応を目的と

しています。

拠点担当者が質問票に回答した後は、サステナビリティ推進本部にて回答の分析を行い、必要な拠点に対してフィード

バックを実施しています。

2022年度は、SAQを実施した全拠点のうち、評価の結果、課題が発見された9拠点に対して課題改善のためのフィー

ドバックを行いました。

労働・企業倫理リスクアセスメント

毎年全ての製造拠点において、労働／企業倫理に関するリスクを分析し、残存リスクがある場合は改善計画を策定の

上で是正を行い、リスク軽減に取り組んでいます（環境・安全衛生は別途実施）。各拠点がPDCAサイクルをまわすこと

で、継続的な改善を目指しています。

取り組み

自己評価

頻度 実施拠点 内容

CSRセルフチェック 毎年 TDKグループ全製造拠点 RBAのチェック項目(人権、安全衛生、環境、倫理)に関する質問票に拠点担当者
が回答。結果をフィードバックし、改善策を各拠点で実行。

労働・企業倫理リスクアセスメント 毎年 TDKグループ全製造拠点 社会動向等を踏まえチェック項目を毎年更新。拠点担当者が質問票に回答。分析
結果をもとに改善計画を立案・実行。
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チェック項目は、毎年、社会動向等を踏まえて更新しており、拠点担当者が質問票に回答した後、サステナビリティ推進

本部にてリスク評価を行い、評価結果を拠点にフィードバックします。残存リスクが発見された場合には、各拠点で改善

計画を立案し是正をしています。

2022年度はRBA基準に則ったサプライヤー管理（派遣会社およびサービスプロバイダ）を中心とした人権リスク評価

を実施しました。評価ではリスクが抽出された10の拠点において、改善対策を講じ、期末までに是正が完了しています。

頻度 対象拠点 内容

RBA公認監査

2021年度より、3年間に1回以上、全て
の拠点で、RBA公認監査、お客様による
監査、RBA 監査基準に基づいた簡易
CSRアセスメントのいずれかを実施

中期計画に基づく重点対象拠点 RBAによるVAP, AMA, CMAいずれかの公認監査

お客様によるCSR監査 お客様からの要望があった拠点 お客様の監査基準に基づいて実施

RBA監査基準に基づいた簡易CSRアセ
スメント

RBAおよびお客様による監査が
入っていない拠点

•	RBA VAP Operations Manual に基づいた簡易
CSRアセスメント

•	本社もしくは各地域のCSRグループが実施

内部監査 毎年 高いレベルのマネジメントが求め
られる拠点

•	上記３つの監査結果における改善対策の水平展開

•	CSR 監査員養成研修を修了した各地域の CSRグル
ープもしくは別拠点のCSR担当者が実施

監査

当社で推進しているCSR監査については主に３種類、RBA公認監査、お客様によるCSR監査、RBA監査基準に基づ

く簡易CSRアセスメントがあります。お客様の要求基準およびRBA基準に基づいた監査を行うことで、世界標準での

労働、安全衛生、環境、倫理、マネジメントシステムのレベルが保たれるような仕組みを構築しています。

また2021年度より、すべての製造拠点において3年間に1回以上、RBA公認監査、お客様によるCSR監査、もしくは

RBA監査基準に基づいた簡易CSRアセスメントのいずれかを行うことを目標とし、2021～2022年度の２年間で、全

製造拠点のうち63%の拠点が監査を受審しており、2022年度までの目標を達成しています。

トレーニングと対話

CSRに関するRBAおよびお客様の要求事項を体系的に理解し、迅速に対応するためタイムリーなトレーニングを実施

しています。2022年度は、国内およびアセアン地区においてRBA公認監査会社による「CSR内部監査員養成研修」を

実施したほか、中国地区でもRBA行動規範および監査基準に関する教育をハイブリッド形式で開催しました。
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サステナビリティ｜ガバナンス

税務戦略

TDKグローバル・タックス・ポリシー

TDKの経営理念、経営方針を実践していくために制定された「企業倫理綱領」に従って、TDKグローバル・タックス・ポ

リシーを制定します。グローバル・タックス・ポリシーは、TDKグループ（TDK株式会社および連結対象子会社）に適用

されます。

法令遵守

•	 TDKグループは、良き企業市民として、立法趣旨の理解に基づき、グループ各社の事業が営まれる各国・地域にお

いて定められるあらゆる適用税務関連法令等を遵守します。加えて、OECD等が示す国際的な税務に係る指針や

提言、BEPS (Base Erosion and Profit Shifting) プロジェクトに代表される国際的な取り組みについても尊重、

遵守します。TDKグループは、企業活動の前提として常に法令遵守があると考えます。

•	 TDKグループは正確性と網羅性を確保すべく、法令遵守の手続を強固に構築することにより、努めて自らの責務を

果たします。

組織、役割および責任

•	 TDKグループの税務コーポレートガバナンスはグループ全体のガバナンスの枠組みに組み込まれています。当該

枠組みにより、適用税務関連法令等の遵守、税務リスクの極小化、企業価値の最大化、およびTDKグループの成長

のための仕組みが規定されます。

•	 TDKグループの税務コーポレートガバナンスは、TDKグループの最高財務責任者の責任において実行され、一定

の範囲で傘下グループ又はグループ各社の税務担当に委譲されます。

税務リスク管理

•	 税務機能は、事業およびその他の部門と緊密に連携し情報共有することにより、税務リスクを最小化します。税務

に関して立案し、実行し、文書化することにより強固な税務ポジションを構築することで、不要な係争を回避するよ

う努めます。

•	 TDKグループは税務のみならず、利益、財務リスク、および潜在的なレピュテーションリスクなど他の要素を考慮し

たうえで、あらゆる意思決定を行います。

企業活動および税金

•	 TDKグループは、経営理念、経営方針に基づく企業活動を実践するなかで、税務に関しては、特に次のような活動

に取り組んでいきます。
-各国・地域が定める税制優遇制度等を、立法の趣旨に沿う範囲で積極的に活用することにより、税務効率を高め、

企業価値の最大化に努めます。

- TDKグループは、適用税務関連法令等に従い、適正かつ適時に税金計算・税務申告・納税を行います。

- 税務上の事象、税務上の属性、税金費用を精査のうえで、適用税務関連法令等に従ってステークホルダーに適正

で簡潔な情報開示を行います。
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•	 税務の不確実性が予想される場合には、TDKグループの経営意思決定機関およびグループの最高財務責任者に

適切に報告され、通常のTDKグループの手続によって対応を決定します。

•	 適用税務関連法令等の解釈に幅があるか、もしくは明確な規定がない重要な取引については、必要に応じて、外

部専門家からの見解の入手や事前確認、ルーリング取得等を行って、税務リスクを極小化します。

•	 TDKグループは税務リスク管理に係る法令等の遵守状況について定期的にモニタリングを行います。

移転価格

•	 TDKグループは、OECD 移転価格ガイドラインや各国・各地域の法令を遵守し、TDKグループ会社間の取引価格

を「独立企業原則」等にしたがって算定します。また、事業活動を通じて創出された価値に基づき、当社グループが

事業を行う国・地域における適正な納税に努めます。

税務当局との関係

•	 TDKグループは、各国・地域の税務当局とは良好で誠実な、専門性に根差した関係を保つように努めます。

•	 税務調査、税務当局からの要請には、適用税務関連法令等に則り、誠実かつ丁寧に、専門的かつ時宜にかなった

形で、対応します。

•	 各国の税務当局との間に見解の不一致が生じた場合には、専門的かつ誠実に対応し、適用税務関連法令等に則

り、合理性と透明性のある問題解決に当たります。

税務戦略およびタックス・プランニング

•	 上記のとおり、TDKグループは、適用税務関連法令等を遵守しつつ、企業価値の最大化を目指します。TDKグルー

プは、税務をめぐる環境の変化とビジネスモデルの進化について継続的にモニタリングを実施し、税務を巡る環境

とビジネスモデルの変化双方のもとでの税務リスクと税務ベネフィットを特定し、事業上の目的を達成するうえで必

要となる変化に適応します。

•	 重要な税務上の影響ないし高度の税務上の不確実性が想定される取引については、その検討において外部専門

家から得る見解を踏まえて、TDKグループの経営意思決定機関が対応を判断します。

•	 原則として、TDKグループは意図して事業の実態に合わない租税回避策を実施することはありません。
また、無税⼜は極めて低税率かつ秘密の租税管轄地（いわゆるタックスヘイブン）を利用した恣意的な租税回避を

行うことはありません。
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サステナビリティ｜ガバナンス

情報セキュリティ

基本的な考え方 体制

取り組み

基本的な考え方

TDKグループでは、情報セキュリティの維持向上のため、情報セキュリティ基本方針のもとグローバルに情報セキュリ

ティ管理体制を構築し、活動しています。

情報セキュリティ基本方針

この方針は、TDKグループに適用します。

TDKグループは、ステークホルダーの皆様に更にご満足いただける信頼性の高い企業を目指すうえで、 個人情報・営業機密

情報（顧客預かり情報を含む）の適正管理、財務情報の正確性・公明性および事業の継続性が重要と認識し、情報セキュリテ

ィの維持と向上に取り組みます。

具体的行動指針として、全員が以下の6つの活動を推進します。

2005年7月1日制定

2016年4月15日 改訂(2版)

全般的な方向性

行動指針
1.	 法令・規制の遵守 

情報資産の取扱いにあたり、それぞれの国や地域における“情報の改ざん・漏洩・不正アクセス・不正利用を防止する法律”、“情報の信頼性・

開示の正確性を要求する法律”、“個人情報を保護する法律”、“お客様との契約事項を含めた事業上の要求事項”を遵守します。

2.	 情報セキュリティ管理体制 

情報セキュリティを組織的に管理運用する体制を確立し、その役割と責任を定めます。

3.	リスクに応じた管理策の実施 

情報資産に対する脅威と脆弱性を機密性・完全性・可用性の観点から識別し、リスクに応じた適切な管理策を適用します。また本基本方針に

従った社内規程を整備し情報セキュリティ管理策を確実に実施します。

4.	 経営資源の提供 

経営層は、この方針を実現するために必要な経営資源の提供を行います。

5.	 情報セキュリティの継続的改善 

社内外の環境の変化に伴うリスクの変化をとらえ、情報セキュリティの継続的な改善に全員で務めます。

6.	 厳正な対処 

経営層は、万一、この方針ならびに社内規程に反する行為があった場合は、「就業規則」および「企業倫理綱領」に従い、厳正に対処します。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security#anchor_03
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体制

経営会議直属の「情報セキュリティ委員会」を設置し、グループ全体の情報セキュリティについてリスクに応じた対策を

講じています。グローバル各地区の代表者による会議体を設置し、グローバルの情報セキュリティガバナンスを強化し

ています。各部門に対しては、情報セキュリティ管理者会議等を通じ、施策の実施を図っています。

情報セキュリティ組織（2023年4月1日現在）

取り組み

情報セキュリティ対策の標準ともいえるNIST(米国国立標準研究所)のサイバーセキュリティフレームワーク(①特定、

②防御、③検知、④対応、⑤復旧)に従い、情報セキュリティの施策を強化しています。

[主な施策]

•	 グローバルでセキュリティの管理状況を自動評価する仕組みを利用し、脆弱性を特定し改善（①特定、②防御、③検

知）

•	 サプライチェーンのセキュリティ状況を確認し改善を支援（①特定、②防御）

•	 危険なクラウドサービスの利用状況を検知する仕組みを導入（③検知）

•	 グローバルでのセキュリティインシデントに対する訓練を実施(④対応、⑤復旧)

•	 サイバーリスク保険へのグローバル加入(⑤復旧)

今後は、ますます大きな脅威となっているサイバー攻撃へ対応するため、被害の発生を防ぐとともに、万が一のときに

被害を最小限に食い止めるよう各種対策を強化していきます。

また標的型攻撃メール訓練など従業員の教育・訓練を引き続き充実させ、システムでは補いきれないリスクにグルー

プ全体で対応していきます。
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情報セキュリティ教育

TDKグループ全体で情報セキュリティの維持と向上に取り組むために、毎年1回以上、全従業員を対象とした情報セキ

ュリティ教育とメール訓練を実施しています。

情報セキュリティ教育は、コンピュータの使用者を対象に、グループ各拠点で実施しており、教育の内容や頻度につい

ては、各拠点がおかれている環境や状況に応じて、適切な内容を取り入れています。

メール訓練も各拠点において、実際の攻撃メールを模したメールを従業員に配信し、添付ファイルの開封者数やURL

のクリック者数を確認しています。

プライバシー侵害に関する苦情申し立て

個人情報保護基本方針を定め個人情報の適正管理に努めています。

2022年度、顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に関して各グループ会社での発生報告およびお客様か

らの不服申し立ての受理はありませんでした。
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サステナビリティ｜ガバナンス

品質保証

基本的な考え方 体制

目標と実績 取り組み

基本的な考え方

TDKは、電子部品の製造・提供を通じて社会へ貢献することが使命であると考えています。

そのために、「品質」を重要な経営基軸として位置付け、「品質」を最優先に考え活動することで高品質の製品を実現

し、お客様の期待に応え続けられるよう活動を進めています。

基本理念

『ゼロディフェクトの追求』

TDKは基本理念として「ゼロディフェクトの追求」を掲げています。

出荷段階はもちろん、流通段階、セットメーカー様の組立段階、最終ユーザー様のご使用段階、そして廃棄にいた

るまで、製品のライフサイクルを通じて「ゼロディフェクト（欠陥ゼロ）」を追求していきます。

品質方針

『最終検査で品質は保証できない！』

TDKは品質方針として「最終検査で品質は保証できない！」を掲げています。

最終工程の検査で不具合品を取り除くことにより製品品質を保証するのではなく、各プロセスで品質のつくり込み

を行い、100%良品を作ることにより製品品質を保証する、という品質思想を定着させるために定めました。

製品設計・工程設計・設備開発などの源流段階から品質向上に努め、不具合品を撲滅することで、お客様の満足と

信頼を得られる高品質の製品を実現します。

品質目標

『不良のゼロ化』『業界トップの品質リーディングカンパニーを実現』

お客様にTDK製品を満足してお使いいただくためには、高品質の製品を、常に提供し続けることが必要です。「人」、

「技術」、「仕組み」の3つのQualityをテーマとして品質保証活動を展開し、「不良のゼロ化」「業界トップの品質リ

ーディングカンパニー」を目指していきます。

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_02
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_04


サステナビリティレポート 2023

192

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

Technological Quality

技術のQuality

品質技術の向上と、予防処置に重点を置いた
継続的な品質保証活動

Systematic Quality

仕組みのQuality

TDK固有のモノづくりノウハウと国際標準規格を
融合させた品質マネジメントシステムによる継続

的な品質向上活動

Human Resource Quality

人のQuality

品質意識と実務能力アップによる、継続的な
品質向上活動

体制

本社品質保証機能長が、グループ全体の品質保証活動を統括し、理念や方針の共有・展開を図り、その実現に向け全

社一丸となり活動を進めています。また、各事業部門に品質保証機能を設け、その責任者が事業部門の品質保証活動

を統括し遂行しています。

目標と実績

2022年度目標 実績

DXを活用した品質教育のグローバル展開 品質教育のオンラインコンテンツの作成と展開

取り組み

ゼロディフェクト追求における重点施策

TDKでは、基本理念である「ゼロディフェクトの追求」に向けて次の活動を進めています。

（1）設計開発プロセスの強化

ゼロディフェクトを追求するためには、設計活動の中で100%良品を作り出すための製品・生産システムの構築が必要

と考えています。このために、各プロセスにおいて発生し得るリスクを早期に抽出し、その問題を設計段階で封じ込め

る源流管理型の品質保証体制を構築・適用することで設計品質を確保していきます。

評価と今後の取り組み

2023年度目標

品質教育のためのオンラインコンテンツの拡充

TDKのデジタル学習プラットフォーム（Weconnect）で新たなコンテンツを引き続き検討していきます。



サステナビリティレポート 2023

193

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

（2）製品製造プロセスの強化

ゼロディフェクトを追求するためには、ばらつき無く再現できる製造プロセスを実現するための現場力も必要です。

ばらつきの発生要因としては主に「設備」「作業」が挙げられます。「設備」に起因するばらつきに対しては、設備設計時

の要件定義をより深く実施するとともに、メンテナンスの手順を明確にする等で低減を図っています。「作業」に起因す

るばらつきに対しては、小集団活動をベースとした改善活動を展開することで低減しています。

また、小集団活動を通した品質意識の向上や品質教育を継続することで、品質第一の組織・風土の構築・維持を進めて

います。

TDKでは、設計開発プロセス・製品製造プロセスの強化を進めることで技術力とモノづくり力を高め、より高品質な製

品をお客様にタイムリーに提供できるよう努めていきます。

（3）品質に関するコンプライアンス遵守

当社は法令・社会的規範等に沿って企業活動を行うと同時に、高い倫理観を持って社会的責任を果たすよう努めていま

す。そのために、ゼロディフェクトの追求による製品品質向上活動とあわせて、品質を最優先に考え活動する意識の醸

成や、品質に関するコンプライアンスの監査によるチェックなどに継続して取り組んでいきます。

（4）製品セキュリティへの対応

近年、ネットワークにつながるIoT関連製品における新たなトラブルとして、ネットワークを介しこれらの脆弱性をつい

たサイバー攻撃により、不具合や取り扱うデータの漏えい・データ改ざんによる被害だけでなく、攻撃者の踏み台にさ

れて加害者になるケースも発生しています。

このような状況を踏まえ、当社が提供するIoT製品への対応として、その機能や特長、販売形態などに応じた対策を取

っています。たとえば、納入部品、生産工程から設計段階におけるセキュア開発方法や機能の安全の仕組み、さらには

販売後のファームウェアアップデートなどのメンテナンス方法や、利用者の端末にインストールされるアプリケーション

にいたる運用・保守まで、さまざまな段階でのセキュリティを考慮する必要があります。

IoT製品に対するセキュリティ対策は、来たるデジタルトランスフォーメーション時代には必要不可欠な技術であり、当

社ではIoT製品セキュリティを製品品質の一つとして位置づけています。関連各機能と協力し、TDKのIoT製品のイン

シデント対応を含むサイバーセキュリティに対応する推進体制とルールを構築し、お客様からの信頼、安心を得られる

製品を提供できるよう進めています。
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製品由来の有害物質ばく露の予防と管理

当社では、人間の健康と環境を脅かす、製品由来の有害物質ばく露を予防・管理する仕組みとして、2004年に「環境

製品品質マネジメント」を導入し、品質マネジメントシステム(QMS)の中で運用しています。

製品への含有を禁止または把握すべき化学物質を明確にするために、TDKはIEC(International Electrotechnical 

Commission)が作成したIEC 62474(Material Declaration for Products of and for the Electrotechnical 

Industry) の 報 告 すべ き 物 質リストおよび GASG(Global Automotive Stakeholder Group) が 作 成した

GADSL(Global Automotive Declarable Substance List)という関連業界基準に基づき、当社基準を策定してい

ます。

サプライチェーンの川中に位置する部品メーカーとして、「買う」「創る」「売る」の段階で予防と管理を徹底する仕組み

を整えています。

（5）従業員への継続的なTDK品質教育の実施

TDKでは、加湿器事故を教訓とし、製品の安全性や品質を最優先に位置付ける意識付けの教育を、TDKグループ全従

業員を対象に定期的に実施しています。この教育では、市場で発生している事象や要求事項を鑑み定期的に、映像で

の教育資料の更新を行っています。

また、多言語化や提供方法の拡充を行い、グローバルでの教育を実施しています。

関連情報

本社品質保証機能長コメント（「ゼロディフェクト品質」の追求）

環境製品品質マネジメント全体像

買う（1）−グリーン調達

当社では、製品に規制化学物質が含まれないように「TDK製品含有化学物質基準書」を定め、購入先・発注先各社に

は「TDKグリーン調達基準書」で規制化学物質を含まない化学物質・部品・包装材料の納入を依頼しています。

また、REACH規則のSVHC含有情報の伝達をはじめ、含有把握すべき化学物質の報告をお願いしています。

関連情報

TDKグリーン調達基準書

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/important/technology/sus40000.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro03.html
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買う（2）−受入検査

当社では、購入先・発注先各社からご提供いただいた化学物質・部品・包装材料の含有化学物質情報を精査し、「TDK

製品含有化学物質基準書」を満足する調達が可能であることを確認しています。

さらに、ヒューマン・エラーなどが原因で規制化学物質を含有してしまうといった事故を防ぐため、リスクレベルに応じ

て、調達品の受入時に分析試験による特定の化学物質の含有量を測定し、規制化学物質の工程への混入を防止してい

ます。なお、「リスクレベル」の定義、測定の頻度等は、実績を基に継続的に見直しています。

創る（1）−環境配慮設計（エコデザイン）・製品アセスメント

生産企業における環境政策の基本は、設計／開発の開発構想段階での環境配慮設計・製品アセスメントにあり、この

段階で製品由来の持続可能な発展目標や循環型社会への貢献となる環境負荷低減効果が決定されると考えています。

また、環境配慮は品質向上のキーワードの一つであり、環境配慮設計・製品アセスメントは“クレーム発生”の予防処置

と考えています。製品の部材調達・製造・流通・使用・廃棄の全ライフサイクルを通じて、最も環境負荷の大きな要素を

特定し、新たな技術開発・革新で改善を推進しています。

創る（2）−誤使用・混入・汚染防止

当社では、製造工程、保管スペース、倉庫など、量産の現場におけるTDK禁止物質の不使用と、誤使用・混入・（接触に

よる移行性などを含む）汚染防止を徹底しており、その手段としては、識別管理、隔離、手順と基準の確立、先入れ先出

し、入出庫管理などがあります。

また、はんだ槽のように汚染の可能性のある工程については、はんだメーカーと共同で実用レベルの簡易測定法を開

発し、鉛の含有率管理を行っています。

売る（1）−流出防止

当社の電子部品は、RoHS指令が適用される電気・電子機器の業界だけでなく、自動車、医療機器など、多岐にわたる

業界のお客様に納入しており、各種法的や顧客要求を満たさなければなりません。RoHS指令の場合、同指令の適合

製品を希望されるお客様や、EU市場に上市しない高度な信頼性の確保などの目的でRoHS指令非対応製品を希望さ

れるお客様もいます。

当社は、人的ミスによる非対応製品の誤出荷を防止するため、販売管理のコンピュータシステムに、すべての製品の

RoHS指令適合有無を登録しました。このシステムでは、受注および出荷指示の段階で自動的に照合が行われます。

RoHS指令非対応製品を出荷する場合には、電子申請にて「お客様の確認が得られていること」を入力し、承認手続き

を経てないと出荷できない仕組みとなっています。

売る（2）−情報の開示

当社は、製品に含有するTDK禁止化学物質の全廃化の過程を通じて、製品含有化学物質の情報開示体制を整えまし

た。

お客様からの製品含有化学物質に関するお問い合わせについて、営業部門における受付から技術部門における回答

までグループウェアを利用して一元管理し、迅速かつ正確に回答する体制をとっています。
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サステナビリティ｜ガバナンス

ガバナンスデータ

ガバナンス

カテゴリー 項目 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

役員

取締役人数

名

7 7 7 8 7

男性 7 7 6 7 6

女性 0 0 1 1 1

社外取締役 3 3 3 3 3

女性比率 % 0 0 14.3 12.5 14.3

監査役人数

名

4 5 5 5 5

男性 4 4 4 4 4

女性 0 1 1 1 1

社外監査役 2 3 3 3 3

女性比率 % 0 20 20 20 20

執行役員人数

名

17 18 19 18 18

男性 17 18 19 18 18

女性 0 0 0 0 0

日本人以外 6 7 8 8 9

女性比率 % 0 0 0 0 0

取締役会

開催回数 回 13 13 14 14 14

社外取締役出席率

%

97 100 97 100 98

社外監査役出席率 100 97 100 100 100

監査役会

開催回数 回 15 14 14 14 15

社外監査役出席率 % 100 97 100 100 100

役員報酬

取締役（社外取締役を除く）

百万円

315 268 497 454 390

社外取締役 46 55 48 48 52

監査役（社外監査役を除く） 57 58 61 62 62

社外監査役 24 30 35 36 42
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コンプライアンス

カテゴリー 項目 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

制度 ヘルプライン通報件数 件 115 46 54 79 141

企業倫理 「TDK企業倫理綱領」に関する重大な案件数 件 0 0 0 0 0

政治献金 政治献金額（日本） 百万円 0 0 0 0 0

サプライチェーンにおける社会・環境配慮パフォーマンスデータ

カテゴリー 項目 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

サプライヤーとし
ての取り組み

製造拠点におけるCSRセルフチェック実施
数・実施率

拠点 81 78 79 80 80

% 100 100 100 100 100

製造拠点における労働／企業倫理リスクア
セスメント実施数・実施率

拠点 81 78 79 80 80

% 100 100 100 100 100

第三者機関によるCSR自主監査実施数 拠点 5 5 6 5 10

CSR内部監査員養成研修受講者数（過去累
計） 名 253 303 303 333 374

お客様満足度調査実施率※1 % 7 7.3 6.6 5.8 5.6

満足度「Aランク」率※2 % 89.8 93.8 95.9 96.8 95.0

バイヤーとして
の取り組み

中国を含むアジアの高リスク国の製造拠点
で使用している派遣会社におけるCSRセル
フチェック実施数・実施率

会社 81 73 78 68 61

% 100 100 100 100 100

CSR適合サプライヤー比率 % 94.4 96.1 98.0 99.0 100

責任ある鉱物調
達

Conflict-freeが確認されたサプライヤー比
率※3 % 92.6 93.1 94.5 93.6 86.5

紛争鉱物調査回答件数※4 件 2,381 2,423 2,832 2,810 3,167

※1 連結売上金額ベースです。

※2 お客様から入手したサプライヤー評価を集計し、そのうち満足度「Aランク」（満足している）と評価いただいたお客様の割合です。

※3 対象鉱物は3TGです。

※4 TDK株式会社としての回答件数です。
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サステナビリティ

社会的評価・インデックスへの組み入れ

投資家および格付け機関からの社会的評価 「Clarivate Top 100グローバル・イノベーター
™2023」を受賞

投資家および格付け機関からの社会的評価

財務面だけでなく、環境への取り組みなど含む社会的側面も考慮して投資する「ESG投資」や「社会的責任投資（SRI 

: Socially Responsible Investment）」が欧米を中心に広がっています。当社では、以下のインデックスに組み入れ

られています。

•	 FTSE4Good Index Series 

FTSE Russell（英国）が提供しているインデックスで、ESGを強力に実践する企業のパフォーマン

スを測定するために設計されています。

•	 FTSE Blossom Japan Index 

FTSE Russell（英国）が提供しているインデックスで、ESG対応の優れた日本企業のパフォーマ

ンスを測定するために設計されています。

•	 MSCI ESG Leaders Indexes 

MSCI（米国）が提供しているインデックスで、ESG評価に優れた企業が選定されています。

•	 MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数 

MSCI（米国）が提供しているインデックスで、ESGの取り組みが優れた日本企業が選定されてい

ます。

•	 MSCI 日本株女性活躍指数 （WIN） 

MSCI（米国）が提供しているインデックスで、性別多様性に優れた日本企業が選定されていま

す。

•	 FTSE Blossom Japan Sector Relative Index 

FTSE Russell（英国）が提供しているインデックスで、ESGの対応に優れた日本企業のパフォー

マンスを反映し、セクター・ニュートラルとなるよう設計されています。

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index（英語／外部サイトへ移動します）

THE INCLUSION OF TDK CORPORATION IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, 

DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF TDK CORPORATION BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI 

INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR 

ITS AFFILIATES.

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/recognition/social-assessment#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/recognition/social-assessment#anchor_03
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/recognition/social-assessment#anchor_03
https://www.ftserussell.com/products/indices/blossom-japan
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•	 CDP気候変動： A-(マイナス)

•	 CDP 水セキュリティ対策： A（3年連続） 

気候変動などの環境問題に取り組む国際的な非営利団体CDPから、最高位A、A-、B、B-、C、C-、

D、D-、の8段階のうち、上記の評価を受けました。

•	 CDPサプライヤー・エンゲージメント評価：リーダー・ボード（3年連続） 

CDP気候変動質問書の回答から、「ガバナンス」、「目標」、「スコープ3排出量算定」、「サプライチ

ェーンエンゲージメント」に関する項目によって企業を評価する、サプライヤー・エンゲージメント

評価において、サプライヤー環境活動やスコープ3排出量の結果を開示していることなどで高い

評価を受けました。

•	 S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数 

S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス社と東京証券取引所が共同で開発したインデックスで、

TOPIXを構成する銘柄を対象範囲とし、環境情報の開示状況、炭素効率性（売上高当たり炭素

排出量）の水準に着目して、構成銘柄のウエイトが決定されています。

•	 SOMPOサステナビリティ・インデックス 

SOMPOリスクマネジメント株式会社が実施する「ぶなの森 環境アンケート」および「ESG経営

調査」の結果に基づき構成されるインデックスです。

「Clarivate Top 100グローバル・イノベーター™2023」を受賞

TDKは、クラリベイト（本社：英国ロンドン）より「Clarivate Top 100 グロー

バル・イノベーター 2023」に選出され、受賞しました。選定されるのは今回

で9回目になります。2012年以来、Top 100 Global Innovatorsは、特許

を生み出す価値を測定し、世界のイノベーションの頂点に立つ企業を評価し

最前線に立つ企業を表彰しています。

クラリベイトは14,000以上に及ぶ組織や企業の中から、最も革新的な企業

を複数の基準をもとに選出します。基準には、過去5年間に取得した特許の

量に加え、ある発明が他社の特許申請にもたらす下流への影響、成功率、グ

ローバル性、技術分野の広さがあります。今回当社では、特に「影響力」で高

い評価をいただきました。
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サステナビリティ

リコール中の加湿器回収に関するご報告

2013年2月に、当社TDK株式会社の加湿器（品名KS-500H）が火元となり、長崎市のグループホームで火災事故が発生

しました。

お亡くなりになられた方ならびにご遺族の皆様に対しまして、あらためて心よりお詫び申し上げるとともに、謹んでご冥福

をお祈りいたします。

また、負傷された皆様、そのご家族やご関係者の皆様に対しまして、あらためて心よりお詫びとお見舞いを申し上げます。

当社は、この事故により、2013年3月13日に、経済産業省より危害防止命令が発せられたことを受け、2013年4月より

加湿器対策本部を設置。リコール対象製品の回収活動に全力をあげています。

2022年度は、加湿器回収室の従業員を中心に、主に以下の施策を実施しました。

•	 マスメディアやチラシ等による回収告知 

テレビCM、新聞折込みチラシ、Web広告、チラシポスティング、フリーペーパーなど

•	 官公庁等、諸団体へ回収告知協力の依頼 

回覧板、自治体広告など

•	 高齢者施設等への注意喚起 

ダイレクトメール、ポスターなど

2022年度新たに回収できた加湿器は26台あり、2023年3月末現在の累積回収台数は、53,412台（回収率：62.7％）

となりました。

回収活動にご理解とご協力いただきました皆様に、心より感謝申し上げます。

今後も、リコール対象加湿器の回収ならびに注意喚起を継続してまいりますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上

げます。

また、上記の回収活動に加え全従業員に対して、「製品安全伝承教育」を行い、加湿器事故の教訓を決して風化させる

ことなく伝承し、同様の品質問題を発生させない企業体質の構築に努めています。

販売台数※1における回収台数※2の割合

※1 販売台数は、リコール対象全4機種の合算です。

※2 回収台数は、お客様からの発送待ちを除いた、回収済みの台数です。
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回収専用フリーダイヤル

TDK株式会社（加湿器お客様係） 0120-604-777

受付時間：平日9:00～17:00 (土・日・祝日・弊社定休日を除く)

対象機種などに関する詳細情報 経済産業省への報告（月々の詳細はこちらからご覧く
ださい。）

https://www.tdk.com/ja/information/humidifier/index.html
https://www.tdk.com/ja/info/index.html
https://www.tdk.com/ja/info/index.html
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

ESG調査用インデックス

共通

トップコミットメント ＞

経営理念体系とサステナビリティビジョン ＞

TDKグループのマテリアリティ ＞

サステナビリティ推進体制 ＞

SDGsへの取り組み ＞

ステークホルダーエンゲージメント ＞

ESGファイナンスによる資金調達 ＞

環境 取り組み状況 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所

環境マネジメント

グループ全体の環境方針として、「TDKグループ安全衛
生・環境憲章」を制定し、社会の持続可能な発展に寄与す
ることを目指しています。これに基づき、具体的な活動の
基本計画として、「TDK環境ビジョン2035」および「TDK
環境・安全衛生活動2025」行動計画を策定し、実践に努
めています。また、94％の生産拠点においてISO14001

（EMSに関する国際規格）の認証を取得しています。

Energy Transformation（EX）

環境方針・環境ビジョン

環境マネジメントシステム

目標と実績

ISO14001およびISO50001認証取得事業所

製造拠点における社会・環境配慮

環境データ

気候変動

「TDKグループ安全衛生・環境憲章」の中で、脱炭素社会
への移行や再生可能エネルギーの利用推進に取り組むこ
とを明示しています。これに基づいて策定された「TDK環
境ビジョン2035」および「TDK 環境・安全衛生活動
2025」行動計画には、CO2排出原単位の改善目標など
気候変動に関連する目標が定められており、達成に向け
て取り組みを推進しています。さらにEXをマテリアリティ
としても特定し活動を行っています。また、TCFD のフレ
ームワークに沿って、TDKにおける気候変動問題への取
り組みを開示しています。

環境方針・環境ビジョン

目標と実績

Energy Transformation（EX）

気候変動への取り組み

第三者検証

環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

環境データ

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/ceo-message/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/fundraising
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/sustainability_data/0321.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
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汚染と資源

「TDKグループ安全衛生・環境憲章」の中で、生産活動に
おける資源の効率的で効果的な利用に取り組むこと、排
出物の有効利用および出さない生産活動に努めることを
明示しています。これに基づいて策定された「TDK環境
ビジョン2035」および「TDK環境・安全衛生活動2025」
行動計画には、排出物原単位の改善目標など資源の有効
利用に関連する目標が定められており、達成に向けて取
り組みを推進しています。なお、資源の有効利用の観点
から、TDKでは、排出物の発生そのものを抑制する取り
組みを推進しています。

環境方針・環境ビジョン

目標と実績

環境マネジメントシステム

資源の有効利用

化学物質使用リスクの削減

環境データ

水セキュリティ

「TDKグループ安全衛生・環境憲章」の中で、生産活動に
おける資源の効率的で効果的な利用に取り組むことを明
示しています。これに基づいて策定された「TDK環境ビ
ジョン2035」および「TDK環境・安全衛生活動2025」行
動計画には、取水量原単位の改善目標など水資源に関連
する目標が定められており、達成に向けて取り組みを推進
しています。また、各国・地域の水リスクに関して調査を
行い、製造拠点における水リスクの把握・管理に努めてい
ます。

環境方針・環境ビジョン

目標と実績

水資源への取り組み

環境データ

プロダクト・スチュワードシップ／環境配慮製品

製品の全ライフサイクルでの環境に与える影響を評価す
る「製品アセスメント」の導入や優良環境製品の認定など
の活動を従来から推進してきました。これらの活動に加
え、製品によるCO2排出削減活動を進めており、製品やノ
ウハウによるCO2排出削減を環境貢献量として定量化す
る算定基準である製品貢献量算定ガイドラインを策定し
ました。

環境配慮型製品への取り組み

気候変動への取り組み

ライフサイクルと製品アセスメント

環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

グリーン調達
「購買方針」の中でグリーン調達を明示し、環境負荷低減
に貢献し社会的責任を果たせる購入品を優先的に調達す
ることを目的としたグリーン調達を推進しています。

サステナブル調達

資材調達（購買理念・購買方針・TDKサプライヤー行動規
範）

生物多様性

「TDKグループ安全衛生・環境憲章」の中で、生物多様性
を含む地球環境の保全へ継続的に取り組むことを明示し
ています。また、「電機・電子業界における生物多様性の
保全にかかわる行動指針」に賛同し生物多様性や生態系
サービスの保護活動を行っています。

環境方針・環境ビジョン

生物多様性への姿勢

社会 取り組み状況 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所

労働慣行

「TDK企業倫理綱領」のもと、雇用や人材活用における多
様性の尊重、ワークライフバランスの推進や人材育成プ
ログラムの展開など多様な個性を持つ従業員が能力を発
揮できる環境の整備に努めています。

企業倫理綱領

人権の尊重

社会データ

ダイバーシティ＆インクルージョン

タレントアトラクション＆リテンション

人材の育成

製造拠点における社会・環境配慮

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/chemicals-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/goals-results/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://product.tdk.com/info/ja/environment/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://product.tdk.com/ja/environment/ecolove/eco01000.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
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人材育成

「TDKグローバル人事方針」を策定し、多様なグループ企
業や優秀な人材が TDKグループの一員として能力を発
揮できる環境づくりを目指して、人材育成体系の整備など
グローバルで各種施策を展開しています。また、「人材マ
ネジメント」をマテリアリティとしても特定し、取り組みを
行っています。

グローバル人事方針

人材の育成

人材マネジメント

社会データ

ダイバーシティ＆インクルージョン

「TDKダイバーシティ＆インクルージョン方針」を策定し
推進しています。また、マテリアリティである「人材マネジ
メント」のテーマの一つにも特定し、取り組みを行ってい
ます。

ダイバーシティ＆インクルージョン

人材マネジメント

社会データ

タレントアトラクション＆リテンション
より革新的でレジリエントな企業へ進化するためには、高
い意欲を持った従業員の確保が重要だと考え、各種施策
の展開や環境・仕組みの整備を進めています。

タレントアトラクション＆リテンション

健康経営

社会データ

人権の尊重

「TDKグループ人権ポリシー」を策定し、「ビジネスと人権
に関する指導原則」の枠組みに基づいて、グループ内の
事業活動はもとより、バリューチェーン全体における人権
課題を正しく理解・認識し改善するための取り組みを進め
ています。

人権の尊重

企業倫理綱領

TDKグループ人権ポリシー

TDKサプライヤー行動規範

安全衛生

「TDKグループ安全衛生・環境憲章」を策定し、安全で健
康な職場環境の形成のため、安全衛生マネジメントシス
テムを効果的に機能させるための体制整備や運営、リス
クアセスメントや教育・訓練を始めとするリスク低減活動
などのさまざまな取り組みを展開しています。

安全衛生

社会データ

製造拠点における社会・環境配慮

健康経営

ISO45001認証取得事業所

顧客満足
お客様から信頼されるTDKを目指して活動を進めていま
す。また、マテリアリティである「品質管理」のテーマの一
つにも特定し、取り組みを行っています。

お客様満足

品質管理

社会貢献活動 「社会貢献活動への考え方」に基づき、独自の社会貢献活
動を推進しています。 社会貢献活動

ガバナンス 取り組み状況 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所

コーポレートガバナンス
「TDKコーポレート・ガバナンス基本方針」のもと、体制や
仕組みを構築し、コーポレートガバナンスの充実に継続
的に取り組んでいます。

コーポレート・ガバナンス

ガバナンスデータ

コンプライアンス・腐敗防止
誠実で公正、透明な企業風土を醸成し、顧客や社会の信
頼、期待に応えていくことを目指し、グローバルにコンプ
ライアンス管理体制を構築し、取り組みを行っています。

企業倫理綱領

企業倫理・コンプライアンス

ビジネスパートナーとのお付き合いに関する考え方

ガバナンスデータ

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/hr-strategy-globalization
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/talent-attraction
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/health-and-productivity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights/policy
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro07.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/health-and-productivity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health/iso145001/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/customer-satisfaction
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainable-procurement/sus10000.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
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企業倫理

「TDK 企業倫理綱領」のもと、グローバルに企業倫理管
理体制を構築し、従業員が企業倫理に関する問題につい
て匿名で内部通報・相談できる仕組みを整備するなど、役
員および従業員の意識の浸透、行動の徹底のために取り
組んでいます。

企業倫理綱領

企業倫理・コンプライアンス

リスクマネジメント

TDKが事業活動を行ううえで生じるリスクに対応するた
め、経営会議直属で各種委員会を設置し、課題の対策・
対応を行っています。また、「オポチュニティ＆リスクマネ
ジメント」をマテリアリティとしても特定し、取り組みを行
っています。

リスクマネジメント

オポチュニティ＆リスクマネジメント

サプライチェーンマネジメント

サプライチェーンマネジメントをマテリアリティとして特定
し、自社製造拠点だけでなく取引先を含めたサプライチェ
ーン全体で社会・環境に配慮した取り組みを推進していま
す。TDKはRBAに加盟しており、RBA基準に準拠した自
己評価や監査などを実施することにより、自社製造拠点
におけるCSR活動の実施状況を評価し、継続的改善を図
っています。また、サプライヤーに関しては、サステナブル
調達の活動だけでなく、責任ある鉱物調達も推進してい
ます。

サプライチェーンマネジメント

製造拠点における社会・環境配慮

サステナブル調達

資材調達（購買理念・購買方針・TDKサプライヤー行動規
範）

人権の尊重

責任ある鉱物調達

ガバナンスデータ

税の透明性 「TDKグローバル・タックス・ポリシー」を制定し推進して
います。 税務戦略

情報セキュリティ・個人情報保護
「情報セキュリティ基本方針」のもと、グローバルに情報
セキュリティ管理体制を構築し、情報セキュリティの維持
向上を目指した活動を推進しています。

情報セキュリティ

品質保証

「ゼロディフェクトの追求」という基本理念の実現に向け
全社一丸となり活動を進めています。また、「品質管理」
をマテリアリティとしても特定し、取り組みを行っていま
す。

品質保証

品質管理

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply/
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality/
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

GRIスタンダード対照表

GRI 2：一般開示事
項2021

組織と報告実務

2-1 組織の詳細 TDKについて 概要（ホームページ）

2-2 組織のサステナビリティ報告の対象となる事業体 TDKについて 概要（ホームページ）

2-3 報告期間、報告頻度、連絡先 「サステナビリティ」WEBサイト編集方針

2-4 情報の修正・訂正記述 該当ページの注釈に記載

2-5 外部保証

「サステナビリティ」WEBサイト編集方針

環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

第三者検証

活動と労働者

2-6 活動、バリューチェーン、その他の取引関係

TDKについて 概要（ホームページ）

TDKについて TDKネットワーク（ホームページ）

株主・投資家情報 地域別売上高

株主・投資家情報 セグメント情報

サステナブル調達

2-7 従業員
TDKについて 概要（ホームページ）

社会データ

2-8 従業員以外の労働者

ガバナンス

2-9 ガバナンス構造と構成
コーポレート・ガバナンス

ガバナンスデータ

2-10 最高ガバナンス機関における指名と選出 コーポレート・ガバナンス

2-11 最高ガバナンス機関の議長 コーポレート・ガバナンス

2-12 インパクトのマネジメントの監督における最高ガバナンス機関の役割
コーポレート・ガバナンス

サステナビリティ推進体制

2-13 インパクトのマネジメントに関する責任の移譲
コーポレート・ガバナンス

TDKグループのマテリアリティ

2-14 サステナビリティ報告における最高ガバナンス機関の役割

サステナビリティ推進体制

環境マネジメントシステム

安全衛生

2-15 利益相反
コーポレート・ガバナンス

TDKについて 企業倫理綱領（ホームページ）

2-16 重大な懸念事項の伝達

コーポレート・ガバナンス

サステナビリティ推進体制

企業倫理・コンプライアンス

リスクマネジメント

2-17 最高ガバナンス機関の集合的知見 サステナビリティ推進体制

2-18 最高ガバナンス機関のパフォーマンス評価 コーポレート・ガバナンス

2-19 報酬方針 コーポレート・ガバナンス

2-20 報酬の決定プロセス コーポレート・ガバナンス

2-21 年間報酬総額の比率

戦略、方針、実務慣行

2-22 持続可能な発展に向けた戦略に関する声明
トップコミットメント

CPSOメッセージ

項目 開示事項 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所
（※適宜、ホームページ掲載も記載）

一般開示項目

「サステナビリティ」WEBサイトは、「GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード」を参照しています。

https://www.tdk.com/ja/about_tdk/tdk_at_a_glance/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/tdk_at_a_glance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/editorial_policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/editorial_policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/tdk_at_a_glance/index.html
https://www.tdk.com/ja/worldwide/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/financial_information/region/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/financial_information/divisional/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/tdk_at_a_glance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/ceo-message/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/cpso-message/index.html
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2-23 方針声明

TDKグループ安全衛生・環境憲章

TDKグループ人権ポリシー

社会貢献活動

サステナブル調達

責任ある鉱物調達ポリシー

品質保証

2-24 方針声明の実践

環境

安全衛生

人権の尊重

社会貢献活動

サステナブル調達

責任ある鉱物調達

品質保証

2-25 マイナスのインパクトの是正プロセス

リスクマネジメント

人権の尊重

企業倫理・コンプライアンス

2-26 助言を求める制度および懸念を提起する制度 企業倫理・コンプライアンス

2-27 法規制遵守 企業倫理・コンプライアンス

2-28 会員資格を持つ団体 サステナビリティ推進体制

ステークホルダー・エンゲージメント

2-29 ステークホルダー・エンゲージメントへのアプローチ ステークホルダーエンゲージメント

2-30 労働協約 社会データ

GRI 3：マテリアルな
項目2021

3-1 マテリアルな項目の決定プロセス マテリアリティの特定プロセス

3-2 マテリアルな項目のリスト TDKグループのマテリアリティ

3-3 マテリアルな項目のマネジメント TDKグループのマテリアリティ

項目 開示事項 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所
（※適宜、ホームページ掲載も記載）

マテリアルな項目

GRI 201：経済パフ
ォーマンス2016

201-1 創出、分配した直接的経済価値

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと機会 株主・投資家情報 有価証券報告書（ホームページ）

201-3 確定給付型年金制度の負担、その他の退職金制度 株主・投資家情報 有価証券報告書（ホームページ）

201-4 政府から受けた資金援助

GRI 202：地域経済
でのプレゼンス
2016

202-1 地域最低賃金に対する標準新人給与の比率（男女別）

202-2 地域コミュニティから採用した上級管理職の割合

GRI 203：間接的な
経済的インパクト
2016

203-1 インフラ投資および支援サービス 社会貢献活動

203-2 著しい間接的な経済的インパクト

GRI 204：調達慣行
2016 204-1 地元サプライヤーへの支出の割合

GRI 205：腐敗防止
2016

205-1 腐敗に関するリスク防止を行っている事業所 企業倫理・コンプライアンス

205-2 腐敗防止の方針や手順に関するコミュニケーションと研修 企業倫理・コンプライアンス

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置 （該当なし）

GRI 206：反競争的
行為2016 206-1 反競争的行為、反トラスト、独占的慣行により受けた法的措置 （該当なし）

項目 開示事項 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所
（※適宜、ホームページ掲載も記載）

経済

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision/health_safety
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights/policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability/social/supplier_responsibility/sus02210.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/risk-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sustainability-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/definition
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality
https://www.tdk.com/ja/ir/ir_library/report/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/ir_library/report/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
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GRI 301：原 材 料
2016

301-1 使用原材料の重量または体積

301-2 使用したリサイクル材料

301-3 再生利用された製品と梱包材

GRI 302：エネルギ
ー2016

302-1 組織内のエネルギー消費量 環境データ

302-2 組織外のエネルギー消費量
気候変動への取り組み

環境データ

302-3 組織のエネルギー原単位

302-4 エネルギー消費量の削減
気候変動への取り組み

環境データ

302-5 製品およびサービスのエネルギー必要量の削減

GRI 303：水と廃水
2018

303-1 共有資源としての水との相互作用
水資源への取り組み

環境データ

303-2 排水に関連するインパクトのマネジメント
資源の有効利用

環境データ

303-3 取水 水資源への取り組み

303-4 排水 資源の有効利用

303-5 水消費 水資源への取り組み

GRI 304：生物多様
性2016

304-1 保護地域および保護地域ではないが生物多様性価値の高い地域、も
しくはそれらの隣接地域に所有、賃借、管理している事業サイト

304-2 活動、製品、サービスが生物多様性に与える著しいインパクト 環境方針・環境ビジョン

304-3 生息地の保護・復元

304-4 事業の影響を受ける地域に生息するIUCNレッドリストならびに国内
保全全種リスト対象の生物種

GRI 305：大気への
排出2016

305-1 直接的なGHG排出（スコープ1）
気候変動への取り組み

環境データ

305-2 間接的なGHG排出（スコープ2）
気候変動への取り組み

環境データ

305-3 その他の間接的なGHG排出（スコープ3）
気候変動への取り組み

環境データ

305-4 温室効果ガス（GHG）排出原単位 気候変動への取り組み

305-5 温室効果ガス（GHG）排出量の削減
気候変動への取り組み

環境データ

305-6 オゾン層破壊物質（ODS）の排出量 TDKの環境活動の歴史

305-7 窒素酸化物（NOx）、硫黄酸化物（SOx）、およびその他の重大な大気
排出物 環境データ

GRI 306：廃 棄 物
2020

306-1 廃棄物の発生と廃棄物関連の著しいインパクト 資源の有効利用

306-2 廃棄物関連の著しいインパクトの管理 資源の有効利用

306-3 発生した廃棄物 環境データ

306-4 処分されなかった廃棄物 環境データ

306-5 処分された廃棄物 環境データ

GRI 308：サプライ
ヤーの環境面のアセ
スメント2016

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤー サステナブル調達

308-2 サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパクトと実施した措置 サステナブル調達

項目 開示事項 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所
（※適宜、ホームページ掲載も記載）

環境

GRI 207：税金
2019

207-1 税務へのアプローチ 税務戦略

207-2 ガバナンス、管理、およびリスクマネジメント 税務戦略

207-3 税務に関連するステークホルダー・エンゲージメントおよび懸念への
対処 税務戦略

207-4 国別の報告

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0313.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
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GRI  401：雇 用
2016

401-1 従業員の新規雇用と離職 社会データ

401-2 正社員には支給され、非正規社員には支給されない手当

401-3 育児休暇 社会データ

GRI 402：労使関係
2016 402-1 事業上の変更に関する最低通知期間

GRI 403：労働安全
衛生2018

403-1 労働安全衛生マネジメントシステム 安全衛生

403-2 危険性（ハザード）の特定、リスク評価、事故調査 安全衛生

403-3 労働衛生サービス 安全衛生

403-4 労働安全衛生における労働者の参加、協議、コミュニケーション

403-5 労働安全衛生に関する労働者研修 安全衛生

403-6 労働者の健康増進 安全衛生

403-7 ビジネス上の関係で直接結びついた労働安全衛生の影響の防止と緩
和 安全衛生

403-8 労働安全衛生マネジメントシステムの対象となる労働者 社会データ

403-9 労働関連の傷害 社会データ

403-10 労働関連の疾病・体調不良 社会データ

GRI 404：研修と教
育2016

404-1 従業員一人あたりの年間研修時間 社会データ

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび移行支援プログラム
人材の育成

ダイバーシティ＆インクルージョン

404-3 業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを受けている従業員の
割合 人材の育成

GRI 405：ダイバー
シティと機 会 均 等
2016

405-1 ガバナンス機関および従業員のダイバーシティ
ガバナンスデータ

社会データ

405-2 基本給と報酬総額の男女比 株主・投資家情報 有価証券報告書（ホームページ）

GRI 406：非 差 別
2016 406-1 差別事例と実施した救済措置

GRI 407：結社の自
由と団体交渉2016 407-1 結社の自由や団体交渉の権利がリスクにさらされる可能性のある事

業所およびサプライヤー 人権の尊重

GRI 408：児童労働
2016	 408-1 児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプライヤー

人権の尊重

製造拠点における社会・環境配慮

サステナブル調達

責任ある鉱物調達

TDKについて 企業倫理綱領（ホームページ）

GRI 409：強制労働
2016 409-1 強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサプライヤー

人権の尊重

製造拠点における社会・環境配慮

サステナブル調達

TDKについて 企業倫理綱領（ホームページ）

GRI 410：保安慣行
2016 410-1 人権方針や手順について研修を受けた保安要員

GRI 411：先住民族
の権利2016 411-1 先住民族の権利を侵害した事例

GRI 413：地域コミ
ュニティ2016

413-1 地域コミュニティとのエンゲージメント、インパクト評価、開発プログ
ラムを実施した事業所

413-2 地域コミュニティに著しいマイナスのインパクト（顕在的、潜在的）を
及ぼす事業所

GRI 414：サプライ
ヤーの社会面のアセ
スメント2016

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤー サステナブル調達

414-2 サプライチェーンにおけるマイナスの社会的インパクトと実施した措
置

人権の尊重

サステナブル調達

責任ある鉱物調達

GRI 415：公共政策
2016 415-1 政治献金 ガバナンスデータ

項目 開示事項 「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所
（※適宜、ホームページ掲載も記載）

社会

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/ir/ir_library/report/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
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GRI 416：顧客の安
全衛生2016

416-1 製品およびサービスのカテゴリーに対する安全衛生インパクトの評価
品質保証

お客様満足

416-2 製品およびサービスの安全衛生インパクトに関する違反事例 （該当なし）

GRI 417：マーケティ
ン グ とラ ベリン グ
2016

417-1 製品およびサービスの情報とラベリングに関する要求事項
環境配慮型製品への取り組み（ホームページ）

品質保証

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反事例

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関する違反事例

GRI 418：顧客プラ
イバシー2016 418-1 顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に関して具体化し

た不服申立

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/customer-satisfaction
https://product.tdk.com/info/ja/environment/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

SASB対照表

環境

トピック 会計指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

エネルギーマネジメント （1）エネルギー消費総量、（2）系統電力の割合、（3）再生可能エネルギー
の割合

RT-EE-130a.1
TC-SI-130a.1
TC-SC-130a.1

環境データ

有害廃棄物管理

有害廃棄物の発生量、リサイクル率 RT-EE-150a.1
TC-SC-150a.1

資源の有効利用

環境データ

報告対象の流出事故数と集計量、回収量 RT-EE-150a.2 環境データ

ハードウェアインフラの環境評価指標 （1）総取水量、（2）総使用済水量、ベースライン水ストレス（BWS）が高い
地域または非常に高い地域の個々の割合 TC-SI-130a.2 環境データ

温室効果ガス排出

（1）グローバルでのスコープ1総排出量、（2）パーフルオロ化合物からの総
排出量 TC-SC-110a.1

気候変動への取り組み

環境データ

スコープ1排出量、排出量削減目標およびそれらの目標に対する実績分析
の管理に係る、長期的および短期的な戦略または計画についての説明 TC-SC-110a.2 気候変動への取り組み

トピック 会計指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

製品の安全性 製品のデータセキュリティリスクを特定して対処する方法の説明 TC-HW-230a.1

TDKが提供するIoT 製品への対応
として、その機能や特長、販売形態
などに応じた対策を取っています。

品質保証（製品セキュリティへの対
応）

データプライバシーおよび表現の自由

行動に基づく広告と利用者のプライバシーに関する方針と実務の説明 TC-SI-220a.1 情報セキュリティ

利用者のプライバシーに関する法的手続に起因する金銭的損失の総額 TC-SI-220a.3 情報セキュリティ

データセキュリティ （1）データ漏洩件数、（2）個人を特定できる情報（PII）に関する割合、（3）影
響を受けた利用者数 TC-SI-230a.1 情報セキュリティ

社会資本

トピック 会計指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

従業員の多様性と包摂性 （1）管理職、（2）技術職員、（3）その他すべての従業員、における性別およ
び人種民族代表の割合

TC-HW-330a.1
TC-SI-330a.3

TDKダイバーシティ＆インクルージ
ョン方針を策定し推進しています。

ダイバーシティ＆インクルージョン

社会データ

グローバルな、ダイバーシティのある、
熟練している労働力の採用と管理

（1）外国籍、（2）海外に所在する従業員の割合 TC-SI-330a.1
TC-SC-330a.1 社会データ

従業員エンゲージメントの割合 TC-SI-330a.2 社会データ

人的資本

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
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従業員の安全衛生 従業員の健康に対する危険物への曝露を評価、監視および減少させるた
めの取組みの説明 TC-SC-320a.1 安全衛生

トピック 会計指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

製品ライフサイクル管理

IEC 62474管理対象物質を含む製品の収益割合
TC-HW-410a.1
RT-EE-410a.1
TC-SC-410a.1

収益別の割合は開示しておりません
が、製品への含有を禁止、または把
握すべき化学物質を明確にしていま
す。

品質保証（製品由来の有害物質ばく
露の予防と管理）

EPEAT登録または同等の要件を満たす対象製品の収益における割合 TC-HW-410a.2

EPEAT 登録対象製品はありません
が、自社基準での環境ラベルを制定
し、検証・認定しています。また、製
品に含有するTDK禁止化学物質の
全廃化を通じて、調達、設計、製造、
販売の各工程での管理に加え、適切
な情報開示にも取り組んでいます。

環境配慮製品

品質保証（製品由来の有害物質ばく
露の予防と管理）

ENERGYSTAR®基準に適合する製品収益割合 TC-HW-410a.3
RT-EE-410a.2

ENERGYSTAR 登録対象製品はあ
りませんが、自社基準での環境ラベ
ルを制定し、検証・認定しています。
また、製品に含有するTDK 禁止化
学物質の全廃化を通じて、調達、設
計、製造、販売の各工程での管理に
加え、適切な情報開示にも取り組ん
でいます。

環境配慮製品

品質保証（製品由来の有害物質ばく
露の予防と管理）

回収された耐用年数経過製品と電気電子機器廃棄物（e-waste）の重量、
リサイクル率 TC-HW-410a.4

当社は最終製品を販売しておらず、
使用済み製品の回収は行っておりま
せんが、生産工程での鉛や銅などの
排出物削減への取り組みや、ライフ
サイクル全体での環境負荷削減を
目標に掲げ、各種活動に取り組んで
います。

環境方針・環境ビジョン

サプライチェーンマネジメント

RBA Validated Audit Process（VAP）または同等の基準で監査された 
Tier 1サプライヤーの施設の（a）すべての施設、および（b）高リスク施設、
の割合

TC-HW-430a.1

2020年に RBA へ加盟し、RBA 基
準に準拠して自己評価、監査の2段
階で継続的改善を図っています。ま
た、TDKもお客様に製品を販売する
サプライヤーとして、自社製造拠点
においてもRBA基準での自己評価
や監査、トレーニングを実施してい
ます。

サステナブル調達

Tier 1サプライヤーの、（a）優先すべき不適合、および（b）その他の不適
合、に対して、（1）RBAValidated Audit Process（VAP）またはそれに相
当する基準に対する不適合の比率、および（2）関連する是正措置の比率

TC-HW-430a.2 製造拠点における社会・環境配慮

マテリアル調達 クリティカルマテリアルの使用に伴うリスクの管理に関する説明
TC-HW-440a.1
RT-EE-440a.1
TC-SC-440a.1

「責任ある鉱物調達」に関するポリシ
ーを策定し、紛争だけでなく、人権
侵害や環境破壊などのリスクや不正
に関わる鉱物問題に対し、サプライ
チェーン全体で責任ある鉱物調達を
推進しています。

責任ある鉱物調達

ビジネスモデルとイノベーション

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://product.tdk.com/ja/environment/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://product.tdk.com/ja/environment/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
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トピック 会計指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

企業倫理 （1）汚職と賄賂、および（2）反競争的行動を防止するためのポリシーと実
践の説明 RT-EE-510a.1 企業倫理・コンプライアンス

リーダーシップとガバナンス

活動指標 SASBコード 対応状況と「サステナビリティ」
WEBサイト掲載箇所

製品カテゴリ別の生産台数 TC-HW-000.A
生産台（個）数の開示は行っていませんが、製品別売上高を開示しています。

決算短信（製品別売上高の概況）6/27ページ

製造施設の面積 TC-HW-000.B
面積の開示は行っていませんが、製造拠点の情報はこちらで開示しています。

TDKについて（TDKネットワーク）

所有する施設で生産された割合 TC-HW-000.C

アクティブメトリック

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/system/files/2023042800_jrrnffhp_ja.pdf#page=6
https://www.tdk.com/ja/worldwide/index.html
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

SDGs検索

目標 取り組み項目
（「サステナビリティ」WEBサイト掲載箇所）

1.あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

2.飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

3.あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Digital Transformation（DX）

4.すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 社会貢献活動

5.ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

人材マネジメント

グローバル人事方針

ダイバーシティ＆インクルージョン

社会データ

ガバナンスデータ

6.すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

環境方針・環境ビジョン

環境マネジメントシステム

水資源への取り組み

7.すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Energy Transformation（EX）

オポチュニティ＆リスクマネジメント

気候変動への取り組み

8.包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（デ
ィーセント・ワーク）を促進する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

Digital Transformation（DX）

人材マネジメント

サプライチェーンマネジメント

人権の尊重

製造拠点における社会・環境配慮

サステナブル調達

グローバル人事方針

人材の育成

ダイバーシティ＆インクルージョン

安全衛生

9.強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Digital Transformation（DX）

オポチュニティ＆リスクマネジメント

10.各国内及び各国間の不平等を是正する

11.包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Energy Transformation（EX）

Digital Transformation（DX）

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/hr-strategy-globalization
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/management-system
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/hr
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/hr-strategy-globalization
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
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12.持続可能な生産消費形態を確保する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Energy Transformation（EX）

Digital Transformation（DX）

品質管理

サプライチェーンマネジメント

オポチュニティ＆リスクマネジメント

環境方針・環境ビジョン

気候変動への取り組み

水資源への取り組み

資源の有効利用

化学物質使用リスクの削減

13.気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

製品によるSDGsへの貢献

Energy Transformation（EX）

品質管理

オポチュニティ＆リスクマネジメント

環境方針・環境ビジョン

気候変動への取り組み

環境データ

14.持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

15.陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣
化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

環境方針・環境ビジョン

生物多様性への姿勢

16.持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法への アクセスを提供し、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

サプライチェーンマネジメント

コーポレート・ガバナンス

企業倫理・コンプライアンス

人権の尊重

責任ある鉱物調達

製造拠点における社会・環境配慮

サステナブル調達

17.持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する

TDKグループのSDGsへの考え方と活動

Energy Transformation（EX）

Digital Transformation（DX）

サプライチェーンマネジメント

ステークホルダーエンゲージメント

社会貢献活動

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/water-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/limited-resources
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/chemicals-management
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/creation
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/quality
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/opportunity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/climate-action
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/biodiversity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/environmental-issues-manufacturing
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs/activity
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/ex
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/dx
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/tdk-materiality/supply
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

ステークホルダー別検索

株主・投資家

ステークホルダーエンゲージメント

経営理念体系とサステナビリティビジョン

コーポレート・ガバナンス

お客様

ステークホルダーエンゲージメント

品質保証

お客様満足

ガバナンスデータ

取引先

ステークホルダーエンゲージメント

サステナブル調達

責任ある鉱物調達

人権の尊重

ガバナンスデータ

従業員

ステークホルダーエンゲージメント

グローバル人事方針

人材の育成

ダイバーシティ＆インクルージョン

安全衛生

人権の尊重

企業倫理・コンプライアンス

社会データ

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/philosophy
https://www.tdk.com/ja/ir/governance/index.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/customer-satisfaction
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainable-procurement
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/responsible-minerals
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/hr-strategy-globalization
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/developing-hr-strategy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/compliance
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html


サステナビリティレポート 2023

217

目次

編集方針

トップ
コミットメント

CPSO
メッセージ

これでわかる!
TDKの
サステナビリティ

サステナビリティ
経営

環境

社会

ガバナンス

社会的評価・
インデックスへの
組み入れ

リコール中の
加湿器回収に
関するご報告

検索 / 対照表

地域社会

ステークホルダーエンゲージメント

社会貢献活動

行政

ステークホルダーエンゲージメント

税務戦略

ガバナンスデータ

消費者

ステークホルダーエンゲージメント

SDGsへの取り組み

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/stakeholder
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/tdk_sustainability/sdgs
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サステナビリティ｜検索 / 対照表

ESG関連データ検索

環境

ISO14001およびISO50001認証取得事業所

環境データ

TDKの環境活動の歴史

第三者検証

環境パフォーマンスデータの第三者レビュー

社会

社会データ

ISO45001認証取得事業所

ガバナンス

ガバナンスデータ

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/sustainability_data/0321.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0310.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0313.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/0341.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/sustainability_data/sus05900.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainability_data/0413.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/safety-health/iso145001
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/sustainability_data/0506.html
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検索 / 対照表

サステナビリティ｜検索 / 対照表

ESG関連方針検索

環境

TDKグループ安全衛生・環境憲章

社会

TDKグループ人権ポリシー

グローバル人事方針

TDKダイバーシティ&インクルージョン方針

TDKグループ安全衛生・環境憲章

社会貢献活動への考え方

ガバナンス

TDK企業倫理綱領

TDK コーポレート・ガバナンス基本方針

TDK購買方針

TDKサプライヤー行動規範

TDKグループの「責任ある鉱物調達」に関するポリシー

ビジネスパートナーとのお付き合いに関する考え方

TDKグローバル・タックス・ポリシー

情報セキュリティ基本方針

TDKの品質保証の考え方

https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/human_rights/policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/hr-strategy-globalization
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/diversity-inclusion
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/environmental_responsibility/policy-vision#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/social-contribution#anchor_01
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/code_of_conduct/index.html
https://www.tdk.com/ja/ir/tdk_management_policy/governance/basic/index.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro02.html
https://www.tdk.com/ja/about_tdk/procurement/pro07.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability/social/supplier_responsibility/sus02210.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/social/sustainable-procurement/sus10000.html
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/global-tax-policy
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/information-security
https://www.tdk.com/ja/sustainability2023/governance/quality-assurance-activities#anchor_01
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